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〈開会セッション〉

大会準備委．員長挨拶

原産会長所信表明

原子力塾員会1工員長所感

〈特別講演〉

原子力を惑星の観点から考える

目次

〈招待講演〉

原了力発電の安全および平和利用のための國際協力

米国における原了カー変革の課題

欝シアにおける原子力発電一一．現状と将：来展望

〈招待講演〉

巾国における原子力発電の現状と見通し

フランスにおける原子力展望と

　燃料サイクル・バックエンド研究計画

〈セッシ躍ン！＞わが国の原・子力開発のあり方

〈参議提起〉

原子力開発における長甚皇塩

［パネル討論］

計画の諸闘題

　　　　　　議長

　　　　　　パネリスト

罰メンうF』・…ター一

〈セッシ銅ン鷺〉今なぜプルト嵩ウムか

く基調講演〉

わが国のプルト論ウム利用政策について
［ノ響ネノレ言寸言命」

パネリスト

唐　津　　…．・

同　坊　　隆

中　島　　衛

」。　　廻聾　　ラフ“rfック

H。　ブリックス

胴、　G、　ドプランク
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蒋　心　雄

Y．デスカタ

秋　山　　守

佐　和　隆　光

秋　山　　守

藤　家　洋　一
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〈午餐会〉

通商産業大臣所感　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　喜　朗

［特別講演］

「こころとことば」　　　　　　　　　　　　　　　　江　藤　　淳

くセッシ遡ン3＞原子力技術．一その信頼性とは…

〈問題提起〉

原子力と信頼性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐　津　　…
［ノ螺ネノレ言寸言命］

　　　　　　　　　　　　　　　　　議炎　　　　　　　勝　部　領　重封

　　　　　　　　　　　　　　　　　パネリスト　　尾関雅則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅　野　文　友

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　政　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　冨　正　晴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　浦　祥次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　灘ンンテー…夕一　　 」。　A。　パーライト

＜セッシ遡ン4＞チェルノブイリ事故後7年置経た今は一何が真実か

く基調講演〉

チ嵩ルノヅイリ事故後の影響評価　　　　　　　　　　　藏　本　　淳

「パネル討論］

　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　　　　　　　圧i　騒　英　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　　葺3．　P．　イワノフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1＼　出　五．　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藏　本　　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．　K。　リ一一ブス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A。　F。　ツィブ

〈セッシ騨ン器〉国際核不拡散のあり方一新たな情i勢に対葺亡；して

く暴調講演〉

国際核不拡散のあり方　　　　　　　　　　　　　　　　今　井　隆　吉

Lパネル討論］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堂1之脇　光　朗

　　　　　　　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　　夏。　アッマド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騒．ブリックス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H、　ドラフォルテル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今　井　隆　吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶏．サンダ…ス
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第26回原産年次大会総括プ償グラム

　平1戎5孟詳4月14口（水）～！6日く金）

於　パシフィニ1横浜国際会議センター　1階メインポール

ノ
一

納
」

点
日
目

F∠

麦ノ
｛

　第1　日

4月14日（水〉

開会セ就シ・ン
（9：00～】．3：15）

年次大会準備委貴長挨拶

原産会長所信表明

原子力委員会委員畏所感

〈特別講演〉

〈招待講演〉

（昼休み）

セッション1、
（14：30《》18：！5）

「わが国の原子力開発の

あり方」

〔ノマネノレ討言倫〕

　　レセブシ置ン
　　（ユ8：30漕》20：00）

於　パシフイ澱横浜

　　3階大会議室

　第爲　日

4月15日（木）

鵡ッシεfン2．

（9：00ヘノ12：00＞

1今なぜプルト嵩ウム
か」

〔パネル討論〕

　　　午　餐　会

　　（12：15｛》14：15＞

通商産業大臣所感

〈特別講演〉

於　パシフイ灘横浜

　　3階大会議室

　L原子力映画上映
　　（！3：00ハ》14：00＞

．セッション3

（14：30へ』〆ユ8：00）

「原子力技術一その信頼

性とは・一・」

〔パネル討論〕

　第3　日
4ノ可16日（金）

セッション4
（9：00ヘノ12：30）

「チェルノブイリ事故後

7年を経た今は．一思が

真実か」

〔バネノレ闇闇論〕

（昼休み）

。セ黒シ濯ン5

（14：00～工7：30＞

「国際核不拡散のあり方

一新たな情i勢に対応し

て」

〔　ノ響　ネ　　ノレ　言」寸言倫　〕

1



　　　　　　　　　第露蔭回原産年次大会
　　　　　　　　　　　　　　ツ。繊　ク“ラ　ム

　　　　　　　　　基調テーマ「原子カー明日の地球のために」

　　　　　　　　　　平成5年4月14日（水）～16日（金）
　　　　　　　　　　於パシフィロ横浜国際会議センター…量階メインポール

　　　　　　　　　　主催　　（社）日本原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　巨万1！互塗！1

寒本大会は全セッシ灘ン誉通じて日英同時通訳を行います。

闘会霊・ぬ託紘と＿（豊：⑪鮎一。乳一鼠三」黒煎

議長：谷　　　正　雄　　　　　　　北陸電力（株〉社長

　大会準備委員良挨拶

　　　唐　　　　一一　　　　　　　年次大会準備尊貴長、東海大学教授

　原産会長所信表明

　　　向坊　隆　　　 （社）U本原了：力産業会議会長

　原子力委員会委員長所感

　　　中　島　　衛　　　　　　　原子力掛員会委員長、国務大臣・・科学技術庁長官

く特別講演〉

　「原子力癒惑星の観点から考える」

　　　　　　　　　　　　　　　英国学士院会員

　　　　　　　　　　　　　　　日本原子力研究所理事長

　　　」．　鷺。　ラフ曽ック

議長：下　邨　昭　三

く招待講演＞

　　　H．　ツリックス

　　　E、（藁。　ドプランク

　「ロシアにおける原子ノ3発電・

　　　V。　N．　ミハイ環フ

議長：野　澤　清　志

く招待講演〉

　　　蒋　心　雄

　　　Y。デスカタ

「原子力発電の安全および平和利用の六＝めの国際協力」

「米園における原子カ…変革の課題．」

　園際原子力機関（頁AEA）事務局長

　　米国原高力規制黍麟会（NRc）委貴

現状と将来展製」

　Ψ2シア原子力大臣

　日本原燃（株）社長：

「中国における原子力発電の現状と見通し一】

「フランスにおける原子力展望と燃料サイクル・バック訟ンド研究計画」

中国核ユニ業総公司総経理

フランス原子力庁（CEA）次官

　　　2　・



　　　　　　　　　　　　　　　ll運巡1至1

霊烈一之黒之。ユ．惹一L，4一包．．β．0霊．套一8＿三．1真。5．〉、

わが国の原子力開発のあり方

　原子力委員会は』現行の原子力開発利用長期計画（！987年6月策定）の見直しを行う

ことを決め、玉992年9月からその具体的な作業を行っている。ここでは、わが国の原

斥力開発のあり方、すなわち原子力の位置づけ、研究開発、国際協力、燃料サイクル開発、

とくに高レベル放射性廃棄物対策等の進め方などをテーーマに、参加者との討論の場も提供

しっっ、それらの討論癒通して原イ1ソヲ開発利用長期計ll珂への幅広い国民の意児の反映に努

める。

議長＝佐　和　隆　光 京都大学教授・繰済研究所所長

〈問題提起〉

　「原子力開発における長期計1聲：iiの諸問題1

　　　秋　山　　守　　　　　　　東京大学教授

〈パネル討論〉

　パネリスト1

　　　秋　山　　”

　　　藤　家　洋　．…・

　　　聡．　1）、　フラー一

　　　C。ルビネ

　　　前　田

康京大学教授

東東工業大学教授・原子炉工学研究所長

米『劃原子力学会（ANS）次期会長

欧州原子力学会（｝1：NS）会長

関西電力（株）取締役

綴メンテ…夕一一1

　　　射。　c。ブΨ：：卜…リン

　　　夏．スブ串

米国諜ネル・ドー省原子力担当次官補代行

インドネシア原子力庁次賞

〈参加者～二：の喬、／論〉

　注記＝〈参加者と：の討論〉本大会では、内外の参加者とスピー．カーの討論に十分時間を

　　　　割いてい讃す。以．下の各セッシ躍ンとも来会のみなさんに活発な質臣ll・ごコメント

　　　　癒お願いします。

レセプシ三ヨン（i8：30へ・20：00）

於　パシソィ”横浜　園際会議センター3階大会議室

．一一 R．



E互鍾茱＞1

セッション2⊆9：q、p～1。裁態00）

今なぜプルト嵩ウムか

　わが国のプルトニウム利用開発計幽が進展し、プルトユウムの取扱量や輸送量が増えっ

っある中で、その利用の是非をめぐる議論が内外で活発に展開されている。プルトご・ウム

利用を行うか否かは、原子力が長期的なエネルギー安定供給に貢献できるかどうかを決め

る鍵となる重要な問題である。ここでは、他の物質やエネルギ・一源との比較等も行いなが

ら、　「プルト晶ウムとは何か」の議論に始まり、プルトニウムのもつリスク（潜在的危険

性、軍事への転用可能性）やその管理方法、その経済姓および情報提供のあり方等紅つい

て言及し、プルト鎧ウムに関連する課題の実態を明らかにする（，

議長＝鳥　井　弘　之 口出経済新聞社論説委員

〈基調講演〉

　「わが国のプルトユウム利用政策ll二ついて」

　　　石田寛人　　 科学技術庁原子力局長
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弁護士

東京電力く株）取締役

動力炉・核燃料開発事業団企画部長

毎日新聞社科学部

〈参加者との討論〉

4・



E月…（木ヨ

窪餐金q2∴15～まゑ乱／5），
於　パシツヂコ横浜　国際会議センタ・一3階大会議室

通商産業大隠所感

　　森　　海　朗 通商産業大臣

〈特別講演〉

　「こころとことば」

　　　江　藤　　淳 慶慮義塾大学教授

原子力映画上映（！3塞oo～豆4：00）
於　パシフィ雛横浜　国際会議センター1階メインポール

　・「地域と共に歩む　…　原子力発電所のある町から」

　・／一未来への架け橋　～Leゼsthink　to齢ther～　」



　　　　　　　　　　　　　　　匝1藝至］

セッシ漂ン藻＿（14．：30～18：00）、、

原了力技術一その信頼性とは…

　技術の進歩には知識とノウハウが不可欠であるが、その進歩の過程とそこで得た経験、

および技術開発にあたってのメリットなどについては、国民の問に必ずしもわかりやすく

知らされていない。ここでは、国民に対し原子力に関連する情報を正しく提供し、原子力

についての正しい認識の普及をはかるために、技術の申でも、より先進的な技術の一つで

ある原了力技術をテー…マにとり⊥げ、信頼性ヨ．1学からみた原子力技術とは何か、ま允事故

と故障をどのように捉えるべきかなど、事故と故障の概念をあらためて明らかにしながら、

今1ヨの原子力技術が抱える問題点をさぐり、その信頼性確保の考え方を討論する。

議長：：勝　部　領　樹 ジャーナリスト

〈問題提超〉

　「原子力と信頼性」

　　　唐　津　　一 東海大学教授

〈パネル討論〉

　パネリスト竃

尾
菅
中
藤

松

関
野
村

雅
文
政
正

則
友
雄
暗

祥次郎

（財〉鉄道総合技術研究所理事長

東京理科大学教授

読売新聞社論説黍員

通商産業省資源エネルギー庁

　公益事業部原子力発電安全管理課長

El本原子力研究所理事

灘メンテ…夕一

　　」．　A．　パーライト ウレンご：コ社社長

〈参加者との討論〉

一一
k1一一



　　　　　　　　　　　　　　El⊥■

酸認＿虹．旦＿蕉4（1を∴Q．血．2ご12⊥a9。L

チ誹ルノヅイリ事故後7年を経た今は一．一何が真実か

　チ諜ルノヅイリ事故から7年を経過した今日拭おいても、同事故により放出された放射

性物質の入体および潔境等への影響については、今なお様々な情報が伝えられ、国際原子

力機関（亘AEA）の事故影響調査報告についても肝心の旧ソ連で説明することさえでき

ない状態が続いている。その背景には、チェルノブイリ事故影響評価について全く内容の

異なる情報が飛び交い、何が真実なのか、特定し鳶れない事情がある。ここでは、同事故

の影響が深刻だといわれている実態噺明らか1こするとともに．混乱が発生する背景を確認

し、今何が真実であり、今後、どのような対応を必要としているかを明確にする。

議長1田　島　英　デ三 （財）原了力安全研究協会理事長

〈基調講演〉

　「チ瓢ルノヅイリ事故後の影響評価」

藏　木　　淳

〈パネル討論〉

　ノ響ネ冒ノニ尺ト：

　　　罵。　F，　イワノブ

　　小　出　五　郎

　　藏　本　　淳
　　　（葺。K．　リーブス

　　　A、　F。　ツィヅ

広島大学教授・原爆放射能医学研究所所長

ベラル…一シ保健省1飢液学輸垂血1、学研究所所長

N鷺K解説委貴
同　前

唄以降がん研究基金　疫学続計学者

ロシア医学アカデミー会贔・放射線科学センター一所長

〈参加者との討論〉
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　　　　　　　　　　　　　　　匝唖三

セッション5（14：00ヘノ17：30）．
国際核不拡散のあり方…一新たな情勢に対応して

　東西冷戦時代が終結し、核兵器等の取扱いの今後の位置づけがまだ不明確な世界情勢の

中で、もはや2年後には、核不拡散条約（NPT）の延長可否の断をくだす時期を迎える

ことになる。原子力平和利用計画については、先進工業圏はもちろん、今日、東アジアに

おいても進展し、また世界的な核軍縮が促進され、核兵器解体からの核物質の抽出など1こ

伴い、国際核不拡散のあり方が従来とは違った意味であらためて重要となってきている。

ここでは、NPTの意義、役割等、風995年以降の同条約の延長を含めた国際核不拡散

体制の維持、強化の方策を探る。

議長：堂之脇光朗 特命全権大使

〈基調講演〉

　「国際核不拡散のあり方」

　　　今　井　隆　吉 （社）日本原子力産業会議常任顧問

元軍縮会議日本政府代表部特命全権大使

〈パネル討論〉

　パネリスト：

　　　1。　アツマド

　　　H。ブリックス

　　　R．　ドラフオルテル

　　　今　井　隆　吉

　　　B。サンダース

パキスタン原子力委員会委員長

国際原子力機関（XAEA）事務局長

フランス原子力庁（C鴬A）国際局長

同　前

国際核拡散防止プログうム（PPNN）議長

〈参加者との討論〉
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開会セッシ器ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会準備委員長挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　年次大会嬉備婁員長、東海大学教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐　　宅』　一…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原産弓長所信表明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈社）日本原子力産業会議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向　坊　　隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力委貝回委員長所感
　　　　　　　　　　原子力委員会委員長、国務大距・科学技術庁長官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　島　　衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く特別講演〉
　　　　　　　　　　　　　　　　「原子力を惑星の観点から考える」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　興国学士院会漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」。£．ラブ灘ック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈招待講演〉
　　　　　　　「原子力発電の安全および平和利用のための国際協力」
　　　　　　　　　　　　　　　国際原子力機関（互AEA）客務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H。　フリックス

　　　　　　　　　　　　　　　「米国における原子カー変革の課題」
　　　　　　　　　　　　　　　米国原子力規制立波会（NRC）委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E。G。　ドプランク

　　　　　　　　　　「螺シァにおける原子力発電一現状と将来展望」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺シア原子力大臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V．　N。　 ミノ＼・ず購フ

　　　　　　　　　　　　「中国における原子力発電の現状と見通し」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国詰論業曝公司総経理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒋　　心　雄

「フランスにおける原子力展望と燃料サイクル・バックエンド研究計画」

　　　　　　　　　　　　　　　　　フランス原了・力」辛（CEA）次ドで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y。　ヂスカタ

｝｛
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　　　　　　　　　　　大会準傭萎澱畏換拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年次大会灘備婁員畏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海大単数授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐　　津　　　　一

　ご臨鷲の皆様、第26回原麓年次大会の開催にあだり、大会灘傭萎愚会を代褒してこ換

拶を申し上げる機会を得ましだことは、私の深く慶びとす鳥煮ごろであります。今大会に、

臼本国内のみならず、国際機関および世界蕃国から多くの梅威轡の方々のこ霧加を得て、

本年次大会をここに開催する遡びとなりましたこと』 �ｪ凱の上なく光栄に檸じます。

　ご高承のとおり、世界の一次諜ネルギー消費に占める発電部門の翻合はすでに3割程度

にのぼっておりますが、今聞、この発電部門における諜ネルギー源として、原子力発電は

大嚢な実繍をしるしております。異体的にいえば、世界の難欝鍛の6分の1を、謙だわが

国の全発電難の約3割を原子力発電によって供給しております。

　さて、東西冷戦時代が終結し、世界的な核軍縮が偲逸されるなど、鰻近の園際環境がめ

まぐるしく大砦な変化を遂げている中で、わが国は、原子：力分野はもとより広範囲にわた

る種々の鈴野において穣極的な国際貫献が要請されておむます。とりわけ、本年7月には

東京サミット（主要先進国酋脳金議）の開催が予定審れるなど、政治・経済の聞側面から、

わが国の異体的かつ穣極的な国際貫献策に大蓉な関心が欝せられております。

　今大会では、このような諸憐勢を踏まえつつ、その暴調テーマを「原子カ…明田の地球

のだめに」と定め、地球および惑墨の観点から原子力をとらえ、地球環境の保全と世界の

濫ネルギー安全保障に大嚢く貫献ずる原子力の平和利用を遜める上での圏内的および国際

的な今薦の課題について、議論を行うこ～二にしております。大会準傭婁澱会での議論の結

果、開会セッシ欝ンを除く、すべてのセッシ欝ンがパネル討論セッシ灘ンになったのは、

原子力をめぐる今聞的課題が、それだけ箪饗な討論事項を抱え、かつ原子カへの國翼の理

解促進が璽要との舐左といえましょう。

　今大会のハイライトの…つである特別講演には、　「地球が一つの生命体として機能、進

化して嚢だ」とのガイア仮説論を提嘱し、世界から濾澱婁集めたラブ糠ック隊士を英国か
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ら招請し、また招待講演では、国際原子力機閲をはじめ、米国、即シア違邦、中国、そし

てフランスの代褒から、原子力発電をめぐる国際協力、あるいは蕃翻の叢薪の原子力敵策

や原子力事情等についてのご見解を伺います。

　「わが国の原子力關発のあり方」を論じることになっている大会初欝の午後の圏際パネ

ル討論では、原子力萎員会で行われているわが国の原子力開発利用畏期計薦の見灘し作業

を踏まえ、新畏計策定をテーマに広範囲な意聡を求めることにしておめます。よく畏計の

策定が「密鍵」の中で行われているとの鹸1コを闘嚢ますが、策大会の公鵬の場で、国内か

らみ九期待のみならず、海外からみ尭わが国の原子力敷策への期得を、恐欄ない意冤とし

て幽していただ嚢、穂極的な意晃交換を期待しだいと懸い譲す。

　今大会の第二闘隅には、　r今なぜヅルト晶ウムか」をテーマにパ卑ル討論癒行います。

フランスからわが国に返選され惣プルト訊ウムの海上軸磁など．》ス灘ミを大いに賑わし

た、今、ホットな話題となっているプルト轟ウム聞瀬に直接焦点を灘め、プルト識ウムを

利用していく立場の代畿、今のプル！轟ウム利用政策に厳しい二三を臨つ立場の代袈にパ

ネリストとしてこ謬旧いただ巻、そしてプルト談ウム利用聞鑛を現場で三二取材している

新聞記養の潤からみだ生の購を、問纈撮鵡として出していだだ繕ます。今大会の中でも、

よりホットな、そして活発な議論の展醐がみられるものと考えており回す。

　ところで、宇宙開発や電子機羅、航鐙機薩業等の分野では。儒頼徽工学が早くから発逮

し．機器の故障低減、稼働灘の向上、安金性の確保が図られて嚢蜜し允。設備の安全性を

追求する学闘である僑頼挫工学は、私が：導門とする分野ですが塊今大会では、在来技術の

分野において儒頼性工学がもたらした経験と巽纏を披露しながら、原子力技徳分野におけ

る儒頼性確保の考え方等をテーマに、原子力技術關発の今後の課題を模索するパネル討論

「原子力技術…一その儒頼盤：とは…　　」慶行います。凱のパネル討論では、まず私から技

術の儒頼性と原子力との孫わりなどについての闘顯提趨の話を1蓼せてい允だ雛、議論の展

開を図ることにしておりますが、一般には誠解されがちな事故と故障の概念の逮いについ

ても、議論の対象にしだいと：考えております。

　この4月26田で旧ソ運のチ識ルノブイリ事故発生から7年となりますが、同事故の影
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響評価については、今もって内容の異なる構報が飛び交い、何が輿災なのか、特定し懇れ

ない状況が今なお葎在しております。そこで、大金最終1ヨには、　「チ識ルノヅィリ購散後

マ年を経た今は一一何が糞輿か」をテーマに、凱のチ講ルノブイリ事故後の影響評構に関す

る国際パネル討論を行います。わが国の騨門象のみならず、間薯故を鵡こしたウクライナ、

および岡事故の影響が多大と伝えられるペラル…シからの放射線影響闇題の導門象、衛れ

に英闘からの疫学統計の専門家にもパネリストとしてこ墾加いただ駿、健隈影響評価につ

いての巖薪の状況が伺えるものと期待しております。

　議允大会の鍛復を締め括る討論テーマは「国際核不拡散のあり方一癩たな構勢に対旛し

て」であります。核不拡散集約（NPT）が2年後の三995年に期隈切れになるのを踏

まえ、95年以降の問集約の延鎚を禽めた麟際核不拡徽傭制の維持、強化の方策を探るの

が凱の国際パネル討論のねらいです。とりわけ、鰻近、北朝鮮がNPT脱退を欝讐した凱

と、繭アツリカが核爆弾を製造してい九禦舞が判明した慧と轍ど、由々し嚢蕪懇が醗し嵐

審れていますので、一躍、こ鵜での討論に火嚢な閣心が欝せられ、その結果が濫欝審れ難

と懇います。

　以上、大会の準備i萎澱畏として、今大会のねらいにつ嚢まして概略をご報告購し上げ識

しだ、原魔年次大会は3難繭の京都大会（第藷3灘）以来、内外の灘加轡とスピーカーの

討論にも十：分な時闘を割くことでプ聡グラムを企蔵して灘ておりますので㍉磯間の許す限

り来会の皆様方にも討議に三極的にご器撫い允だければゐ懸います。ま尭大会の2臼穣と

3日闘、すなわち15臼と／6欝の2E三ヨ間については、…般公衆：の方々を対象義しだ聴講

警の方にもこ港加いただけ為嶋とになっておりますので、より活発な討論が交わされるも

のと期待しており蜜す。

　最後に本年次大会における議畏、スピ…カーをご快諾い允だ嚢寵した穴会麗係蕾各位に

厚くお礼を申し上げます煮ともに．本年次大会に蓼加された圃内および海外からの皆様に

縣謝の意慶表し、今大会が興りの多い大会として終わり譲すように心から念願をする次第

でございます。どうもありがとうござい繧した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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           Remarks by Chairman, of Program Committee

                                              }Iajime Kai"atsu,
                                              Chairman,
                                              Program Committee
                                              Ii)rofessoi",
                                              Tokal Un.i.versity

Ladi.es and Gentlemen:

     Ilt /.i.s a great pleasure for me 'tJo be ab].e 'to extend greetings

to you on behalf of the I/'rogram Cornmit;tee at the beginning oif the

26th JAIP" annua]. conference. We feel. .i.t a great honor /for us to

be ab].e, to ho]-d this year's conferex}ce with the attendance o'f

geepgyesentatives not only 'ffrom Japan but also o/f ii.nter.national

organS.zatior}s and many author";S.es from the worl.d.

     As you may know we].l, eli.ectrl.c power generatii.on ae(}ounts for

abou't 30% of the world eonsuxnption of /pgeimarry energy. rroday,

y.tucl,ear power represents an iinpressi.ve porti.on of e.leetrie power

g'eneration as an energy source. [Eln concrete terms, nuci,kear power

aeeour]ts for one--sixtk. of the wor].d's el.eel]ri(} powex" g"ene,..rated

and t"'oev abou¢ 30% of Japan"s elec'tx"ic poweT" generati.on.

     At a time when the world situa,'tion has unde℃gone dramati.e
(}haftges reeeixt].y 'togethew with the te.rrnination of the Cold Wrkr

and tt}e eonsequent x}u(}ILeax" disax"mamentJ, Japaxi is x"equix"ed to make

a positi.ve int;ernational eontributjnon not on.ly in the area oTf

i}ticXear power but a].so broadly in oa;her ax"eas. Part.ieularly

at th time vvhe.n a Summit meeth)g is seheduled to be hell.d in Tokyo

k} qJuly･this year, great a'ttention is foeused on Japan's eoncrete

and positive measures '.ffor" internati.oiial contri.bution, poli'tica]

as welll. as economi.e.

     In coxisldegeation of these devel-opments in t."he worJl.d, we have

decided to select "Nuctear Energy --- For the Earth"s Futxtre'" as

the basi.c theme of this eonference so that this conferenee may

eoneent:.t"a'te i.ts discussions on present-day domes'tic and
tntexenatiDna]. tasks /for peaceful u'tilizati.on ()f nuc].ear energy,

whi.eh great'ly contributes to the conser'vat#on of t;he g'iobal

env.ironment and energy seeur'ity, viewing nuc].ear ene,rgy /from t.he

standpoint of the earth as a planet. As a result ot'i discuss,ioiis

/in 'tt}e Prog'ram CommJi.ttee, alll. the sessions exc/Iuding the open:i.ng

sessi.oit have been deeided to be hell.d as panel diiscussion
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sessions. This means that today's tasks regarding nuclear power

are fraught wi'th so many questi.ons to be diseussGd and'that it

has become a inatter of utmost; importanee to ensure public
undeT."standing on nuclear energy.

     A highlight ofb this eonferenee is a specia.1. ]..ec'ture by Dr.

J'ames E. Love].oek, who has been invited to th:i.s eonfer'ence, I)r.

I.oveloek is well--kn.own for his Ga[ia hypothes.i.s that the earth has

funeti.oned and evol.ved. as a ].j.v:tng body. Furthermore, our

inv'i.£ed lectureM"s iin.elude /representatives of the IAEA, &nd
organiza'ti.on,s crelated to nuelear energy in the United States, the

Russian Federa'ti.on, ChJina and Fraitce. We expect them to speak
about the q'u,est'i.on of internatii.ormall cooperation i.n nu.clear powexb

genex"ation, as wel.l'L as the nucil.ear energy pol.icies o/f and

conditi.ons i.n their respecti.ve countri.es.

     [[n the internthtional. parkel in 'the afternoon on the first day

of t:hi.s cormference, whez"e "Directions of Japari's Nuclear Futurre"

are to be dtscussed, optni.ons a}."e invited to be expressed on a

birothd range o'f problems coneerning /formlllatl.on of. a new long-term

xxuelear progx-am, oit the basi.s of the eurrent Long-Term Program

for the Development and Ut.i.liza'tion of Nuelear .R]nengy, which is

rmow beirig reviewed by the A'tomi.c Energy Commi.ssi-on of Japan. We

hear people sa,y that the .l.ong-te.rm progrram ts being fo.rmulated

behind closed doors. Therefove Jtn thi.s oeeasio.n, we hope that

not on]-y Japanese represemtatives but also foreign participants

wi.].l express 'their vi.ews frankly on anct their expectati.ons of

Japan's nuc].ear poliey and an active exehang"e of v.iews will be

heid in. thS.s sessj.on.

     On the seeond day of thi.s conferenee, a pane]. discussi.on

session is scheduled to be held on the theme "Why P]Nutonium Now?"

The marine transportati.on of plutonium fgeom France IJo Japan was

evepox"ted noi.s.i.l.y by inass mediia. Thj-s panel sessJion wnJL foeus

dlreetly on aL'he pll.uton:ium problem whieh is now a hot :issue. The

panelists .inc].ude t'hose who are ifor uti.[].izat:ton of plutonium and

others who take a critJical attitude toward 'the poliey of
plutoni.um utilization, and a].so a science repor'ter who covered

news on p].utonium uti.lizalion on t,he spot and who wlll vi.v:idl.y

deseribe actual seenes ancl presex}t re].ated prob].erns. I.t is
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expected to be a session where diseussicxis wj.].I be lively
animated.

     Now, reli.abili.ty engineening has long been advanced Ji.n t'he

areas of space scj.ence, e].ec't:z"on/i.e' equ.i".pmenaL', thviati.on and other.

ii).d'us'trlaies arkd effo/raJs ha.ve been made t;o T."ed.uee 'faii.lui"es in

equipyftent;, improve its opeevation x"ates an(] /its safety.
Reiiabil!i.ty engineerii.g)g whJich .is a s(?.[ieg)ce ot" assuri.y}g the safety

of equipmeitt, ils 'the ax"ea of sc:len'tS.f.i.c areseaereh :[ mysel.f

speei.ttIitze .in. At 't;h:is eoiti'eevexxee a. pane]. dAse.ussi.or.k wil.X be

helct. to review ekke experaenee and gici'ki.evemeg)t's of re]iabi]iaJy

ey}gi.r}eegyi.n,g ix,t eoi.iventiollal. tec'}m.olLogb.ies an.d to d.:i.scuss 'the

eoxxeep'tJ o.f.'b reiff.enbi.l.ity fi,ssurarice .g.ri the f'ieii.d of nueleair

'techllo].ogy armd a].so eo seaueck], iC'or 'fu't;ure 't;asks rell.u'ted aJo tJh,e

rkevell.opmeegx't o'ff nxic].eax" eeekinol.oscy uykder tkke thexite "NteciLear

rUreekkyioIR.ogy -- iJ"z"oin a Re].itabi].ii.ty }'ti)gineerirmgViewpoin'e;."" [[r} th2s

pagie.1, sessi.oxk X. vv/i.lkl kake She kead thyxd 'prcesen'a; /p'lfob].exns regardixxg

iche esel.ia'bS.lity o'ff teel]nothogy as ret.ate(,I t:o anu.eXe,a.r eemergy 'a;o

kmfo].d. di.seuss/ions on 'th.is iygth't'ter. Il wou}.(S like to see '{L'he

di.sc'tissi.oy}s in the sessf.ork focus or'i the diffei"eitee of coneepts

beeween i.rcLeidents aTrd '£th/i.X.u.retss, whic}h ak"e ltiab].e to be
xitasux'xderstood by tJhe publi.c.

     It is seveik years ori A'px"di.k 26 tk.Jis yefty s.ginee ehe C}/}e.rn.obyl

acei.ciemeS. Even now the.ure a.re dififere/nt vj.ews .ifegazeding the

evaluati.on of 'the e/fJ"iffeet';s of/" 'aJ'tr}e a.eeid.effktr, se tlha't e}}e situa'tio'xin

.ts s'u.(p.kx 'tha't we a're n.oa'.' eezvt;thki. a,bo'tat IJkue twul'.'h,. Il].x v.i.ew o'f

aJtrrks, oit tk]e ].as't dthy o'f 'tJhis con/fference, aik ineernr]nt;iorial putnel

di.settssioft] .ks scheduled eo be he].ct coi)cegezz[gng" 'the eva].uati.on of

t.txe) e{".f"eets o/fr 'th.e Ck.ecritobyl ae('.bi.(]ex'te1; 'tJ.nder ttrkeme "Seven Yeaifs

A'ffter the Cimerriobyl Aeci.(ien.t -- Wha't as the Rea.1 TVevkmth"?" Joitning

i.n 'the dl.scussion as pane.]NS.sts w.i.l.1. not ox]l.y be ,]apaitese

seient.i.sts bu.t a]nffo x"a.dio.luog'Xsa'Js froin tJhe XJkgeairie where the

aeeident oeekjarred armd frem Bell.thrus where 'thc} erfffec'tJ of the

acc:Xdent .is repo.rted to be ser/i.ous, and, also a ea.ncerc
ep.idem.io[1.ogj.s't 'fi"orn Bxmpi.ta,i.n. We expeet' 'tL'h.ai// we w/ill be gi.ven th,e

l.a'tesi; /inforina'ti.on on 'the effbec't of the accid(-}.nt; oii t'he hea.l.'th

of people in the affe¢IJed regi.on.
     The di.scussion theme aJ}.so on. IJhe JE.as, 't' day of 't;his eonferenee
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ls "Ways of Mn.teirnatioital. Nuc.lear Non-Proliferat2on --- Meeti.ng

the New Si.tuation.'" The purpose of t'his panel session i.s to

seascc.h I/'or ways ()f maintaix}in,g and streitgtheni/ng the
i.nternat/i.onall non-pro:1.i.feifation regi.me, inelud/ing the extensi.on

of time NPT a'fter il.995, /.i./n v.i.ew o'f the 'f'aet tha't the NPT is t/'o be

tegemi.na'ted i.an 1.9[)5, ow i.n t;wo years froin now. Partieul.az"ly i.yi

view of serious geecenlJ devell.opments, namely, the faei: that Nort;in.

Klorea g'}.as d.ec].are(l, 'that No.ift'h K'orea wJil.il. pu].I otat /f]rorit the NP'lr

ay}($ t.he astoun.dl.r)g revelat'Ji.on, 'thalJ Sou'th Aifbrii.ca was manufaeturi.r}g

nuckear bombs, I thi.Tik grea't at'ten'tl.oy} wi].l]. be pai.d to
di.seutssi.ons and. reseral.a;'s of (Sii.se'ussions i.n 't'}kis sess2on,.

     In the above, [E have ou'tl.i.n.ed as Clha,i.r]nan of the Progy."am

Commi.ttee the int(mt an,d g)u.rpos.ie of 'th,fi.s confegeenee. Si.nce the

23r"d. K,yoto e(mfer-en.ee he.l.(X 1'Jhiree yea,r"s ago, the an.nua]. JAifIF

eon'£')egeences have beeit plaikned so as to gi.ve suffi.c/tent ti.me to
Japanese axxd forei.gn speakeges amd a.i].s'io to part:i.c.ipaiits axid I hope

as mamey part.i.<}.Xpa,n.tJs j.it tk.is eoy'tfbererxce wU.']. be given t/i.me as

igitieh as possible Xo x)artS.ci.pate ix} the d,j.scussl.<:>ns. E?i,xpt'/'hermoffe,

oydl.rmary pub.l/i.e ati(i/g.ew}ee i.s we].coiyie to pthget,i.cipate iem thfi.s

c(>nferexxce eem. th.e second ax)d t;ki.ged days, that is, on. April 15 and.

X6, so that .kt iZs hoped xthat dj-seu.ssions w/i].]. be moz"e ae'tj.va.ted.

     Lftsa;Xy l[ wozx].ct 'i.ike. to expeves.cs my Egevatitu(l.e on beha].f o/f the

Progxearn (Iommi.tt;ee to those who have wik,li.ngl.y consen'ted tJo our

reques'tJ to thct as Chthi.rxxkan of t]liis (}orkfere.mee and spea.k as

pawael.ists, thnd akso to those who h.ave eogne to paget/icipaa;e t'scom

vax"i.o'tAs K)arts ef o'tk/ge coun'tery and a,lso from f'ore/.kgn c,okkntt."ies.

.I sineegee.l.y wiE.sgh 'th.i.s eon'/fer(/}nce wi].]. be tr}eJ.1.ct. su.e(}essfzk[i-1].y thx}d

fru,.i.t'J'ffu.l.Iy. r.I"hEiit.k you veyry ixikaek}.
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第26回原産年次大会会長所信表明

平成5年4月14日

日本原子力産業会議

会長　向　坊　　隆

　霜風御臨席の皆様、1日本原子力産業会議会長の向坊でございます。第26回原産年

次大会の開会に当たり、主催者を代表して、一言所信を述べさせて頂きます。

　わが国が、原子力開発に着手してから既に40年近く経過しており、この間、ひたす

ら平和利用のみをめざし、原子力発電の積極的開発と、その長期的な裏付けとして、プ

ルトニウム利用体系を中心とした核燃料サイクル確立に、一貫して努力してまいりまし

た。その歩みは、決して早いものではありませんでしたが、わが国がウラン資源の全面

利用を考えた最初の動機は、技術エネルギ～である原子力が、石炭、石油に代表される

いわゆる化石燃料に比べて、供給の安定性から優れている、との判断に基づくものに他

ならないのです。その意味でも、将来的にプルトニウム利用を進めてこそ、原子力利用

の真の意味があるものと思います。被爆国日本が、率先して原子エネルギーを平和目的

に利用できるよう、その技術を確立することは至極当然のことであり、我々の世界に対

する責務であるとさえ考えます。

　原子力技術は、もともと欧米において軍事目的として開発された技術を、平和目的に

利用することから始められたわけですが、これをエネルギーとして民生に利用できるよ

うにするには、並々ならぬ努力が必要でありました。幾多の改良・改善を経て、今日や

っと軽水炉が名実ともに人類がコントロールできるようになったといえるでしょう。そ

の結果、1992年には前年に続き、世界全体で2兆kWhを超える電力が原子力発電に

よって供給され、年間約4億9、000万k1の石油が節約されました。またわが国にお

いては、1992年の総発電電力量の29％にあたる2、160億kWhが原子力発電で

賄われており、これによって14％程度の輸入石油の節約に貢献しております。しかし
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ながら、長期的にみた場合、原子力技術の基本は核燃料サイクルであり、使用済燃料を

再処理し、そこから出てくるプルト蒜ウムと減損ウランの利用を含めたサイクルを完結

することによって、エネルギーの有効利用がはかられるばかりでなく、地球環境保全の

優位性も期待されるのであります。

　世界の人口増、経済発展により、エネルギー供給のバランスが大きく崩礼破綻をき

たす恐れのある21世紀半ばまでに、われわれはエネルギーを安定に供給する方策をみ

いださなければなりません。そのためには、一方では石油、石炭などの資源を無公害で

使う技術を確立するとともに、他方では省エネルギーを進め、エネルギーの利用効率を

高めるなどの努力が必要であります。同時に人類の力で得たエネルギ～である原子力を

利用し、人類の発展のために安全で経済的なエネルギーとして安定に供給することが重

要となります。FBRを中心とするリサイクルを完成することにより、資源的にも化石

燃料の数百倍のエネルギーとして利用でき、原子力はこの役割を十分果たし得るものと

考えます。

　一方、化石燃料の消費量の増大はSO2、NOXの排出量の増大につながり、最近では

化石燃料の使用によるCO2の増大が地球温暖化の要因として、深刻な問題となっており

ますbCO2については多くの検討がなされておりますが、その一つのデーータによります

と、石炭、石油、天然ガスの鼠WhあたりのCO2排出量は、原子力のそれぞれ34倍、2

6倍、23倍となっております。要するに原子力は、色々な面から大気汚染の防止に大

きく貢献するものと期待されているわけであります。

　わが国の原子力発電開発にっきましては、軽水炉の実用化に多くの時間をかけてきま

した。今後とも、当分の間軽水炉が主流になると考えられておりますが、そのためには

長寿命化対策や安全確保の一層の向上歎引き続き努力を行っていく必要があります。

原子力発電の安全性、信頼性の向上への努力は、立地問題の解決につながるものであり

ます。わが国のように国土が狭く、立地地点の少ないなかで電源を確保していく一つの

方法は、既存の施設を最大限利用することであります。

　さらに、軽水炉技術の高度化の一一環として、新型軽水炉、すなわちABWR、　APW
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Rなどと呼ばれる原子炉が、日米協力のもとに開発され、1996年！鷺月には最初の

ABWRとして、柏崎・刈羽6号機が運開する予定です。わが国では、長期的なエネル

ギー需給について検討した結果、西暦2010年に全電力の40％程度を原子力で賄う

計画が立てられております。

　先にプルトニウムを有効利用してこそ原子力利用の意味があると申しましたが、わが

国では、そのためにATR、　FBR等の開発を進めるとともに、軽水炉でのプルトニウ

ム利用の準備も進められております。これらについては、技術開発を進めることは勿論

のこと、これを商業的に完全に使いこなすための努力をつづけなければなりません。

　ATR、　F慕R等に利用するプルト議ウムは、わが国では余剰を発生させないようバ

ランスさせる計画であり、核物質管理上からも収支を明確にすることを基本方針として

おります。FBRは資源量を飛躍的に増大させるものとして技術開発が進められている

ものでありますが、将来は高レベル廃棄物の処分方法の一つとしても検討されており、

人間の英知で、今当面している技術上の課題を克服し、将来エネルギ～供給で重要な役

割を果たすものと信じております。

　再処理後の高レベル廃棄物については処分のための受け皿としての推進組織が近く発

足する予定であります。この問題が原子力開発に不信感を抱かせている大きな要因にも

なっていることから、官民力を併せて努力する必要があります。長期にわたる高レベル

廃棄物の管理の確立如何が原子力開発の円滑な推進のためのカギを握っております。

　米ロ露大超大国の核軍縮が進むなかで、！995年にひかえたNPT延長問題は、今

後の原子力平和利用を進める上で重要な問題であります。NPTが核拡散防止に貢献し

たことは、多くの人々が認めるところでありますが、最近核兵器開発を目指すと疑われ

ている国が散見されることから、核不拡散体制の一層の強化をはかる必要性が指摘され

ています。同時に、NPTそれ自体が従来から不平等条約として各国の不審を招いてい

ることもあり、核保有国がどのようなシナリオで核をなくすかを明かにすることが重要

であります。

　以上述べましたような、原子力開発を、一層進めるた：めには大きな問題が数多く残っ
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ています。

　わが国はこれまで原子力先進国より技術を学び、優先的に研究開発費を投入し、それ

を日本独自の技術としてまいりました。しかし、今後は、口本も世界の原子力のために

積極的に寄与すべきであると思います。そのような問題としては基礎研究をはじめとす

る研究開発、FBR，高レベル廃棄物の処理処分、核融合等多くの課題があります。特

にFBRを実用化するにあたっては、この秋に運転を開始する予定の「もんじゅ」を安

全確実に運転することが第一であり、このプ欝ジェクトを、あるいは国際的な共同開発

プロジェクトに供するのも一案かと考えます。

　また、原子力分野への優秀な技術者、研究者を確保するためには、大学における基礎

研究の充実や研究炉等基礎研究施設の確保が重要であります。そのために、例えば”原

子力の国際研究センター”のようなものをつくって活性化をはかる必要もありましよう。

　以上、わが国の原子力開発に関して私見をまじえて申し述べましたが、今回の年次大

会では、世界の原子力開発の考え方、日本の原子力開発計画。原子力技術の信頼性。核

不拡散等ホットな問題を取り上げ広く議論していただくためのプログラムを用意いたし

ました。皆様からの忌たんのないご意見を賜りたいと存じます。

　最後になりましたが、年次大会の準備委員長、及び準備委員、各セッシ罰ンの議長の

かたがた、この大会のためにご参集いただきました海外、国内の発表者の方々、並びに

会場の皆様に、心よりお礼を申し上げ、私の所信とさせていただきます。

ご静聴、ありがとうございました。

以上
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                The 26th JAIF Annual' Conference

                            Address

                        Takashi Mukaibo

                           Chairman

              Japan Atomic Inct.ustr.ia.1. Forum, Ine.

                        Apr.i]. Z4, 1993

     Cha.irman, distinguished guests and partieipants, J[ am

Takashi Mukaii.bo, Chairman of 'the Japan. A'tomie Xnclustrial Ii"orum.

.X have the pleasure of opening the 26th JAIP" Annual Conference

with arm address on behal'.ff of the sponsori.ng orgarrization.

     Neewl.y 40 years have passed sinee we started the development

o'f nu¢lear energy in Jttpan. The peaeefu.1 use of nuclear energy

is the on]my purpose we have purs'ti.ed al.]. this wh.ile. We have

eonsistent]-y used our efforts to promote the development of

ituelear power, following it up from a long--range poi.nt of view

with the closing oif a nuc[Lear fueli. cycle based on the recyeling

o'f plkutonium. We have not exaetly made 'fast progress. But the

primary moti.vati'on for the ii.dea of making full use of ura.nium

geesources in Ja/pan. is the u.ndeTstandring that nuc].ear power, a

'techno].ogy-intensive so'uree of energy, assures greater stability

of supply than may be expeeted f/reom coa[L, oi[L and any other

fossil fuel. 7ihat is why I believe that the uti]nization of

itue].ear energy can only have rea]. significanee if use j.s found

for plutonium in the years ahead. It is onlLy natural that a
            ta.
                                           '
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technoiogy should be established ,i.n Japan which wi].l enable the

people of th.e victim country of atomic bombing to take the

i.nitiative in promoting the peaee'ful use of rkuelear energy. I

wouZd say 'that i.s also the way the Japanese should discharge

their x"esponsibiltty to the wor].d.

     Nu.e.Ieav teehnologi.es were f.irst s'tar'ted wi'th the harnessfi.ng

fox" peaeefu]- purpose of te.ehnologies or.iginail.]"y developed for

mi].itary purposes in the United. StJa'tes and Europea'n countries.

Great e/ffforts have l'iad to be ma(Ne to put 't'hem to use i.'n the

commer(p.ii.al fiel($. of en.ergy suppl.y. Maiiy alterations an.d

i.mewovemen'ts have been needed to make 1.i.ght water react'ors fully

ava/i].ab].e today undeur the cor).'trol of mankiemd. As a result, the

who]ne world was supplied through T}uelear powe'r with more than

2,eeO bilLJamion Kwh of ekectricity iTn 1992, as itJ was in the

pgeeviou,s yeaew. flihis represen'ted an armual savS.ng of some 490

milliox} kiZokiters of oak. IR Japan, itixcleaxe poweir plants

piro(iuced 216 b.iltlion Kwh of ei.ectr"i.cS.ty ix). 1992, con'tr"ibutiitg to

29 pegecemet of t}xG nation's total geiterated eleetri.eity that year.

This a.ch/Xeved a savi'n.g of some 14 percellt on i.mported oil.

I{owever, when viewed in the lollg term, the underlying princip[ke

of nuel.ear teehno].ogy /is in the elosing of a nuclear fue]. cycle.

Spent fueZ shoia]lld be reproeessed to reeover p]nutonium and

depl.eted xiranium 'for use /i.n cyckes, so 'th.a't ef£i.eient use ean be

foun.d for nucl.ear energy, eventually to let .it show i'ts

advantthges in proteeti.ng the globa.]. envi]ronment.

     By the 'time when the popul.ation inerease and economie
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development of the world are Iikely to di.sturb 't]he balance of

energy supply to the poi.n't of di.sx"uption in the m.i.dd].e of 'the

21st eentury, we must 'find out xneasures 'ffor an un:interrupted

supply o£ energy. To achieve this goal, efforts ax"e needed to

establish tech.nologi.es whieh wil.1 make the use of oj.]., coail aitd

other resources free of poltution, on one hand, and which will

promote energy coyiservation and raise the efficieney of eneirgy

use, on the olrher. I't is a].so .Xmpogetant that nuclear powecr, ait

energy sougece 'that has (eeme through tJhe ageney o'f mankind,

ntssures c.ons'taltt supply of the safe and eeonomic energy needed

di?or the sikr"v.S.val of mankk'i(l. The FBR and a].M other requievemen."ts

for vecyeli.ng makst be provided to make nuclear er;ergy hundreds

of times as u.sef'ul as can be expeeted from any fossil fuel. I

be]-ieve S.it t'tree. ethpability of nucleax" poweif 'to play ehis role.

     Meaxtwhi.1.e, /iTxcreasing eon.sumption of fossil fue]. ii.s ad(Iiitg

to the spread of S02 and NOx emi.ssi.ons. The use of fossil fue'].

in recent years has eaused tke i.nerease of Ce2 to meake gl.obal

warrning a ser.i.ous pvok)Xem. Many studies have been made on C02.

They have produced data showing that coa]., oil and natura.1 gas

are resp(>nsAble for C02 em.iss/ions to the extent of 34 tames, 26

times and 23 t;i'mes i"espeetivelLy over 'the per-Kwh [Level. of nuelear"

power. I]i ot;her wo'rds, nueleay power is expected eo go a long

way towarcd prev'e/nti.ng air pollution.

     rrhe Japanese i.nterests involved in the deve:Lopment of

nueleage power have spent a ].ot of tJime t;rying' to commex"cialize

].ight water reaetorcs. The LWRs are 1.ikely to retain the[kr
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dominance 'for some more time in the future. So 'the neeessi.ty

exists 'to organize measures for an ex'tended serv.i.ce life, greater

safety and a:LIL the other features neeessary to keep them in

existence. Stri.ving to :i.mprove the safety and reliabi.Jl.j.ty of

nue].ear power w.i.ll eventually l.ead 'to a solution for the problem

of ituelear" siting. One way to assure power supply for a small

countify short of add"Jional buil.dzi.ng sites, .like Japan, is to

make ful]. use oiff existing faeilliti.es.

     As a step toward the further improvement of LWR teehnoJl.ogy,

J'apan and the United States have been cooperaaing in the

developmey}t of advanced ].i.ght water reaetors, sueh as the so-

ealled ABWR and APVVR. K"he fi.x"st ABWR to eome off i.s schedurted

for [tnauguration as Kashiwazaki Kariwa Uni't 6 in Deeember, l996.

Studies of a long-range supply and demand si'tuation ifoif energy

in Japan have led it to project the proportJion of nuc]-ear power

as some 40 pereent of all el.ectricity to be generated for the

yeage 20.1.0.

     I said earlier that the u'tili.zation of n.'ucleair energy can

only have significance if efficient use is foimd fox" plutonium.

rThat is why Japan is pr"eparing, while promoting the development

of ATRs and FBRs, 'to u.se p].utoni.um in li.ght water reaetors. For

present purposes, we are under the neeessi.¢y of developing such

technology, plus the expertise necessary iffor us to put it to

eommercial u.se.

     The stock of p].utonium for use in ATRs and FBRs will be kept

in equilibri.um under plans to letJ 'there be no sux"p].us :i.n Japan.
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     The basie po].iey is to bri.ng it into elear balance for the

purposes of nuclear material control, Whe FBR is a teehnolog:i.cal

devel.opment designed to have .its resources in increasing

q,uantities. Xt is also eonsidered as a method for the dj.sposal

of high leve]. radioactive waste :i.n the future. I believe in the

humari wisdom that the way wW.]. eventually be cleared for

teehnology 'to p].ay an important rol.e in the future suppl.y of

energYe

     An organlzation is to be set up soon whieh wil]" make

preparati.ons for the di.sposal. of high level radioact.i.ve waste

f'brom reprocessing plant;. All iinterests ii"nvolved, government and

industry alike, are advised to face up to the imp.l.ications of

this issue, as it is providing a major factor for public d.istrust

with the developrnent of nuelear power. Establishing ].ong-range

(}ontrol over the di.sposal of high ]Hevel radioacti.ve wastJe is 'the

key to facilita'ti.zag 'the promotion of nucl.ear power development.

     Amid U,S. and Russian moves as two military superpowers

toward nuclear disarmament, the Nuclear Non-ProJLiferation Tr"eaty

is seheduled for review in 1.995 as an important step toward

peaceful use of nuc].ear energy i.n the years ahead. Many people

give the NPT eredit 'for its long-standing eontribution 'to the

prevention of nue.lear pro].i.ferat,ion. But since some eountries

are suspected of mov.ing 'toward developing nuelear weapons in

recent years, the need is arising to reinforce the nuclear non-

proliferation regime. In view of the fact that the NPT itse].f

has been oper} to doubt with many eountries finding it to be an
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unequal treaty, it is also important that nue].ear-weapons states

show wha't seenarios 'they have under whi"eh to get ritd of their

nuc].ear armaments.

     Many big probkems 'remai.n to be solved. before we ean push

ahead wi.th a:!l. the pllans that I have s'tatL'ed above for 't;he

developmen't of nuelear energy.

     We have so far aequfi.red teehnol.ogies from advanced nuel.ear-

enGrgy (}ount)?/ies and 'fo].lowe(i 't;hGm up with reseairch and

devel.opmeniJ urxder tt pntorlty 'fun(Xirtg poliey, untik they have been

fissi.m,/fi.]-a'ted with ind.igenous ,Japanese teehnolog'j.es. From n.ow on,

however, Japari is advi.sed to contnibute ae'tively 't.'o the world

xiuclear eomrmini.ty. I.am this respeet, probil.ems rremain over 'the

eondue£ of geeseareh and deve].opment, /.i.ne].udir.rg fu.Tidamen,tal

research, as well as th.e development o'f FBRs, the management and

di.sposal- of high levelL waste, and the study of nuclear fusion.

t.mhe f[trst step toward FBR commerciat.ization, in partieular, is

to eyisure 'the secure and reliab].e start-pup of the prototype

x'eaeaoi", "Monju" as sche(luled fo]r the faiLl of this ye･axb. I mj.ght

suggeskJ that 'this project could be put to work overseas as a

proposi.tion 'ffcr intematJional joint development.

     ]lf the nuc].ear eommtinity is to be reeruited with eompetent

engrineers and researcheevs, it i.s i.mportant to bui].d up universj.ty

educa't.ion in. fundainen'ta]m resealfch and provJide research reactors

and other facil.itJies for fundamental research. It might be

advisab].e, for example, to set up somethi.ng like an

"international nuclear research center" as a mean.s of
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revitallzation.

     So far, II have gone over the development of nuclear energy

ii.n Japan as i't is, and as l[ personalLly see i'tJ. Now th/is Aymual

Conference offers a program for debate on wor:Ld ideas and

,]'apanese pians for the developinen't of nuc].ear energy, as welll. as

the xvaeli.abil.ity o'f nuclkear tJechnoia.ogy, the prevention of' nuc].ear

puroli.feration and alk[I o'ther eon'tx"oversaaX /i.ssues. You are

ixkvite.d tL'o oif'ffer your kmreser"ved op[tn/ions.

     X wish aL'o cl.ose my ad.dress by expressiBg my heartfel.t;

gra'titkxde to the ehai.wman and menbers o'ff 'th.e Orga.nizing Commi.ttee

'foge tine Annual. Con'ference the ehaiyDman of alkl con'ference                           e
sessi.ons, the spettkers eoman.g tJo the eon.ferenee from overseas ayid

froxifR wi.thi.n, Japan, and. al.1 those pvesent in the conferenee ha].l..

     Thank you very much.
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第26回原産年次大会

大山原子力委員会委員長代理　所感

（はじめに）

　議長ならびに会場の皆様、

　本日、第26回原産年次大会が、内外多数の方々の出席のもと、盛大

に開催されますことは誠に嘉ばしく存じます。

　向坊会長、唐津大会準備委員長を始め、大会の開催に御尽力された皆

様方に心からお祝いを申し⊥げますとともに、原子力分野で指導的な役

割を果たされている皆様と、この場に会することができ、大変嘉ばしく

思います。

　本日は、日本の原子力平和利用とその立場について述べるとともに、

現在原子力委員会において審議を行っている新たな原子力開発利用長期

計画の策定について申し述べたいと思います。

（日本の原子力平和利用とその立場）

　日本は、天然資源が乏しく、特にエネルギー資源においては、外国依

存度が先進国中島も高い国です。化石燃料の輸入を抑制するため、科学

技術に基づくエネルギー源である原子力発電を推進することが重要と考

え、1965年には最初の原子力発電所を運転開始させ、それ以来原子

力発電容量を着実に増加させてきました。現在、EI本においては発電用
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原子炉43基が運転中であり、その容量は約34。6GWで、1991

年度実績で、一次エネルギー供給の約9。8％、総発電電力量の

27。！％を賄い、主力電源として着実に定着してきています。

　現在の軽水炉による発電は、今後さらに増加させねばなりません。こ

れは、化石燃料資源の保護に資するばかりでなく、炭酸ガス排出抑制の

目標を達成するためにも必要です。しかし、そのためには発電所の安全

運転実績を積み重ねることが最も大切であると考えております。

　原子力は、少量の資源から技術によって大量のエネルギーを生み出す

という他のエネルギーにない特長を有しています。また、原子力発電は、

核燃料リサイクルの確立によって資源の格段の有効利用が図られます。

　日本はウラン資源も持たないので、原子力の開発利用に着手した段階

から、使用済核燃料を再処理し、回収されたプルト轟ウム及びウランを

リサイクルし、核燃料として利用することを目指す核燃料リサイクル政

策を採用し、技術開発を行ってきました。

　核燃料のリサイクルに必要な技術は、研究開発においても、施設の整

備においても、長い期間の継続的な努力が必要です。再処理については、

東海村の小規模な工場（p1翫nt）で十数年経験を積み、現在、六ケ

所村の工：場建設が始まろうとしています。高速炉については、原型炉

「もんじゅ」が今秋臨界となる予定です。次には、その成果を踏まえて

実証炉の建設、運転を行い、2020年ないし2030年における高速

炉の実用化につなげることにしています。このFBR原型炉「もんじゅ」

の燃料製造に必要なプルトニウム燃料のフランスからの返還輸送が昨年
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から本葎にかけて実施されました。航路に近い国の方々にご心配をおか

けしましたが、おかげさまで予定通りトラブルなく終了いたしました。

　また、現在および近い将来における原子力発電計画の主流である軽水

炉において、段階的、計画的にプルトユウム利用を進め、エネルギー供

給面で一定の役割を果たすとともに、将来の高速炉の実用化時代に向け

て、実用規模の核燃料のリサイクル体系の整備を進める計画です。

　日本は、原子力基本法に基づ嚢、厳に平和目的に限って、原子力開発

利用を進めてきましたが、今後、核燃料のリサイクルを推進していく上

で、核兵器不拡散に対し、引き続き厳格に取り組んでいく決意です。即

ち、我が国の核燃料のリサイクル計画の透明性を確保するとともに、計

画推進のために必要な量以上のプルト誤ウムを持たないことを原則とし

ています。

　さて、原子力利用は、発電のみではなく、より広い分野でのR＆Dが

重要と考えています。高温ガス炉は、将来の熱利用のために重要と考え、

現在高温工学試験研究炉（HTTR）を建設中であります。原子力船に

ついては、原子力船「むつ」の実験航海で得られた知見と：経験をもとに

舶用炉の研究を続けています。放射線利用では、科学研究、医療、工業、

農業などの分野で一一層の発展が期待され、現在、イオン照射施設、大型

放射光施設、重粒子がん治療装置などが建設中です。

（新たな原子力開発利用長期計画の策定）

従来、原子力委員会は、原子力開発利用長期計画（以下「長期計画」
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という。）をほぼ5年ごとに数次にわたり策定して壽ています。

　現行の長期計画は1987年に策定されたものであり、以来日本の原

子力開発は、この長期計画をガイドラインとしてきました。しかし、現

行長期計画策定以来5年余が経過し、この間、日本の原子力開発利用は

おおむね着実に進展し、今後の展開について検討すべき時期にきており、

一一福ﾅ国際社会は激動の時代を迎え、冷戦の終了、核兵器の拡散に対す

る懸念の高まり、地球環境問題に対する意識の向上等全地球規模で大き

く情勢が変化しています。このような内外の環境変化を踏まえ、21世

紀を展望しっっ日本がとるべき原子力開発利用の基本方針及び具体的推

進方策を明らかにするため、原子力委員会は、昨年9月に新長期計画の

策定作業を開始しました。

　長期計画は、総合的な原子力政策を明らかにするものであり、我が国

の原子力開発利用のあらゆる分野に言及することとなりますが、今回の

主な検討事項としては、

　・長期的展望に立った平和利用体系の構築

　・核兵器不拡散と原子力平和利用との両立

　・原子力分野における国際貢献の在り方

等が挙げられております。

　第一の長期的展望に立った課題には次のようなものがあります。

　エネルギ～問題を長期に考え、21世紀半ばまでを展望すると、この

頃の世界の入口は100億になると推定されています。開発途上国の生
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活水準の向上が必要なことは言うまでもなく、一入当たりのエネルギ～

消費量：は増加します。人口増加と一入当たりのエネルギ～増加の両方か

ら、グロ…バルなエネルギー消費は大幅に増加せざるをえません。しか

し、石油や石炭などの化石燃料の消費を増やし続けることは、資源量か

らも地球環境保全からも許されそうにありません。

　こう考えると、非化石燃料で長期に多量のエネルギ～供給を行い得る

ものを、科学技術によって産み出すことが不可欠であることが分かりま

す。その候補者として、原子力では、高速炉による核燃料リサイクルに

よる核分裂エネルギーと、核融合エネルギ～があります。いまだ研究段

階にある核融合にっきましては、従来もその研究に努めてきましたが、

今後も国際協力を重視しながら進めていくつもりであります。

　高速炉開発は、核融合に比べてずっとその開発が進んでいますが、ま

だ経済的競争力はありません。しかし、未来のエネルギーの重要な選択

肢の一一つでありますので、今日経済性が十分でないからといって放棄す

るのは賢明とは思いません。一方、このような長期のR＆Dを維持して

いくことは容易でなく、国際協力が重要であります。原型炉「もんじゅ」

も国際協力に利用し、その成果を各国と分かちあうべきものと考えてい

ます。また、プルト論ウムの需給状態に応じて、高速炉をプルトユウム、

あるいはアクチノイドの燃焼に利用するのも良いことと思います。何と

なれば、現在および近い将来のわれわれの目的は、プルト談ウムを増殖

させることではなく、未来のエネルギーの選択肢を維持（mainta

in）することだからであります。
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　第二の核兵器不拡散と原子力平和利用の両立でありますが、これは日

本のみならず原子力平和利用を推進している各国にとって共通の希望で

あると思います。日本は従来から…一貫して原子力を厳に平和利用に限っ

て推進していますが、今後は日本の原子力開発利用長期計画について世

界各国の理解がえられるよう努力することが一層重要になってきていま

す。このため、臼本の原子力活勤の透明性を確保するとともに、世界の

核不拡散体制の維持・強化に積極的に貢献する方策を検討する必要があ

ると考えております。また、プルトユウムの管理に関する国際的な検討

に積極的に参加する考えであります。

　第三は国際貢献であります。原子力開発には安全確保が先ず重要であ

ることは言うまでもありません。一つの大事故が、その国のみでなく世

界の原子力開発に大きな影響を与えることは、既に経験したところであ

ります。従って安全に関する経験と知識を分かちあっていくことは非常

に大切なことと考えます。

　また長期的目標のための大型の研究開発には、多くの人材と資金が必

要であり、その成果は人類共通の財産となりますので、国際共同研究が

望ましいと思います。米国、EC、日本、ロシアの4極によって行われ

ている国際熱核融合実験炉計画（ITER）はその良い例であります。

　また、この原産年次大会に引き言いで18日より3EI間、世界原子力

発電事業者協会（WANO）の東京総会が開催される予定ですが、世界
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の漂子力発電の安全性向上に向けて、実りある総会となることを希望い

たします。

　さらに、このたび世界原子力学会協議会が発足し、本大会の機会に会

合が持たれると聞いております。この学会協議会には、東京大学名誉教

授の三島良績先生が副会長に就任、2年後には会長への就任が予定され

ているとのことでありますが、この学会の協議会が、世界の原子力平和

利用の正当な発展に貢献されることを期待しております。

（おわりに）

　我が国の原子力の開発利用を進めるに当たっては、平和利用に限定す

ることと安全の確保が基本であります。私としてはこれらの基本を守り、

適切かっ着実な計画の推進に努める所存でありますので、皆様方におか

れましても、一層の御支援、御協力をお願いする次第であります。

　本臼から3日間、内外の有識者・専門家の方々の間で忌憧のない活発

な意見交換が行われ、また貴重な提言がなされ、本大会が成功を収めら

れんことを心から祈念して、私の所感とさせて頂きます。

以 上
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第26回原産年次大会開会セッション特別講演

「惑星的観点から原子力を善える」

英国学士院会員

ジェームズ．E。ラブロック

　まずは、ひとつ謙虚になるところからお話を始めましょう。人類をずっと遠くから、そ

う、地球全体として眺めてみましょうか。すると私たちは、ルイス・トーマスが言ったよ

うに、きっとアリ（蟻）のように見えるはずです。　「彼らが人間そっくりなことときては、

まったくこちらが気恥ずかしくなるほどだ。彼らアリは、キノロを育て、家畜としてアリ

マキを飼い、軍隊を仕立てて戦争を行い、化学物質を噴射して敵に警告を発したり、これ

を撹乱したり、奴隷を捕まえたりもする。ッムギアリの一族ときては、幼年労働に励み、

織り機の秤（ひ）のように捧げもった幼虫の口から出た糸で、木の葉を縫い合わせてはき

のこの栽培所に並べていく。情報交換もおさおさ怠りない。まったく、人間がして彼らが

しないことといったら、テレビを見ることくらいのものではないだろうか」

　今日の私のテーマは、外から見た地球と地球人、空の高みから見おろした地球と私たち、

というものです。私がこうした見方をするようになったのは、人間が宇宙に旅立つように

なってか．らです。私は確信しているのですが、30年前に始まった宇宙旅行は、玉壷最大

の業績のひとつです。こうした宇宙旅行があって初めて私たちは、地球が限りある存在で

あること、そしてどれほど美しい星であり、姉妹である死の惑星の火星や金星とどれほど

かけ離れているかに気づいたのです。そしてやっと：、地球が必要としているものに気づか

ない限りは、人類に未来はないと理解し始めたのです。

〈スライド環　地球と火塁、金星〉

　宇宙から地球を眺めるようになって私がもう…つ変わったのは、超生命体として地球を

考えるようになったことです。超生命体一・つまり、自らの気候や大気を調節して、生

命にとって常に快適な状態を作り出せる存在のことです。ガイアと呼ばれる地球の論理…

これが私の今日の講演のテーマなのです。

　では、まずこうしたガイア理論が生まれたころに戻って、どのようにこの仮説が生まれ

たかをお話しします。時期としては30年ほど前、アメリカの航空宇宙局NASAからお

声がかかって、火星の生物探査に加わってほしいと要請されたときのことです。それまで

の私は、宇宙探検などSFの世界のものだと想っていたのですが、NASAの意図は真剣

なものであるのがすぐにわかってきました。このNASAの月および地球担当部門が目指

している重要な目標の…っに、火星での生命の発見がありました。この仕事の関係上、カ
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リフォル麟ア州パサデナにあるあの有名なジ瓢ット推進研究所を、短時間ですが訊ねる機

会もありました。先方としては、私の力で感度の良い分析機器の設計製作を行ってほしか

ったわけですが、彼らと仕事を進めるうちに、火星上の生命の有無を探る彼らの方法に私

の方が興味を覚え始めました。私は、ジ。、ット推進研究所で優秀な技術や物理学の実験に

出会ったわけですが、彼らの生物学的実験もそれと同じくらい優秀なものだろうと期待し

ていたのです。しかし、そこで行われていた実験はまるで想像力を欠いたものでした。い

や、それ以下でした。もし火星に生物がいたとしても、あんな実験ではほとんどわからな

かったはずです。技術が高度になると起きる奇妙なことの一一）に、エンジニアリング技術

が洗練されればされるほど、最終的にそれが利用される先は、陳腐で取るに足らないもの

になっていくことがあります。衛星テレビで中継されるごく普通のテレビ番組はその好例

であり、今回火墨で行われることになっていた生物学的実験も似たりよったりだったので

す。その実験の大半は、地球上の生物学実験所をただ機械的に火墨壷に置き換え允だけの

ものであり、火星の生物も地球圭の生物と同じものだと想定していました。允とえば、細

菌学者は自動式の実験装置を火星に送ろうと提案しました。この装置で火星の土をすくい

とって栽培容器に入れ、バクテリアの繁殖を観察しようというのです。こうした実験では

生物が発見できない理由はいろいろありました。まず、火星に細菌は存在しないかもしれ

ないこと。もし存在したとしても、その生化学的組成は異なっている可能性もあります。

また、実験装置の着陸場所が、たまたま何もいない場所であるかもしれないこと：。たとえ

地球上でもギもし探査機が南極の氷山の天辺に着陸したら、やはり生物は発見できず、と

いうことになってしまいますよね。だから私は、そのように狭い範囲にだけ焦点を合わせ

たり、還元主義的なアブ徽…：チをするのは止めて、火星全体として眺めたらどうかと提案

し九のです。生命の有無を探る実験で、もっとも簡単でもっとも…・般的な方法は、大気の

化学分析です。生物の存在しない惑星の大気は物理学と化学だけでそうとわかりますし、

その化学的組成は、ほぼ化学的平衡を保っているものです。一方、生物のいる惑星では、

地表の生物体が大気から生きていくための材料喩もらい、大気に老廃物を貯めていかなく

てはなりません。こうなると大気の化学的組成には変化が生じ、生命の存在を示すような

形で不均衡が生まれるのです、，そこでダイアン・ヒッチコックも加わり、私たちは共同で、

赤外線天文学を利用して火星の大気を調査しました。この結果と、生物の存在が既に認め

られている惑星、すなわち地球で生物が生仏ていく源とし老廃物の捨て場としている大気

とを比べたのです。この二つの惑星の大気にはびっくりするほどの違iいがありました、，火

星の大気は化学的に平衡状態に近く、その大部分は二酸化炭素でした。これとまったく対

照的に、地球の大気は化学的にひじょうに不安定な状態にあります。二酸化炭素はきわめ

て微量で、大量の酸素がメタンやそのほかの反応性の気体といっしょに混然と共存してい

る状態は、限りなく化学的不均衡を呈し、これは生物のいない惑星ではおよそ考えられな

いことです。地球には窒素や水が豊富にある事実も、地球化学ではなかなか説明がっかな

いのです。こうした変則的な存在は、火星にも金星にも認められず、それが地球⊥に存在
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するということは、とりもなおさず、その表面に生物がいることを示しているのです。化

学から導き出された、おそらくは正しいであろう結論からは逃れようもありません。すな

わち、火星には生命は存在しないのです。

　しかし、私たちの出資者であるNASAは、こんな結論を聞きたかったわけではありま

せんでした。彼らは多大な費用をかけて火星へ探査機バイキングを打ち土げて生物を発見

しようとしていたのに、ここにきて私たちがそんなものはいませんと言い出したのですか

らね。さらに悪いことには、私たちはNASAの資金で宇宙からの地球観測を行っており、

地球には生物が認められるなどという結論を出していました，，これは、宇宙計画全体を、

批判していると取られても仕方のない行為でした。彼らは憎いてきました。今さらそんな

発見をして何の価値があるのですか？　私は悪びれもせずに、価値は大いにありです、と

答えました。地球は生物の存在する星であるとの地点に立てば、ごく自然な質問として、

では地球の大気はどうなっているのだろうという疑問が湧いてくるわけですが、NASA

は図らずもこうした雰囲気を初めて作り出していたのです。これまでは、大気をこのよう

に考えた者はいませんでしたし、地球とはなんと奇妙で美しい例外的な惑星なのだろうと

改めて考える機会もありませんでした。私たち地球に住む者は、大気の化学的組成は安定

していて当允り前だと思い込んでいます。たしかに組成は変化しているのでしょうが、各

気体の存在時間に比べれば、その変化のスピ～ドはずっとゆっくりとしているからです。

地球の大気は反応性のガスの混合物なのに、なぜ、その組成が何か隅に見えない作用で常

に安定しているのか、などと不思議に思った者は誰もいなかったのです。1965年のあ

る日、カリフォル認アのジ皿ット推進研究所にいた私は、一一一定していながら、ひじょうに

不安定、という地球の大気の矛盾に思いを致しているうちに、ある考えを思いついたので

す。こうした安定状態が存在する以上、何か能動的な制御システムの存在があるはずでは

ないでしょうか？

　当時の私には、制御システムという自然観は談だ無く、ただ、地表の生物は地球の一一一部

だという考え方があるだけでし允。天体物理学者から聞いたことによると、星は年をとる

に“二）れて放射する熱が増え、太陽も、その生命誕生以来、光度が25パーセント増してい

るそうです。そこで私は、長い目でみれば、気候の調節も行われているかもしれないと気

がっ素裏した。私の中に、はっ惑りとした考えが濠と：議って選ました。地球という星と、

そこに住む生物す・父て巻含めた制御システムがあるはずなのです、，60年代の終わり頃、

私はこの仮説を近所に住む小説家のウィリアム・ゴ…ルディングと話し合う機会を得濃し

た。それほど力に満ちた存在に名前喩つけるとしたら、ガイァしかないと彼は教えてくれ

ました。これからほどなくして私は、アメリカの優れた生物学者であるリン・マルグリス

とガイアに関する共同研究を開始し、今日もこの共1司研究は続いているのです（，

　では、ガイアとは何なのでしょうか？　ガイアとは、古代ギリシャ人が大地の女神につ

けだ名であり、地理（ジオグラフィー）や地質学（ジオロジー）という言葉の語源になっ

ています、，大地の女神ガイアは、優しく母性に満ち、慈しみを与えてくれますが、越えて
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はならない一線を越えた者には限りなく非情な顔を見せます。ガイアとはまた、地球と地

球に住む生物に関するわかりやすい理論でもあります。生命にとって地球が常に快適な環

境であるように気候や化学的組成を調整する機能が地球には備わっていることを前提とし

た理論なのです。そしてこの理論は検証可能であり、密接に関連したいくつかの微分方程

式という数学的にも正当なる暴盤があります。このガイア理論で地球の活動の仕組みがう

まく説明できるかどうかはまだわかりません。まだ証拠が一部門か集まっていないからで

す。今の段階でのこの理論の価値は、私たちが地球を考えるときに、今までと違った見方

ができることだと思っています。入類の利益だけが問題なのだろうか、と私たちに考えさ

せてくれることが、現時点のガイア理論の価値なのです。もし、大地の女神ガイアがほん

とうに存在するのならば、彼女はきっと私たちの前にその姿を現してくれるはずです。彼

女なしには私たちは生きてはいけないのですから。科学のレベルで考えれば、ガイア理論

は、新しい地球観を与えてくれます。今まで思いもよらなかった疑問を投げかけ、既にい

くつかの重要な発見にもつながっています。

　ガイアという考え方は新しいものではありません。初めて提唱されたのは露00年も前、

提唱者は地質学の父、ジ皿一ムズ・ハットンです。彼は1795年にこう言っています。

「地球は超生命体であり、これを正しく研究するには生理学が必要である」彼のこの賢明

なる意見も、19世紀には・一科学が大いに発展し允ものの、その成長は樹木のようで、

どんどんと細かく枝分かれしてしまった時代である19世紀に1わ・・すっかり忘れ去ら

れてしまいました。ハットンの考え方やガイアといったものは、広範囲に渡る一般教養的

な科学であり、極度に専門化した今日の科学では理解し得ないものなのです。ガイア理論

とは…種の進化論であり、そこでは素材としての地球とそこに生きる生物が、密接に関連

した一つの過程に沿って進化していきます。ダーウィンの自然淘汰の考え方ともぴったり

と一致します。地球が気候と化学的成分を自分で調整できるというのは、緊急時になると

自動的に発動する特質なのです。調整には、まったく将来の見通しも計画性もあり寂せん

し、何の目的論もそこには関与していません。科学者として私は、畑鼠の理論は正しいは

ずだなどと独断的に言うことだけは絶対に避けたいと思います。ですから、ガイア仮説も

正しいかどうかは今の私にはわかりません。ただ、時間と実際の証拠だけがその答を教え

てくれるのでしょう。

　私はどこにも属さず、もの書き兼発明家としての収入だけで、このガイア理論を発展さ

せていきました。30年前の時点で、大学や政府の研究所でこんな仕事にとりかかってい

たらどうなっていたかを考えておいたのは、なかなか賢明なことでした。おそらく研究さ

せてもらえたはずはありません。第一、研究費が認められるはずがありません。ガイア理

論はあまりにも大きな賭に思われたからです。それでもあきらめずに自分の昼食時間や空

き時間に続けていると、そのうち研究所の所長から呼び出しがかかるでしょう。そして彼

のオフィスでこう言い渡されます。そんな不人気な研究課題に関わっているようでは、君

の学者としてのキャリアに傷がっくよ。こんな忠告も物かは、頑固にガイア理論にしがみ
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ついていると、再び呼び出しがかかって、今度ははっきりとこう言われるのです。君のせ

いでこの部門全体の評判が傷つきかねないんだ、それにもっと困ったことには、私自身の

キャリアにも傷がっくんだよ、と。私にまだ運があれば、彼は定年前の退職の申請方法を

書いたちらしを渡されたかもしれませんね。

　ガイア理論など何の役に立つのですか？　この理論は科学にどんな貢献をしてきたので

すか？　こうした質問が出るのも当然です。現役の科学者が新しい理論を判断するときの

基準は、その理論による予測がどの程度実際の役に立つかにあります。この基準によれば、

ガイア理論は、導入当初から地球科学に3っの進展をもたらしてきました。まず1つめは

ヨードと硫黄についてで、この2つの元素はまず灘一化メチルと硫化ジメチルという気体

で大気巾を移動し、この何れも海面近くに生息する海草が自然に作り出すものだという発

見です。私がこの発見をしたのは、小舟でイギリスと南半球との間を往復していたときの

ことです。航路のいたるところで、こうしたガスが発生して海洋環境の…一一部になっている

のがわかりました。この航海以前には、科学者は間違って、ヨードと硫黄は海水中の塩分

が霧のようになることで大気中を移動していくと考えていました。彼らの意見によると、

生命体は地球の組成を調整するのに何の役も果たしておらず、入間はわけのわからない無

機化学がぽんと投げてよこす化学製晶をただ回転させて消費しているだけだというのでし

た。ガイア理論が科学にもたらした2つめの進展とは、地球の気候を長期的に考えると、

地面に生えた植物が二酸化炭素を吸収することで、きちんとこれを管理しながら制御して

いるという発見でした。

〈スライド窯　地球化挙的にみた岩石の風化〉

　二酸化炭素ガスの発生源はたったひとつしかありません。火山が噴火によって地球の中

身を外に噴出させることだけです。二酸化炭素を吸収する方法も、長期的に考えれば、た

ったひとつしかありません。珪酸カルシウム質の岩石を風化させることで、大気中から取

り除くことだけです。地球化学者はこれまで、風化は純粋に無機的な過程であり、そこに

は生物はいっさい関与しないと考えてきました。私は、同僚のマイケル・ウィットフィー

ルドとアンドリ謡一・ワトソンとともに、生物が介在すると風化現象は少なくとも30倍

のスピードで進行すると主張してきました。この主張は、アメリカ入科学者シ識ワルツマ

ンとフォルクの実験によって、正しいことが実証されました。つまりどういう意味かと言

いますと、生物が大気中の二酸化炭素の量を調節し、ひいては気候を調節するというので

す。気温が低いと、土壌の植物の生育は遅く、二酸化炭素の吸収も遅くなり、結果的に大

気中に二酸化炭素がたまって地球は暖かくなっていきます。気温が高いと植物がよく育ち、

どんどん二酸化炭素を吸収して地球を冷やしていきます。太陽からのエネルギ…はその誕

生以来25パ…セントも増大しているのに地球は暑すぎず快適なのは、こうしたプロセス

からも説明できます。しかし、こうした植物のポンプが今現在どのように働いているかと
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なると、頭をひねる問題が出てきます。現在は氷河期よりずっと温暖ですが、二酸化炭素

は増大してきています。調整機能が働いているなら、減るか、そのままであるはずなのに、

そうではないのです。これはいったいどうしたことなのでしょうか？

　この答を出す前に、ガイア理論がもたらした3つめの発見のお話をしましよう。これも

今の疑問の説明になりますからね。気体のジメチル硫黄は、硫黄をこれが豊富な海洋から、

不足して必要な場所へと運んでいくという働きだけでなく、もっとはるかに大きな仕事を

していることがわかってきまし九。硫化ジメチルは空気中で酸化して、強い酸性の物質で

ある硫化メタン酸、略してMSAを作り出すのです。雲の粒は核となる粒子のまわりに集

まってでぎるわけですが、この酸はこうした核の主要な発生源として知られています、，海

洋植物が硫化ジメチルを作り出さなかったら、雲は小さく薄くなってしまい、地球はぐん

ぐん暑くなってしまうでしょう。この研究は、同僚の科学者鴇バート・チャールソン、ア

ンディ・アンドリ満一一、ステイ…ヴン・ワレンらと共同で行ったもので、87年に論文を

発表しましだ。ここでも、海洋植物と気候との関連をさぐってみようと思い立ったのは、

ガイア的発想、ゆえでした。海草が硫化ジメチルを作り出すのは、地球が暑くならないよう

に働くガイア的なフィードバック機能の．．…部ではないだろうかと考えたのです。実際の証

拠を集めていくと、結果は、調整どころかその正反対、気候を不安定にさせる傾向がある

ことがわかったのです。いちばんショックだったのは、南極大陸で採取した氷山の中心部

分を化学的に分析した結果です。これらから考えると、地球は最後の氷河期以来、温暖化

しており、それにつれて氷に含まれるMSAの量は減少しているのです。ということは、

地球が暖かくなればなる嶽ど雲は減り、ますます暑くなっていく、という意味なのです。

二酸化炭素の謎と同じように、ここにもどんどん温暖化させていくという正のフィードバ

ックが働いているわけで、ガィア理論でいう気候の自動制御とはまったく逆になってしま

うのです。

〈スライド3　氷山の中心部にみ蕎瓢酸化巌i繋とM＄Aの数癒〉

　私は科学者になりたての頃にこんなことを学びました。検証中の理論と矛盾するように

思われる証拠こそ、最：終的にはその理論の正しさを立証するものだということです。検証

する人間にとってむしろ注意すべきは、どちらにもとれる証拠、あるいは不確定な証拠な

のです。明らかに矛盾しているというのは、ただ間違った方向から問題を眺めているにす

謬なかっ九という場合もあるのです。今の例でいきますと、地球が現在一時的にうまくい

かない状態にあるだけだと考えると、正の方向へのフィードバックも予想されない事態で

はありません。ほら、この前、熱を出したときのことを思い出してごらんなさい。熱が出

始めると、ふだんは体を冷やす方1司に働く発汗作用ですとか皮膚の血管の拡張といった作

用が機能を停止してしまいます。がたがたと震えがくることでも、さらに熱が発生します。

これらはすべて、病気に特有の、正の方向に働くフィ～バクです。しかし、元通り元気に
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なれば、体温の調節機能がきちんと働くことを疑う人はいませんね。

　今、地球を熱の出た病人だと考えれば、気候と二酸化炭素の間に働く正方向のフィード

バックも、また気候と雲の量の間に働く、正方向のフィードバックも納得がいきます。しか

し、こんなふうに地球を病人扱いすることを正当化してくれるものがあるでしょうか？

まず注目すべきは、現代の地質年代である洪積世では、気候は大部分の時期が寒かったと

いう事実です。現在のように間氷期に当たる時期は全体の10分の1ほどしかないのです。

さらに、南極の氷が記録しているのは、氷河には、現在より7倍ものMSAが含まれてい

るという事実です。さらに言えば、二酸化炭素は氷河期には、200pp㎜も少ないので

す。このどちらの事実も、現在よりもっと豊饒な、あるいはもっと活気に満ちた生物圏の

存在を指し示しています。おそらく地球としては、冷たいままでいたいわけで、現在の間

氷期は、私たち入間には快適ですが、地球自身に関して言えば、熱が出ている状態なので

す。

　以上の考え方を検証するために、私と同僚のリー・クンプは、ガイア理論に基づいた密

話モ寧ルを作りました。このモデルでは、地表では植物が二酸化炭素を吸収していますし、

海中では海草が繁殖して雲という覆いを作り出しています。植物の生育に最：適の気温は摂

氏2画面、海草の生育に最適の海水の温度は摂氏12度と仮定しました。これは海草の生

育最適温度が地上の植物と異なっているからではなく、地球物理学的な理由から、海水の

温度が摂氏12度を越えると、海水の表面近くを暖流が常に流れているという現象が発生

することからなのです。こうした海流ではすぐに養分が不足し、海草の繁殖が止まってし

まうのです。私子ちのモデルは、氷河期の涼しい状態での気候の蔭動制御を予言していま

した。海草によって雲が形成され、また地表では植物によって二酸化炭素が吸収され、何

れも温度上昇に対して負の方向に働き、気候を安定させたのです。そして、もう一つこの

モデルが見せてくれたのは、安定化の方向にぎりぎりまで進むと、太陽からの熱がほんの

少し増えただけで、温暖化・不安定化の方向にどんどん進み出してしまうことでした。こ

の切り替えの時期の前後では、全体に対しては正の方向のフィ…ドバックが働きまし允。

　地表の植物と海中の海草の生育状況を知るために人工衛星から地球の写真を撮ると、海

草が盛んに繁殖しているのは北極と南極のまわりの海と、大陸周辺の海水が湧き嵐ている

地域だけに限られていて、どちらの水温も摂氏12度以下であることが確認できます，，

〈スライド縄　海馬が繁茂する地域の限界を承すために、太平洋の写真〉

　1年の大半の気温が22度を越える北緯30度と南緯30度の間の地域は、砂漠か熱帯

雨林の何れかです。こうした森林は不安定で、一度伐採されると二度と回復しないのは周

知の事実です、，また、この熱帯面訴は自分が生育する地域の気候を司る生態系でもあり、

気温が上昇すればおそらくは生育は遅くなっていくだろうこともわかっています。先ほど

のモデルとこうした現実は、ガイア理論でいう長：い目でみた自己制御と一致しますが、現
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在の発熱状態の地球にあっては、理論に反した証拠になってしまいます。氷河期から間氷

期への移行の直接の原因は、地軸の傾きや公転軌道上の太陽に対する地球の位置の周期的

な小さな変化、いわゆるミランコヴィッチ効果、にほぼ間違いないと考えられます。太陽

から受ける熱の上昇それ自体は、氷河期から間氷期へという大きな気候の変化のきっかけ

となるには不十分なのです。ミランコヴィッチ効果が、こうした移行の主たる原因ではな

いものの、きっかけとなったのです。

　現在の気候をこのように地球的規模でとらえた考え方が正しいとしたら、私たち人聞は

実にまずいタイミングで、温室効果ガスを大気中に放出したり、地表に自然に生えていた

生態系を農業用に利用し始めてしまったものです。さらに事態は深刻なことに、人間のこ

うした行為の結果は、先ほど説明した正の方向へのフわ一ドバックによってますます増幅

され、来る21世紀の気候は予想より暑くなってしまう恐れがあるのです。

〈スライド5　地球の混乱化の影響を説明す懲モデル〉

　私はこの講演の冒頭で、宇宙旅行のすばらしさを誉めたたえ、ガイアの再発見につなが

った経緯をお話ししました。私の実感では、もしも超大国である米ソ間の冷戦がなかった

ら、あの時期に宇宙探検は実現しなかったでしょう。あれだけの膨大な経費をまかなえる

のは、おそらく軍事予算だけなのです。

　宇宙探検は、政治家や科学者からすれば、人間中心主義の顕示でした。人類が初めてほ

かの惑星にしるした領土進出の第一歩でした。彼らの言葉には傲慢さがあふれています。

地球で共存していく方法も、あるいは地球とうまく折り合いながら生存していく方法も知

らないくせに、火星を地球化して人類の第二の住みかにしようなどとは、何という傲慢さ

でしょうか。宇宙の植民地などとは、何という馬鹿げた途方もない考えではないでしょう

か。こんな破天荒な考えを思いつくのは、自分のことを征服の旅に出た宇宙船の船長だと

でも思っている人闇だけです。彼らは、新たなるフ禦ンティアを求めて闘志満々ですが、

自分があとにしてきた故郷の荒廃ぶりにはまるで気がついていないのです。そうした彼ら

の物言いと、月に向かって飛んでいっ允勇敢な宇宙飛行士たちの言葉には、はっきりとし

た違いが見られます。彼ら月へ行った飛行士は、畏敬の念を抱かせるほどの宇宙の広大さ

と、地球の小ささを知り、その地球こそが自分たちの故郷であるという事実を身に沁みて

実感したのです。ジム・ラヴェル…　　もう少しで帰らぬ人となったかもしれない3人の

うちのひとりですが、その彼がこんな話をしてくれたのを私は今でもよく覚えています。

月から見ると、腕を一杯に伸ばした親指の爪で地球は隠れてしまう、という話です。

　宇宙旅行はまた、宗教と科学の力関係も変え、地球や宇宙の神秘を説明しようとする科

学の権威を高めました。月面を人間が歩いたという事実の前には、純朴な人々も宗教の迷

信的な面ですとか、独断的な面には信仰心を持たなくなりました。1969年、人類が初

めて月面に降り立ったとき、私は家族とアイルランドの西の端にいました、，当時のヨーロ
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ッパで、最も美しく、最も人間の手が及んでいない、最も信仰心の篤い土地です、，あの着

陸から1週間というもの、人間が月に着陸したなんてほんとうですか？と訊きに、土地の

人が次々にやってきました。もちろんですとも、ラジオで聞きませんでしたか？と答えま

すと、もちろん聞きましたとも、でもあなだの口からほんとうだって聞かなくては気が済

まなかったのです、と言うのです。なぜですか？と言うと、彼らはこう答えました。　「私

たちは、ほんとうのことを知りたいのです。空のずっと上には、天使もいなければ天国も

なかったと知りたいのです．」

　実際のものであれ、頭の中のものであれ、あの宇宙旅行のほんとうの価値とは、地球の

真の姿を知り、＼それによって、人間主義の礼賛だけでは不十分だと気づいたことなのです。

宇宙から眺めれば、私たち人間はより大きな存在である地球の一部であることがわかりま

すし、その存続も安寧も分かち難く地球と結びついていることも見えてきます。やがて時

がたてば、私たちがものを考える基準は、銀河系から金宇宙へと広がっていくことでしょ

う，，しかし、目下の所は、地球にすべての注意を向けなくてはなりませんが・一。

　地球的な視点に立って考えることの必要性、巨大科学が言い立てることに疑いを抱くこ

との必要性を、私は今までお話ししてきました。世界的に資金が減らされている今、科学

者の集団は分断され、自信を失っています。科学者だって入の子です。最大の関心事は自

分の仕事であり、年金であり、生活の保障やそのほか近代的な都市生活を送るのに必要な

あらゆる事項です。また、実施義務のない事柄に自ら責任を負おうとするのも難しいこと

です。ということはどういう意味かといいますと、科学者としてアドバイスをする者も、

自分では容観的になっているつもりでしょうが、やはり自分の属する科学者集団の欲求な

り偏見なりに左右されるということなのです。

　この結果、科学者がよく提示する優先事項のリストにも、その科学者集団の目下の優先

事項が反映しているわけで、それは…般の人々にとっての優先事項でもなければ、まして

や地球にとっての優先事項などではあり得ないのです。

　だからこそ、地球にとって危険なことを重大な順に挙げたりストは、最近まで次のよう

になっていたのです。第1位、原子力。原子力発電所だろうと処理施設だろうと廃棄物処

理だろうと原子爆弾だろうと、ともかく原子力は危険だというのです。第2位、オゾンの

減少。第3位、化学工業から出た廃棄物。言い替えれば、3位までのすべては人間にとっ

て発癌性や突然変異誘発性をもったものであり、科学者ならば容易に計量できるものなの

です。温室効果をもたらす大気中の微量ガスですとか、二酸化炭素やメタンといった地球

を脅かす汚染物質、熱帯雨林の伐採などのもっと大きな危険が、行動を起こすべき事項に

のぼってきたのは、やっと最近なのです。

　しかし、ガイアを通じて眺めてみると、物事は一変します。私に言わせれば、最大の、

そして緊急の、そして確実な危険の原因は、熱帯の森林の伐採と温室効果ガスの蓄積なの

です。

　湿潤な熱帯は人間の居住地であり、生理学的にも重要な生態系です。私たちはこの居住
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地を無惨なスピードで破壊しているのです。しかし、第一一世界、つまり西側先進諸国で熱

帯の森林保護を訴えるとき、その根拠は実に脆弱なもの…　　つまり熱帯の森林は珍しい

動植物の宝庫だから、というものであり、あまっさえ、癌に効く成分を含んだ植物が生え

ているから、などというものもありました。たしかに嘘ではないでしょう。大気中の二酸

化炭素を吸収するのに若干の効果はあるでしょう。しかし、熱帯の森林のしてくれること

は、もっともっと大きいのです。森林は多量の水蒸気と、雲の形成を助けるガスや粒子を

排出する能力によって、白く輝く雲という日傘をさし、その雲から自分たちを生かしてく

れる雨を降らせることで、この地域を涼しく潤った状態にしているのです。これと同じだ

けの空調と潅概を行うのに必要なエネルギーという観点から、こうした森林の価値を計算

しようと思えば、簡単なことです。年間500兆ドル、6000兆円のさらに10倍、と

いう値です。しかし人間は毎年、イギリスに相当する面積の森林を焼き払い、あとにでき

るのはたいていが粗雑な牧場です。こうした牧場は、温暖な土地のものと違って、すぐに

砂漠と化してしまい、さらに木々は伐採され、大地は焼き払われていくことになるのです。

私たちは、自分がどんなにひどいことをしているかに気づいていません。熱帯の森林の7

0から80パーセント以上を破壊してしまったら、残りの森林ではもはやそこの気候は維

持できず、生態系全体が崩壊してしまうのです。現在のスピードで伐採が進んでいったら、

森林が自分たちを維持し℃いくのに必要な量を失ってしまろ日もそう遠くはありません。

森林が消滅してしまったら、そこに住む10億もの貧しい入々は、何の支えもなく放り出

されてしまいます。これは規模で言えば、大型の核戦争よりもっと巨大な脅威です。そん

なことになったら、多くの人がどれほど苦しみ、どれほどの難民が生まれるか、罪の大き

さと政治的な影響を考えてごらんなさい。しかも、第…世界にいる私たちが、森林の伐採

によってさらに激化している温室効果という思いもかけなかった災害と戦っているのと同

時に、こうした事態が発生するのです。とても力を貸してあげられるどころではありませ

ん。

　地球の人1二：1が初めて20億を突破したのは1930年のことでした。以来私たちは、今

のような生活を送ってきたのですから、長期にわたって地球がわれわれに与えてくれる以

上のものを地球から奪い取ってきたことになります。人口が50億を越えたならば、たと

え入類全員が菜食主義者になり、食べ物を等しく分け合ったとしても、もはや地球は私た

ちすべてを養うことはできなくなるという計算があります。すでに現在の人口は55億、

ロ～ドアイランド大学の世界飢饅計画にあるこうした数字は、笑いごとではありません。

　哲学的必要協議事項のトップに自分たち人間の利益を掲げ、地球を無視し続けるならば、

地球はきっと大きな歴史的転換点を迎えるでしょう。社会的知性に富んだ最初の存在であ

る私たち入類に、原因を作り、経過を見守る特権が与えられるのです。差し迫った変化と

言えば、気候が変わることであり、その変化の大きさは、少なくとも氷河期から現在まで

の変化の大きさに相当するものです。

　この目前の変化の大きさをつかむために、数万年前の最後の氷河期まで戻ってみること
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にしましょう。すると、氷河は北アメリカでは北緯35度まで、ヨーロッパではアルヅス

まで南下しています。海面は今よりも100メートルは下にありますから、アフリカに相

当する面積の大陸が水面⊥にあって植物に覆われています。当時の熱帯は、現在の温帯と

同じでした。全体としてみれば、現在より暮らしやすい場所であり、土地もたくさんあり

ました。

　さて、目の前に広がったこの光景を理解するには、逆に温熱期とでもいう時代を考えて

みましょう。氷河期が現在よりずっと寒い程度に、現代よりずっと暑い時代です。気温も

水位も上がり、やがて世界は炎熱地獄となって、氷河も溶け、何もかも見分けがっかなく

なります。ただ最終的にこうなるまでは多大な時間がかかり、おそらく艦んな一事態にまで

はならないかもしれません。つまり、目下、私たちが心構えをしなくてはならないのは、

こうした事態になるまでのできごとそのものであり、今起ころうとしているできごとなの

です。こうしたできごとは、おそらくは驚異のできごとであり、最新鋭の科学のモデルが

どんなに精密に想定してもまず予測できない事態でしょう。たとえば、オゾン・ホールを

考えてみましょうか。これはまったく思いもかけないできごとでした。最高級のコンピュ

ータが地球のオゾン層のモデルを想定し、監視を行っていても、観察もできなければ予測

もっかない事態でした。これを見つけたのは、簡単な道具で空を眺めていた人でした。驚

異のできごとは、気候的極相のごとく、つまり大嵐のように、あるいは突発的な大気中の

現象のようにやってきます。自然とはけっして直線的に進むものでも、予測できるもので

もなく、ましてや移行期となれば引すますこの性格は顕著になるのです。

　今、私たちはかイアに助けを求めることはできません。もし現在の間氷期がほんとうに

地球の発熱期であるならば、今の地球にできるのは安静にしてもとの健康な氷河期に戻る

ことだけです。しかし、こうした安静は望むべくもありません。私たち人間が牧場にし．よ

うと地表をむしりとっているからで、特に熱帯鳥林・一覧っておけば、何より地球が健

康を回復する手段であるはずのこうした森林一・のむしり方はひどいものです。さらに

私たち人間は、ただでさえ熱の高い病人に、温室効果による厚い毛布をかけようとしてい

ます。こんな具合では、ガイアはがたがた震えながら、別のもっと手に負える生物相にふ

さわしい新たな安定状態に移行していくかもしれません。それはもっとずっと暑い世界か

もしれませんし、いずれにしろ、今より住みやすい世界であるはずはありません。これは

ただのお話の世界の破滅へのシナリオではなく、辛い限りですが、現実に起こりそうなこ

となのです，，最近の地質年代だけでも私たち人間は、環境を変え、予測不能な事態にまで

追い込んでしまいました。私のせいで、文明はまわりを汚染しながら坂道を転げ落ち、そ

の先はぐんぐん水位が上げながら人間を溺れさせようとしている海なのです。

　私たちの地球が少なくとも自分たちと同じくらいたいせつなものであると気づかずにい

たら、こうしたやりきれない予言は現実になるほかないでしょう。今、未来は、世界の中

でのこの中心的部分がどんな決断を下すか一・すなわち、エネルギーの供給と技術の進

歩が最も急速に進んでいるこの地域がどんな決断を下すかにかかっています。私たち人類
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の未来は、アジア大陸の東に位置するあなた方が、地球を傷つけずに、ひいては入間を滅

ぼさずにエネルギーを利用する方法を発見することにかかっているのです。こうした観点

からすると、原子力エネルギーは、化石燃料を燃やすのに較べれば地球に及ぼす害は遥か

に少ない…　　私はそう考えています。

　私は、どんな集団にも属さない科学者としてお話ししてきました。しかし私とて一個の

人間です。自分の孫たちにはまだまだ未来のある世界で成長していってほしいと願います、，

しかし、私の仲間達は、現在空席になっているある組合の代表の仕事をやれと私に押し・＝）

けてきました。組合員は全員人間以外の生きもので、バクテリアだとか、虫だとか、いさ

さか見かけはぱっとしない伸間ばかりです。この仕事は断るわけにはいかないでしょう。

人間の代弁者はたくさんいますが、彼らの・一地球が生きていく上で、人間よりもずっ

と頼りにしている彼らの一・代表として意見を言う人間は滅多にいないからですQ

　イギリスの郊外にある私の実験室からは、夜になると星や天の川が見えます。昼間には、

鳥のさえずりが聞こえ、大地のにおいがします。こんなふうに地球を見、地球を感じ、地

球を一個の生命体として考えるようになると、私たちの心と頭は、人間が環境に対しても

っとも関心を抱かなくてはならないこと…　　すなわち、地球そのものを慈しみ守ってい

くことであり、とりわけ、湿潤な熱帯地方の森林を守ること…　　に向かっていきます。

人間のことだけを心配していては足りないのです。この地球上に暮らすどんな人闘にも、

たとえ人類という単位で考えても、終身存続権などはないのです。私たちが地球に対する

責任を認識しない限り、本来与えられた寿命すら全うできないでしょう。ですから、けっ

して急ぎすぎないように。そして、健康で美しい世界、私たちの子孫にとってもまた、こ

の地球ガイアに生きるパートナーの出たちにとっても快適な住みかであり続ける世界を目

旛して進んでいこうではありませんか。
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AIbepttwwwE.kg}/warwuaw.gxueeumw.w.rm.meff xewwas..cnvkeewnt waeexewew.

by Yamaes ww. X.ovegoek

     g wrawat fiwst to geast ags im oeeg" pgace, Xf we eook at ksuffxraagxs froma faff awky,

tfIErog}rx a gehaxeetaw:y geevrsg:)ec#,X've we eewe, as jil.eewgs "IllNgaomaees oxtce smegCg, ggX<e ants.

g;'Whgey nrcsc so vamecftk Eake kuexmaaswa bevEmegs ns eo be meme exxitbaewasssmaewat. evffkey 'ftascxwa

fkgffxgg, wzzase apkitdis mes aive$tock, gakmache aermeges 'fow wews, axsg ckemeEcak sprasys to

ee,gawgrm aswa(di cormfuse eftkefiw emeexwaaes, casgetaswe sgeeves. ptg]"kxe kaffxftggges of weraver eeeees

ewagage itn ckoigd lab#axrc, kogdikgkg tkeaf gasvase gake skaxttges ko spitme owt ghdv shereadi

thmeS sews ek.e icaves t#gc".thew fow tkeegev 'ffaswwgwas gmeffdemes. 'Witey exchaengsu

gwa'foecgwauti.oxx ceasegessly. "Iff"hey d# evewyekakmeg exceegee waeehe tegevksg#me."'

     My ttsEk e()(iay gs nebckee tEre KliewSftft mwaci geec(z)pNe as s£eme fixrome oecgtsacSe, tkke t()g)

es#wrm v.gew. rff-hks vgew camx'ge kroma #a.gff .ioagma.ifys itmeto $gexece. E do beXgeve that

gltose v#yitges ozzss.gctdv eErze wwaecek ggkgrty yevasr$ age wserc opme of oasf gxezztes,t

kck,geev£mastmets. "E'"key scKxee<ge a.xs eewatfe 'fki w sftke {rgmet, egmae tgkat ok.ger woifacg was ifenegay

'g"'dimeae# axkd get ass seve k#w keaastgtfitAX mxtdi diitgig]laDmeffxt ge was 'glff7omeit those bkrreme deged

sgstew g)Ekwaeks Mars xeme.d Veexeass., We ekaeme a')tfgeeAN tras Kkmedeifseamed tkaae exmeaess we

mecogmefised tke meeexgs otf" tftke msmefftk, imwaxcrxaxes ktad no futasre.

Sggde g waaeceh Masms..ue,g.aci .IMexxmese

     ffXTgue vaew 'froKgk spa<:e agso gecS mee to sedv "eew geXaxxet as gf it were a

ssupewoffgaffkgsme, someeSh.imeg abge eo megaxgate tkae cMxxeate axxct ktrcKxospimewe so as

zzkwasys to be c#xertafofftabic foff Sifs. This tkeowy of ighe mearth ca.kged Gnka wigX be

tke theme of fftzxy rkddress.

     Let wae go k)ack to efttae k)eggmextkxtg aencS teaE :yotg how it startecX sorrTxe tftxirty

yeaffs ago, wheme ime g96g ehe Axxxewitckwa sgeace megemecy NA$A kewvitedi fiwwe to jowt

wgth ekeme wi tkeier seaerch fosc Zi'fki) owa :N(Kaecs. wagefome tkae X hmdi conskdex"ed sprace

expgoffataowa to bs scaffmece fEctgext, but X soome discovexed thae tkeix antemetkoft was

seffkoass. Aue itffxxge)oecSant asoaR o'f Sime 'Kwaswaar eeKxd geAkffketaffy rc>ivisiorm of NASA was

tftke sear¢kk foff tthite rc"resemeeec of gAde orm Maecs. Frcfrk# work twv#lvecg bwXef vasats to

that 'faffrmokgs grmstituee, eh£ Y#$ PropaARsioam LasbomaSorkes, ixx geasadena, <:la}ifoxnia.

Wkevy wamted rrwae foge may abftfikty eo desggit asrmd gxkake sewsitave awnalyticaX

kwastwesffxkemets, but sa#xt aftesc joimiwag tkema g becarrwxe ineerestecM in their xtrxetfrxo(Ss

foff detecSimeg aife owa Maxs. X expecteci that tit. # bioaoggcaa exgeewgmaemets would

inave tke same excegXermce that ma foemzzd im the exqaxisite engixxeewing amed physics

o, 'f she ggeL. Xemssetaci g fo"xkd she bkogogicmeg expewimaexxgs axwimaaginktive. Worse,

tkey agmeoss certkimgy wo'wid meot kave worked evexx af Mars had gife. Oxte of the

peeaseiaritkes of koigh techneaogy is that tkee greater tke qaxaaity of the engizzeerixtg

She rrxkowe baanaft ameci trgvaal is fits firmag axse. Such is the assukg nature of prograrrcrxs
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trawasmaitted by satelNte tegevEsiome, aitci so ge was wish the bkologicag experkments

to be semet to Mars. Most of them were ame azaxtomated versiowa of the biogogists

gabowatoxy here oxt giiarth and assgmaed skat kafe oxt Mag"s wougd be the same as

here. The bactexaog#gtsts, for exaKTxpte, proposed semadixig ame autoecxxated

gaborat#ry to Mars. Xe wowid scoop a sample of Martixeme soig and apply gt to a

c"ggxswe pgaee axxct gook for tkee growgh of bactewaa En the sogg. Tinere wewe gmeaky

ffeassoxxs why skkck expexggrmetws cogggd faag to dietecrk ga'fe. Mew¢kmue aife xxxight xxot

kmeciaxcie bacteraa; eveme gf it cggcg tkxe G)Eochemistry fxMEght be cggffeffewt. terhe

expeffgmaegzaS giikagkat Ekmed eet a bewreme sgte. wwveme owa the methrSh kf the expeecRffwient

#fincted oxt a poXmef ice cap ig woexNd rmoe Ezaasve foexmed gafe. X smeggesged ekae igxstead

o'ff so naswowgy foe'waseci azzd wedwacsEowagsS ame. approack, they sry as top dowme vac)w

of tkoe whoge gegmwaet. The sgwapitese amed moost gewaewa]. gife detectgome expewEmewt

wewutd be eke cbeemaicaa aftaaysis o'f tEue 'l)Vifaertaexx attwospgkere. A aafegess ptaxxeS

wokgkdi have aus ntmaospbeewe detefgrrkimed by physacs awaci ehexwnastry kEoxee aend tksc

ckeegifxkcag coExxposiegome woeeEd be £gose to tke ekegxxkeeeg eqeegXkbrtwma state. Bwt ome

a plawwet tkat boece ggfe, the ewgeewaiswwits at tk.e sastfuece wowi,d be obgggeed to use tke

ut#xkos,pktRere as a soesrcce (>f maw gmeatergaas amecg as a (jkeposAeoffy foec wasees. Sas£kx

a axse #f tke aemeospkuewe wowagd chazage ies ckkercixicaX cottwupositiome. k wowidi depart

k7oscsck eqwkkibrckwagy" g'me a way Shas wowid shew thec prcesemece of gatc. swgaxx

Xgktckcock jogxeed mee ifhewa, azzdi togeehex we suxgecr]tsamee(S atgaxosphewic evadeArcee

fr#rceck tXke gmefrawed asscroxeoxxmey of Mars. We comepamedi tkgs evidiexkee wgtla

evidextee tabowt the sokkrces amed si'nks of atmaos. geimeric gases own tke owae pganet we

kmeew b(')g"ff ggfe, meafek. We foemzzd kex asaiong$kgmeg elggifk)remeee betweeme thec two

paameetaffy astmeosgeheres. itwffars pmwmuant ckose to ckoexwwacag eqaxikgbwaaxme, awad gts

ittmaospkeere domagmeented by cewbexk ctgoxgde. 'XNlaee mekeckh's ktmeosplaeffe gme grstag

cemesmast tis affit a ssate of cteege chevaxkcasg dg$eqaskEabffkeema. ffme oasr atffifkospher# eewboax

dgoxrde g$ a gwaere trace gas, awnd ekee coexastemece of abasmeciasut oxygexe watk

wameetkawae eemedi #theetf ereactkve gmses sk#ws, me rmsiax grrkffimite diegweec of chegcrxicasa

cgise(xax.aggkjprfteeftwx, s#rrwketinawag" ixmuif}ewssgbfie oxt a liatelass g)ga,emet. wwvgerm ekke aft}ggendkwat

megterogepme an"kd water of the g:tarth ewe dif'fickxgt So expgasffwa by geoekemeistwy. No

segeit memeoifmeueAies awe pscesewntr awa tkEe aeEwaospkxexes of Mkrs oer Vexxaxs, kmed ekaekgr

exkstewace ixk the wwkrth's asxffkosgehere signaRs tkee geresermce o'f Riviwag orgameftsmas at

the sew'faee. Thece was meo escapang ehe gerobabge coxtcawsXoge o'ff chenvftastery: Mews

was Xgfeees$.

     X"kas wges meot ehe meffws oasr spoftsews NASA waffkSed to ineew. Z'Hkey wewe

geweparkwag at greut expexxse tkke "Vgkimg space exa'Siv to ge to Mars So ffVnd kRfe nmect

ftrkecwc}. weffe we sayixzag theffe wfts xzaowae thewe. Woir"se Skiaxe Sftkas, wec hascig kxse(S

NASA functs to vaew tke meaffgk frome space knd conckode thkt there was lla'file owa

it, sofftzmethiwag tlakt coasrd have ied te eke eritieism of tkee wlaoge space pxogrkgxx.

X'"hey asked xncke, wkaat could possibay be the vkbue of suck a dgscevery? I was

asnregeermtamet awad awaswewed thut X saw great vakge gxe it. They, NASA, laad

asnguetexetioxeagay set axp awa envgrowarceckewt kwa winich at becaffrrxe, for the 'first tamae,
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meaeeffag go ask q"estkoms aboxst the wakture of the Eascth's ataxxosphere in the

coxxtext ehat at was a pgaxxet watk gifo upon it. No oxee had Xooked at the

aegxxosphere thgs way befosg and kad ehe opporctwmegty to see what a stramege and

beaassgglitka anomekgy is Ske waarth. We who ggve ome meaecSh sake for gwameSeci

the sSeady eormstawat ckaegxxacag eotwpositgewn of oasw atmeosphewe. (YExarmges do oceitgff

if}ast oxitgy sR6wg:y comegeawedi wgeh tXxe resaciewacev tgxyxes of ehe gases. No owwe kad

wowadiewedi how oxgff ktmeosphewe cowigdi sremaagxx coxxstaxbee axxd stxhbge ift eomepos, atiome

by bggmedi ckeemaistffy winecrm it ks a x:ervaixtmere of wemective gases. Omee aftegexxoome gem

g96S as thec WP'xx, ien (rkllkformega, whexk thixzakiwag abowae tke eoxxtradicti#xx of ousc

eeqwostawnk baet kighgy asyxskabic kg'ifmeospinere, eke thogaghS caffxee ao mee ime a fiansh kkat

sljch comeseaswacy ffecqexiredi ehe exgsthexrce of axx active comeerog systeffcrx.

     "'rckeme, ff gaekedi arrpy kdiets of eftlick" ifNatwre of the cometcrog $ysteffkk, exceg)t tktnt

th# #wgewxgsffrms owa tthe emueTth's sxRxface weece paxt of it. g gekrxte koxxk

asg;ffogekysficEsgs tkat staws aenescease Sketrc kenet oeetpaxe ess gkgey age agxdi Shkt oxgff Saxrrx

gruas gw#wme itrrk gk;eitrmkxiitosaty te}y 12Zfi% skx'acec Rigle bevgame. X geekXfisecg tft:eat kva ekfte eowag

eecerxww gftkere cr:ifktiglfEdr be cgaxwante megulatkopm eegs#. '1ff'ftxe wwetgome #f a c#xxtroX systeffrrk

ixwogvgmeg ehec wkooRe geEaffxet aemdi gke Egde aspoffin gt wass meow fflitfffferkgy estabgRs, ftxed k#ta

x'way ffxxkmeci. $oxwwetixxEee rmeas thg ewadi o'f tke a960's 'E diascwass, ed tkks adiea witk rcgeky

zzecasc ffkekghboeew gike Kkoveggse Wgggaasgist:g aj Igogdiimg. X･gsu seeggestecia tke meamae Gaia as

ekoe omegy omee megepx"oprgtste kor s# ewowexbfegi ga,wa ecmatitey. Not gowag enfteff timis X began

ee c#agaboffatr.aoem oxk Gagme wfisk tine extrzagmeemee Affxgeffgceewa bkokoasgse, Lyanen Mawgaggks,

tkmeg kas #owatkrmkgecct. asgptig pmow.

     Wkae as (laama`.tv eslthaa is ek'xe meaff:Erke the awac/itewt (Iiggeeeeks ggeve eo tkeaff

go(igcgess otf} eEkec wwasrr"etrx ameafe gs SXzacv rooa gf wffffdis Ekke geograpkey axtdi geogogy. "IEI"beev

g'odcgess (lgaagk was,s kg #mecse gewatXe, kmexXwaEmee affftdi measwturgxxg, bast ags# wwatkXessay

eraxecg to ek:a(.)sev wlao gffax'ksgffessecS. esesage fis asgs(.) ee seffaightfoffwaffcX sekexetfific

ekcteory aboege ahe memefftftza awadi tke oergaswaasmes skeasg knkthbgs gt. A ske#ffy rkkeme

geossaxKgeees tErke utgbRgggy #f skxe syseexx:it a# g'scgasimee tgkec cljgxx}ate aeed ckxeg:ifkaca.U

eogifftgwssEegome so tRkae ekRe Ei'.XzzffeftR as gegwasys. zz ceffxkfoffegebRe kka&)Eeae fow Rfife. A eftxeoery

tkxee ks tesgeebic tzwftdi kzzs ee gesf<)per ffxtn,gkex'xxasggemeg basgs ame me sct of cllmpsevXy eoasgeladi

ee.g'fffeweymtr.kgeg eqkgasg;gomes. Wc/ta d# waos y#e kwaow af fit is n gewod exgeakrrputEowa #f tlae

way oasff gegawaet woffks; eine evgdex'xce Rs onay pafftakRgy gitgkeredi. X seee ies xxkasiwa

vaEmeev mat eft:gis seesge as to gew#vacSe ma (ga'tffeecexxe way t# Rook kS tkite XiilaffSh. A wasy

tkeee 'gicpffces ess to qeeestgon wkkeakecrrp tke go#d off kasffxNtawakawacg as ehsc omaay thimeg tkaas

auwatteffs? Xf C:S･eeame doecs skxfisg ekexx fis xx'waas.sa coxxite beglPoffe ees 'focr we eftmemeos Xive

wEtkzaoeeg gt. As tkc} sc)aermtg'fkc gcweg (,Yaage, eEzaeory geffovgcfies as zzew wasy to gook at sk:gec

Klllascg;ftk. K.k asks w'keew qeecbsg;itoxxs nerm(lg k:kas nEareaaj:gy EecS tro sagmeajflicawag dgscovegrMees.

ur"kee px'itwackples o'ffi Gafizz awe noe waew, tkeey were 'firse proposed #ver ewo
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hexxtdred years ago by the father of geeaogy, Jamees nvasttome. wae said in g79S

"M consider the wnartk to bs a swperorgaxxism and its proper study skeouid be by

g;)kkysaology." X-IiswiseworCgswerefowgottenaxxtheewextcenturywkenscience
fgoeqkecashed abuxxdawtZy, but agse grew ggke a tree aued separated imeto maaway

septhwaste te}wancftkes. enasStoxt's view axe(g <l}kia ggece broac] gemeewag sciemece an[l

aNxxxose imecomgeretftermsibae ixt tkxe oversge)eccaagtise(di scRemece o'f eo(jgay. Gaaa gs an

evoakktionary theewy ehat imchactes the maatewiag waaffth meff}d ttrke oergaxxas:xxs g" a

skxkgic tkgktXy coaxpaed proce$s. Xt is entireky coxtsistene wgtk gekxwarmaaue waatwsurag

sevEeetaoxe. rverine seif recgasimtEoxt of the cagxenthte tawndi ehe ckeecstxgstscy of ske wwagetk gs

eeax ewtewgewt geecoperty that awKses aecgtomaatickggy. maegkggatiozz goes owa ewtkweay

watkoue 'foscesitght oxe pEaxwaagxg axed there fts meo teaeogogy kxkvogved. X.et mae say

tftmat ass a scaecwatast E wk#Xgy reject ciogmaaekc egewtaiexties. X ciome"e kmeow gf araka

kheory is stgkk3 ormly time thwadi evistemecg wiN bgekwag awt ewxs,wesc.

     g have (Sevellopedi <Naga tkdv#xy as kffx gwndegeermdent sciemeSgsS 'ffew'xdiecrk 'Eixrorrwa xt:gy

gmeeoffigkec ees a wrkeer awad gwavexxeoif. Xg as asse'fuX eo c()meseser wka,e ffxkggkae hthve

immegepemeedi kemecg E ergeafS eo worcA< ome ae, efrxawty yeaers tsgo, an ee itsskSvercsity ogr rk

govewmerrxgent gabowaeogey. gt woesgct have beecme akmeost gffgxpossik}ge. "rro stars wgth,

tkeffe wowi(g be meo fuwadis esrc}pwovecg. (lgaska wo"Mgcg be comesi(Seredi xxxxxcftx teo

sgeeeexEkegve. ffKi X haci geersgstedi awadi wowked gme mey Easwack koaxw ew" s,pare eameMe, gt

w#eegd meoe be aowag be'foere X ffeeeived a sasgtrrattxxomes kroma tktae gabowaSotfy dErectorc.

Xrm hgs #fficff ke woaxed kave waffmeedi xrme ebeut my cawe¢er woitgad swaffegr kf g
g)ersisee(S gn so waxtti7as,ftxaoxkak)ge k wesearch topgc. ffff' tkkfis (iga(S wwoe woerk awa<a

obstimaseg:y K cowatkgxzaedi eo wocrk ewa es･aixe, kdv woasgd hasve sasffwamaormed xxxe ragasgffx

axtd stased 'fiffewxEy eknt mey work exkdiawagewe(e tkae wepsutssegoffk of tke diepaiftxxaeme,

and maewe iscepertant his owam career, fff ff wew# Eecky, ke woexRci kave kftmedecd

rcecxsc a gea'ffet ome la#w e# agepgy foff eariy retirseffxxexet.

     Xe is righe eo msk wkaae fis tkae use of (IgaEa theosy? Wkat keas at done for

scaemece? W#eckaemg sciewatgses axsaxaElyjucige k ffxew tkeoery frogxx the wsefugwaess of

fits pffeciXctkomes. By ekis meeaseewe (Saia fesevaxcke kas ked to ekffeee adivkmeces itn

wwkevth scaence sirmce kS$ ixetrod¥eekon. flif"kee first was tkee diiscovery that thg

sieffx}semess ioajgitgee ueffx{:g sasgff)ftxasff kre arirst effamespoffse(g tkwoesgk ehe ewwvixoenwwkermt gn eitke

tf'bowffwa o'ff tkec gases maeehyR godEdie awadi dXxwitetkxyg s"gpki(Me meueci that b#th of these

wewe eke natterkl prodasees of maaR"ine kigke Ngvkwwg at the oceame sesxkosee. X xxxade

thks dfiseovegey daseriftg the voyage on ee smeagN skip froxxk wawagaand to the $oeethewwa

keRxeaspkere amed back. wwverywhewe the skXp saigeci tkese gases were foasme(S to be

geart of the oceawa eemviromemaewat. Before the voykge scgexxtists wroffxgRy assumeed

seeRphaxff amed iociine to pass tkgeough the atrrmeosphere as sea saat aerosoa. Lgfe they

sftacik pftnys meo past Eme ffeg"aaeimg tkite comapositieme of tftbee wwagrSkR, wergazzRsrcxxs suxevffegy

turwa over ekee chex'nicags thkt bgind inoffganac chemistry aeaves foif thercif) to fiand.
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     The second discovery was that tke gong terxwa cgimate of the mearth ks

reguaated by the purnp dowue of carborm dioxide ixx a cowtrogked way by
oxgaxaisms givieng im the soiE.

S,ZicSe 2X. q[Peochexwaicai w.ock< weatkkerg,ng

     Where is oxtay owae souwce of the gas caa"bowa dioxide: voecarmos axxd voacafftie

pcrocesses, wkach bffarmg it 'froffn the ffilawtgx's anterkoff. ce]er"ftxewe as oniy orme lowag

kerma situek for cewboxe dioxide: kes femeovaX froxgk ehe eskw dexkwag ehe weathewg"wag of

caEcaumex sglacatg rocks. (]geockemaises had ass"ffx:ited that weuetherXmeg was a pasreEy

gmeoergazzie process gwa whkela orgameisxxxs played meo pewt. With xx]ty eoaaeagues

IVXickeaek Wkit'fiegd and Aendrew Watsowa, we pffopesed tkat w¢atkexgusg eakes
geXace ast aeeese tgrkgffty tRvaxes fas, teec wX}ewa offgewkfisgxxs taere pwecsewat. OkMxe ge)crrc)positfioxt

was {p.xgeeffaxwnemetagXy e#xx'fXxgtrxeci by the AxzaeffAcame scasewatasts Scftxwax"ezwxtaaxx amecg

Vogk. Xt maeeerms tkat #wgazagsmexs coxntwog ghe abenwadiarmce of aSxxx}ospfrkewgc carboxx

dioxadee armd therefome the caimate agso. Whewa it as coad soia owganfisxtrxs gwow

pooffgy awaci the gegMxxxp diowwa of cawhowa daoxide gs sgew, as a cormseqzzence ca,rbowM

digoxNde bitkiEds kxp ixt ehe agw, awad tke worZd waffmas. Winewx it as inot offgkmeismas

grow tf'ast axedi pkggtr}p dewwxe carbome dfioxkde wapgdgy so as to cooE the wwarth. "ffeqkis

Zs oxee pwoces, s by wbekch the vaafftk cogaMd kkve kept coog armd coxrmforicesbXe kn sptse

of as xe$% gme<effease awa soEaif ftxeat sgxxce giglr begasan. meut Skreffe gs a pwazzge

cowaeexxxixtg tlae woerkkwag of tkgs pwsixzap ixx the pecesewat woerXd. Xk gs kotter meovv tkazz

Ge was fime tXre ftcst age, baxt ehe caifb#me dioxide has imectfeasedi, rmot decreksed, off

r¢maakmeed cowastant as woasEd be expeceed i'f regulaekoitz wefe takiemg place. ffWow
cougd ehgs bev?

     Before g demeswew Ret gxke teag youe ewf tgtse tkxaffd discovery to cogxxe 'fflecogcrN GasXa

bevcaeese gt is geafft of the exptapmatgogek. "Wkec g'as daxxkethyE suagehide kas beeem fowamedi

to do rrwaesch fftrxore tkgen xxteregy carry wwgphasr jftromea the ocearm, whecre s, wipheeff gs

ab"wadawt, to the laftci, where Et is scaffce asnd rmeecied. xegx]rxethyg. smuaphkde

oxidkses iwa the aar so produce n strogeg kcid, maethkxxe sulpkoanic acad, twXSA for

short. This nckd is kwaewme to be a meajer soasfce of the meeecaeaSaxkg pawtgcles on

whaek cgo"d dropgets forgxk. Witkeut tke prodesctioxx ef dixwneekya sasggehgde by the

ofgnmaiskxxs livafftag in tke oceattxs Shscffe wozzSd bee fewer and gess demese cg('mecis axxdi

the maarth wowid be a kotter pga,ce. Tkags wowk was domee iwa coggabowaegozz wgtk

gxxy coggeagaxes Robewt (:hafXsome, Aendk Awndreae and Stephen Warscen amedi

reg)erted an gg}8'F. AgaRft it was skxe Gaaan vkew that ffxxotRvated tke sevarck fof a

c#nrmectiome between the organisxxks giving in the ocearms and cgirr:afkaee. We

womedered gf ehe akgag perodnctiome of dfimethyX sugphide cowid be part of a Gaiaxx

'feecibaek xncke¢kanisma for keepiwag the mearth coog. As evgdeemce accmumuRftted it
poixxted xxot to regaxEatioxig bast tke opposite, a tewadextcy to destnbiAise ciixxktste.
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Tkae strongest evgdextce cmxwwe fwom she chexxkicaE eenakysis of She gce cowes teekext

irm Amee,arcSRcas. 'erhes. e shovve{ijg cgeftwEy efrkat as tk:lte wwareh gwew warxrrxew fogXowgxxg

ehe gast ggacgatcioxx so the quantgty o'f MSA gaici down kxx whe ace gwew gess. Whis

meeawas tke waxegMiew git becoKxkes tke ik)wexe tke cXoeeds amscg ehe hottew ekee caaffkxate.

3eest ggke the caecbon dRoxadie pggzzge tEkere ks k, positive feediback oxt wggwxzaftwag, tk'xe

oK)1:)osgge off cXkff:erxate segf'" ecevgesgaekcsit gma sgxe Gafiftxbe way.

Sggde 3 zaNhe gce cox'e ecectt.-ec..d .off. .C02 axtd M$A,

     X geatfpmt eeaurgy gme x'ifky gft'g'"ec as es scgemegast trhae evkdierxce thast esppenrs eo

cowwthffeedigce ge ekeeowy anxxddvr tcesg ks xxme(.>ffue Rikegy gifg rkge ermd t# covefkg"gwa at. ptIerke baci.

meews 'fow ekaffoxy gieseeffs ks waetgtrasa #ge k,gxteceertasgme evgdewace. e'erine asge.gegeffeffkt

coxxeffa(Sgctaoma eame coxscke sarrxxgegy fts#ma vaewgng tkke ge}wobftewxt Eme thc,s wscowag way.

Kme eft:ge g)x'esewaec gwastamec)e, gf we c)ewgxsicgex' tke gillawtk'p systegme eo ft)ee awa a tex'xkpox'nry

s, tasee of 'faigesece eheme geosiegve fe.eciameck Es meoe ex.waeexweceed, erowas'i(Seff sk,e gast egifxae

yasax ftitmedi me 'fever. Wlaeme as 'ffk:)vexe s,taffths, tbue psc#cesses tr,kae xkorxExmeEEy co#a, Eakev

$wemetgmeg eewadi eg'ke diaRgetitome of ekae bk)odi vesseZs of t'ime $kkwa, eetase eo opercmete; we

eds# geffewduec# xxxoffev keeae by sheavegegmess. rWftgessc uere eegg geesfisgve dee(Sbasc'ks

cgfxeeecaceefksekc of eafisexese. "Y¢t wko# woeegdi dioeebS thae waoxffkrkaggy wec ffergasEmeee owar

'E:)ody aeffffgg>eratware vowy wegg.

     Kf we g<)ok ag eEme pwesexxt g.M.'.,raere;in as a devcin.rr"dv,d systema g;kecme gke fftwsgtgvge

deedbfick beetweeKk cgakx:katc affxd caffeb#gk diiexgdie ggmedi betweeme cEgmamee and cgoaxds

rrwwmek<:es semese. Beee wbeae gs thejeesegffgccataoww 'foff E#okaange citt ekxe ffIiawe;kg tftxgs way?

Wkee 'fiwsa] erekgffMg g(> meoeec fis tkzite eke uelxerthSs cgftwmeeev fbsc it･xt#ss of tBme geuasemetr

ge#fioggcmeg peffgo, d, tkk# pgegOst#cemee, kras beewa £, ogc,g. Osegy a.b#eee omee temeth crf eine

egmee ks sgeeKxt Rwa XwatcewgEaekaEs ggkdv xtow, Morcci)#veff tftfte AmetaercSke gce ereeoffcgs tkge

deposakgorm o'a'" seveme tXgrzthscs as ifwa.mech MSA gxx ekdv gEackasgog} ass. xkow; ame asdditgoen,

gftag-.za cmetfb#me (Mioxictev was Xess tftkaxx 200 pa,ffgs geerc xxxaaEg#rrk kme G)he ggacEag s, tkte. Boek

gks'igc)ss k'maK)g'y xe grmor# thlveendians, orc maoffc vkgoff#"s, bkosgekkeffcp Sk&fi.ca we kmevew xtow.

eweffgkeeg}s tkee s:yseevxme gesuaggy afgcpes rc)ffeg'suw at cook e.gmed the gewes.emet gmeSewggacAeeE,

agehewMgh eomefoffeabEe 'for scs, ks ee feveer as 'gliix" zzs the geEameet as cowacefme¢d.

     XNo tese skaevse gcEemes 'kAfftheff may coEEea.gege Leev Kasxscxp awadi E kave memede

zznxMiexgetsR xzzodiegs bksedi ('}ff} (I>afias a]hcoffy. "rckzaese. ffwaewcieis imecXexd.ed getikrme kafe #wa

tkst llaend swarcfacdvs go g}eszzkge ciowwa carcboit diioxide awaci akgRg gtfowg;h g.xt tkre oceaswa

eo gemeeffaee cXowacS coxvexe, 'We ks,sexmeecS ekkut eke og:)tkwaximg'me gblmag)eratamwe fotir if)gameS

gff#wth was 22 (1 awad thev eptartsrxasatsrft $ea teffcrxgeeratwffe fow enHg'aE grcowtftp g2 ¢. "ff"kais

wass rmot becaeese eeagae kave a dktfercvrme texxxpewaeasg"e gesrefeyemece eo gawadi orgawaAsffx]s

but becamusc.as, fosc geoptkysical reas#ms, oceaxx Semaperatitgres abovo g2 C krge･

assocgated wgth tke forrcifxatioen of stabEe :ayers of warma water fioaeing at tke
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swatfface. Vgehese iayefs sooxt becomae depteeed of me"gtrraewaes meged the aggke cease to

ffoxgxXsh. Oaxf meocieMs pwedigcted the segf xegasEatiome #f egRmaate diasxEmeg tke giaciaa

eooX stggee. X"he pwedu¢eiome of cgoasds by maarimee ongaxtgsffzzs amed the pesmpameg

cSowwk of caerE)ogx dgoxEcge botk exereecS a ma¢gaegve tiseecgback ome wasffxwftgxtg azad kept

a stea.di, y cggmaate. "'urkoe maociePs agso predacted tke systeme to be c.Rose to the ggrrcrxXt

og7 sealt/ ke opewatgogx ameci tkae eveme ts sgffkagg amecrease o'f soaa,w heat coeeEd pg-ecageittaee

a ckxasmege to a wkxewaew aft(S gess stkk)ae cgftncukagc). Befowe affxd a'fter tfexgs claange tftbee

systgew w3s kme geosatfive fkbe(,gbeeek.

     A grEamece ae as sategitftgJe vXblw ()'ff eke measx"tftk gakeeme eo sXxow pgamet gwowtk offk

ske gzzx'xd kwad eeggmaa gtfowtka Rxt the oceawas coykfggrx:er:ixs tkgee demese R,ggai gffowtk gs

ggewafieeci s# shee ascevax'x M'xear ttrke pok.ks, amec'S to xgpwsceggmeg wuteer xeeeaer Ske ecige of

cowatitnewkts, agk botk o'f thesge ffstggoffxs skke texifkpegditatkgwge gs begow g2 ofi.

unsuR.,kg.g...wwe dia=.,. vgew, me.gi gbau)e.f,.ic .tff, skkg)w... g.ge.ffne,e.s,.o.e..,.pmk,wweas.a..lg-esntev..-ww.-c.-ft.g,.

     "X"X"gst liEitffkdi sRkxko.ces bectween [Ig(IP N ma(S 30 S, wXtaercp Sfttae Sextaitg)eweebluse gs

eebove 22 fog" ma#st off igkkev yecaec att"ee eaekeEde desffffth oer ewogeicmeg rawt gic>eree$t. Wes kxxow

tftxae sxgck 'foifesais' theree Kgzzsgae)tie nwa(g <Eo me#t greecovevff igr wemeaovevcg; tgzaey awe uegs(')

eveosystgpftwws thhat aere ffifkasffwagarmss igkecaff ()wxx erdvgEometaN cgkzzMneee armdi w#asEdi toe EkkeXy

go steegamec watk gwacif¢tsskanss tscg:eitgee.ecateew¢e. ifWke RcrAodeSs asmed thXxev evkdemece xeife

c{')wasa$.tex.ks wktk Genimme. sekal ecegeegaggeq>Kx ixk azE:kce g#gtsgg sescxgri, h"s wEekk a tevyykg)owawf

daSgeuedv Ex'k *ke gex'ffsegkt 'gJestveffgs, k wowEd. "IX"hif igscx:gxecgkase easasse <,rf the cka,meg£ tf"worrifta

ggEgkcgag e<p ilmet/ewgEmeefiag wagef; aRxx'eese c,eifaJtagwagy #gke (,)'{r aJkke sffiffxgigEE wegeeEagr c)ftxasexges Rn

tftMe ffttrmargkx9s knceixmeeaocrR ewxt oskag,geg geositeiorm wash eresg)ece go tkito Skksu, ek'ke

]wwfifia,mek:#viteg'k eff'dece. By geseg'ff tX'ee Effk¢grcpase axxk ftkege,e recaEvc)ck as amsaxElg'ic)g'efi'}g eo

eamuse Sgtse Rmengc) cka,eng# fiwa c.)gtiywagkscin g"worrifil Sftue kce kgcb to ekkev kxtzeewggncitsS. X'"gkec

MiRaseekovgekM e'{]'tf?ece was Sitke) sK"ggggecsc xxmpec tkxec pw'firrtsiitcge citaessev o'tf" tgrke ckkacrkge.

     X'f g;k'is geemeffxeea,wy vitew #f ekc,p pffe･sextt c.Rgif'yaas,E;e fis cog"g"c'.tseE; it s. eeggec, sts Skeka] wc'ge.

imewe #k(')sex') xe kwnc'kmeomeexzae ko zzcen gff'ee'mehoitRs{p. gass.es a'.o, tkec meir as'mec'A a'.o wsee s#

xwwgck o'ff sftite ffmatgnvag #<p,o$ystcffms #'S'" g.Exe Ezzffxcg skertflaitce 'fox" e2,gracasgexgre. Moerxt

$ercaoamsKy S.kte e"xxseq"ezzces <iff einese acts, eossg<S. k:e mescmeplA'fgecd kry k.ke rcsgsiegve

feediback of eg'ke systegza, geif}.di. t]Xlke eggftxkEga.e of eitkev coxxkgtt'Mg effmeeeeffy xiscxthdie k.#ttcff thkaffk

ks msuaEXy foerc,)case.

umS.g.i,.{,:g-e......mS.li.....m.,..,,.M.,......c,)..gnvg.nvev..ior.,gwh<>."...gg.S.ge.,s,rmCxw,rva,m,s.rme....,.Q..k.:k,u.k......g,.f.:f'g.n£,,,S.,,s.ww(..>,./.f.ww.gi,Q.,..g.e..{.g,.l-u..w...wwee....g.:Nwa.,...g"..ng

     X saex"t;ecaf! aa:kfis llecteexci. eJ)y pgeftgsRgxg' J"owawwaeys figxeo s.pkce, kxk(i exLg)Xaknes(S ftitow

thgy ledi Se tk¢ ffe-dftscovstwy o'f (Ii}ai.git. X ffeaaise tkkg spacec eex.ploeratiogx wowagd waoe

have hapgeene(,g wheme ks diici hgedi kt waot be#xt foff tinst cegd wew between the szzpex-
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powews; the enorrnous cost couad oxtly come 'from a xnilitary bwadget.

     Space exploration was seerm by poiiticians amed sciezztists as an expressioxx

of their haxmanist cweed. TNhey saw it fts a first step to docryximiome over the other

pgaxeets. rErheir statemewts were fugE o'f krcgbrgs. (:owasidey the vas"ity of the i{Sea of

tewraforrmirmg Mars to make it a secenci heme for people, wkeexx we ewe so few

'fwome kxxowimg how to gkve with eesrselves axxci with the wwartheh. ConsXder the

ttbsAerd exSxavagamece of space cogoxtkes. Bwavado gikge tkeis comes frogvk Shose who

see tkemaseaves as captaams of s, tew shaps, kxx the quase to comeqwaer space, aXways

gookiwag fow the xtew fxormtier, but meffver xtotacgxxg tke trzaess they geave behindi. X

fkmedi sexch g"hetoecftc ima seark coutrast So the words o'f tke brave astg"onaixts who

kwaade thejoaxmaeys to tke Moogx. They saw tke awesoxnve gmaxigtaegesgty of space awaci

how smaHX is tke )ffarSh axxd reaEiseci poigxtantgy tkat it weagly is homae. g recaEg s, o

wellg Wgm LgvegX, owae e'f tke tkree thae waeargy didn't ret"rn, teEXaxxg mag tkat eveme

kEs tkeeemab emaift, ineEd at aifma"s gezzgth, metssked tkec meawtkk wkscan seen froxwa tke

digstawwce of tke Moome.

     Tkao exptosataome･of spaee has aEso ckaengedi the bagaffxce of power lvetweeme

ffegigE#me aand scievece, axtdi stffengShexted the aasehorfity #f $ckewacst Uxe g&s cgaixecft t()

ffxpXaim tke maysteffaes of tkg mearth amed the Wxxkvercse. 'Wke sasperstatioaus amed

diagmeestic side of regiga(.wa gest geckucla o'f g"ts pewex ovex siKvxpae geeggela wkexk Et

beeame kmeowme that auxen kad wagked on tke INxf[oorm. im X.969, when ehe fixst xcrMen

gameded ome tke ifwaooxx, ff was with ffxky 'faxxxigy gma the ftir wost of ffeceEanci; fin those

diays mpwae of tXfke mosS beautgfuE, gekss toaxcked, amed devoeeeXy weaiggoees ptasces axx

waaxffogee. X)wwrgng tkxe weeek tkat foggowecd tkee gagxdaxxge geeopge tfitroyxx the regiome

cageedi as oasff korcyxe apmd askedi was gth tmae tkat Mxkevva kad gawaded ome the maoon. X

saadi yes didi you not ftxeew it osu the wadao`.P They fdvpEXed yes bkst we neededi eo

keaff ge froncxR yoaxnc aips eo kmeow tkae kt was true. Winewa X asked wky, they said,

"We zzeed to kgeew tkee itruth. Wdv wkemt to kwnow t,hat there meme me# axegegs amed

heaveme wap thewe gR the sky."

     Tine traxe vaRuge of thosejourxteys into space, whethew reag ow kxx the crmeinci,

was tke sceveaataowa o'f the wwarth aitci the recogwiSkoww gt brougket tkxas the citkXt of

hasmaxtism as meot extougk. rWhe view from space teacbes that we ewe pawt of a

grekter ewtgty, the maarth, and that eusr sewvivaS amed gts good hekRth affe

ixeextracmebgy enswftgeed. Perhaps igx taffzze we ctsme e.xgeewkd oRsff vaew t# ermcoffxftpass

the knvgex systegwas of the gagaxy armd the uanavewse. Now She wa, ewtk ueeeds oxaec fugg

attexxSxoma.

     X have twied to simow tke xxeed for k pkaneeewy perspective, aKxdi a meeed t#

be eo be sceptical about eke ckaixns o'f bag sciextce. The sciewtific coffxxmaexmegty
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itsegf is dkvid£d and asxtcertaime in the 'face o'f a worad wide decline iwa funds.
Sciexttasts awe human asud for the most part concewwfted with calfeews, pensions,

secustty and allg the pmeeds of iterxodexrm city gife. Xe gs aaso not easy to be

resgeoxtsgbXe whexe there its eeo accouawatabiXity. ThXs xxieawas that the sciexxce

advgsers, who waxay feeN otenyjectgve, are reffectaeng the gxeedis awad prajwadices of tkke

sciexgtific cof}iuekasmekty to wimieh they beaoeng.

     A coxxseq"ewace ks that tke Kse of pxaowkties oftewa givewa by sciewatists

me'emects the ggst of woerkiwag pwhox"kties of tke scaexxtific corcwwmvkxxity, ftot She

pffaorkties of peopge, stiga less the pwieritges of the pganet.

     fMrhis is why wantia recentiy yoee wokggdi 'fiwad globaa dawagers ggsted gn oerdew

of gepxiorat:y as fogaows: ewarst, aga tkzaaemgs maexcgeaw, wftketheer power statiomes,

pwocessing sates, waste dgsposaa of tooxaxbs. Secowad, oz#sue depgetkome, X"kird,

tite waste pffoducts of ckemegcaE igkdwastxy. in otkeer words, , ehe first three pcriowities

are things caw#imeogeangc oer xerxutmegrerRge to gx"rrxmalts, nnd tkixegs easy fox scgevetists

to gyNcasxere. The greateff cikngex 'fro. ffxit greewakoeese gases, poggextants that thffeatext

tine pkaxtet, kgke earbome ctioxkde axxct maethasene, axxd ehe diestffuacSftome of the fecresSs

of tke kamsmaad txopacs, afe wecewat atexxlts ome the agexeda for actioxx.

     'grkkffowagkit <lilkka X seec ehixegs very dkdemezztly. elWo mae tftxe vast, axwgewt, ame(g

certain dasnger cogxxes frogrm the cEearaemce of eh£ tropacag 'fotfests awad froma
gffeemeho"se gas acckgxwauEatioge,

     TXxe hwagxtgd Sropics are a habitat tifoff hgmekams armdi a pkaysiokogicaSky

sigrmificamee eeosystegyx. We are clestffoygeng this kabktaS at a rxgtlagess pace. Yet kme

the g'"x'rst woecki we try to jaxstgfy ekeee peceservaskon of tropieag foreses erm ehe

feebae grouends tkat Skey esre the koocrxxe of raere species of paamets amed xewagmags

eveme of pXawats contaftmeiwag dwasgs eimat cowid cesre carmcer. They meesy do. They

maay eveit be saggkatly axsefuE kffa wemaoviwag carbon diioxkdie froxma the afir. Bwt they

dio meueh meove thaxt thSs. "Thecoscggku Shear eapacgty to evaporate vask vogumaes of

waeer vapoasr, axed of gases amad pawticees tkae assist thdv foffgxxatiowa e'f caowds, the

foergsts sewve to keep thegtf ffegion. coog awad xxtoisS by wecaffEwag a smameskuade of

white refiectiftg cEo"ds and by brEwaging the waime tkat sesstafiwas thexwa. gt fis easy

to caXcasgate the vaRaxe o'f the tropacna fowests ian tewmas of ehe ermergy that weaxXd

be xteeded to provide ehe samae air--condieRoning awad irrAgatiome servgee. k is for

the ggobag tropicag 'forcests $SOO sriggiozz a year, Yet every year we baxma away

awa area of fofest eqasag to that ef Britagn awad eften repgace gt with crudff cateXe

farms. Wnaikge fatfmes inere kue the texxxpewate regierms s"ch fascrcExs vapidiy becomae

a desewt, meore trees axtoe felked and the kwfu1 pecocess of bumaixeg away ehe skirm

of the wwarth goes on, We do not seexxk so reaXse ehe darrxxage we do. When we
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destroy xxxoffe than a 70 to ge per cexxt o'f a twopickX foxest the femainder came xto

g#xxgew sasstagwa she caixrriate amad tke whoie ecosystema collapses. AS the presexkt

ffate of c}.earaxxce it vvkgl waot ioe geng befofe ghe 'giOffests wao gozzgew Exave tke crftticeeX

maass they rmeed to sustesim theswftsefives. Whex) Shey vaemash, the bigaiome pooff of

those regions wigg be gegiv wkthokgt support. 'Wkas is a tkmeat greater axe scage tkame

a ffxxajew nwcaeaer war. ffmaagixte tine kuKkkaue s"ffeffiwag, tke wefugees, tke gwakgt amed

the poaitgcaM cowaseagaxemeces of seech eeme evemet. Xt wggg happege at as timae wkeex we

kzz the fkmst wowld are batSikxtge wkth kime segrprkses kmed dksasters of tkee greewahoasse

ecffect gwtemesfifieCg by tkee evxtma keeseirrxg fromxk tke forest cgecawawace. We couScg k)e

im wao g:}osieioff:it t(r) ftkeKg).

     "rrkke geogeulntgowa of the wwarth first exceedecd ewo bglgkork kwa g930. We kavev

simce eE:kege, nt oasr pwesexxe wzzy #'f gade, takstxt fiww#eve frome thfrke meawtk thawa gt can

swwpply iEx the gong teerme. Omece we passect five bggXaome, tthe measfftk eossgd xto Xormgew

szapgeoect asag of gks eveem af wdv becewmee wke#ggy veegeszzffiaws a,wadi shnved oany food

eagkxaggy. As we aece uaErekcil:y S.S e:)aggkome tRzaevse ca,g¢xkaktaoxzas, takext 'g;rome the Woffll(it

}Munger Pffojevct of tke urmekvefsgey o'f Rimodie X$Rewkd, are hawdgy ckeerkwag.

     fff we cexuthige"e to ptthcev ehe go, #di off maaswakgffkci ms she 'fiffst atexath of omuff

gekagosogekg¢ag agewacia, asmedi cometgwaase t# kgwaoife the wwafftka we shalg seee it passs

SkscogAgh owae ef kts xwkajoer kgstoif'icag tfaswasitkoxxs. We, ites 'fix'st socgasa imeeegXigewat

sgeecges, wgNe bge geffavggegedi so be botk the caeese axxdi ekee sgeectaeoffs. Tke

gmemesitaon gmameiwaexet ks a cgfifftytante ehmemege at geast as grekt as tJhe ckesuege 'fwoxvk thec

Exese Ece mege axrmegll meijw.

     T# ggve yoKk sofferke gdea of titww ifif)agwaiSwadie of tkge ckuasenge ahead Ret ees giawace

toack to the dievptin of eft}ee Easa glacgeegaasrrk, somae tffwas of tkooassaxxds of yemers ag#.

X"frkgts.en the gkacaevms ffecmeekstd mes. daw soasth as ga&aSaxdiec 3S kffk Nexth Amaexaca kwaci to

egrkee Akx}s igza emExscogee. rff"kitst sdvee geveE wess ffifaoffc-.ts Skmeme gOO ffwaeeres Koweer thaxM meow,

eemad thgscefoife asrm. xewea of lasudi as gaffgge ns Affrica was abovdv wke£w awadi coveffedi

wEith vegesntfteq')ff]. "rrksu ercgegcs weff'¢ kikev egmc/b wmerffwa Secwazageeffate ffegi#gks asce xeow.

Xffg xefiE itS wees ra geaegesgwaterr K}gace g# Rave ()me trRxawa x'kow ggffxd ekecere was ffffxo. we geemedi.

     Mvao kxx}dic･ig..xstawad what fis g)e, /t(>we Ks$ ixzzge.gRmec? a, kkc?.at eegxe, ass xxwawach wawma#f

tX'kagk Rxow ees tke gecb age was coogeff, rffI-eg:gritpeeregec'eqsece$ kmedi sea aevcts.a 'waRK egXRwab,

esxkeftE ewevetw.engRy sime wowXdi wagS be tc')scRdi, Ece {'rec, amcE as,eA bexS esmeerec"ogwaismbke.

Xt'X.Hvemetwnggy knay b# a aomeg' tix'rme. anh¢a,di, ke. zzxggll'&t me£vefi" hgkgepcrm to ehat extewae; wkrke

we have So gewepase tf'k'>ff meow ase the evgmets o'f the gx'azzsaeioxt issegC evermes that awe

jasss, aboeet to begirt. 'X"kr¢se affe gRkeRy to ews saxwprcases., things gkat evvewa thee maost

dietaig¢d of big sctience x:ifxodsls aso noe geredkct. TkXnk e'f the ozoene keoge, tlaRs

was k erekR susrgerase. W"he rrMtose exgeecwasave cogwapasSew maodeRlang memed maormitorciwag
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of tlaev makrtk's ozomee llayer faaEedi to see off pewedict ftt. Xt was seema by observer

loekaifkg at the sky witk sXxwapae gnstresAxkewts. Skgrperase xxkeey ccxxxe$ as cgixwaatic

extffemaes, ggke stoffffwas of gffeat ferociey, or as esmeexx)ecteaj:g ata:meospkxewgc evexxts.

Natuffe gs meoen-Xkxteasw amed xgxtpecedgcSabke awad axevesc rcxuowe se thagx gpm a ff}eeckadi "f

tragxsAta(])xt.

     Wkgs gs aan oecasgoxk wkeme we casewxxot agok to <IYaia fosc hegp. gf the pffesewt

gxxtercgimcaaX warcffxa perEod eceaEEy as as phaueegeett'y dever, wdv skoasXd exx)ect thitt the

system Meft go ktsegf wo"gd be tt"eiaxaxtg gneo ges enoifxanag coExkfortabXe ace gge. Bexe

snck welaxtwkowa waay be gmapossgbge becaasse we have beexx busy cremoevkmeg the

skXwa of tkee wwartke fog" farffcrza garvxdi, espeeawiXy ehev trees uezzci tftpev fowests of thee hmumekadi

troptcs, whackr othewwase ewsc 3,maoemg gke ffxxeaens 'fosc fecovewy. We agso aswst

asdidimg vast bkaaxkecS of gweewahokgssc gaxses to the thgweasrky fevewkskta patieaxe. Kw} these

carcusffxxstneemces (1}neXme ks ffxxeeck rtwkore gAksuEy to sh"gddeg' amed mac)ve #vew to a gxew

stthk:bge stute fXt 'fow n <aktffereemg axx(pt twoffsu ax'ueecmeabEec G)g#ta. ffe ()osukd be maesck kootter

                                                                s
bene wkwtevecr kt is, meo Songer $he coewkfeweasbXe woifS,d we kmeow, Tkmese

geffedgcstiomes are whot fgctgoxxak di##xzz scemearGo$, but wwaeewrm'fogeeabgy cEose go

certxegmety. We have agffeady ckanged ekee astauwwsphere to asme extewt ewzzprecectextSect

kme wevcavmet geoX#meacak Xzaitseorcy. We seegax to te)e dffkvwtg ozzsc K:}oahatkmeg cgvkakzatton

ftxscedgges$gy dowft ee sg#pe gwto k sea tinat ks ffasagxg to dffowme us.

     eff"hese ggoogxxy pffedaetkowas wieS, oxkgy corrier}e Serwae if we do rmokkakitg go

ifecogwagze ekeaS oaxx" pgxeenet gs nt llekst ass Xxxkgeowtarmt ks oeemsegves, "Wihe futwaercb emow

diepgemeds ome didvcgsgowas g:eckad# agx eheas key geasut of tke w#ffRdi wkeffe tke sasgegegiges of

ewaergy awad the dievekopk'xuekxt o'ff geckwaolog'y g# (')n Rwaost x"gepidiky. We dftgeexxdi

asg:pome yokk ftxewe awa tke waassewme ifr}anert o. f sh# Asgaxx comtgmeermt to (igEscovew kkow eo wasse

emeeffgy witkokxt kaffffxegxtg thsc ffatfth ew}di so wfiekoitgg dessffoyaxtg ompffsegvscs. Xwa g;keis

scecspect U seeec meeeegeaw exxer"gy ees gees$ dggme$ggxtg t# tkst wwnfftftk tkaxt tExe bemrrrkkmeg #f

fossag fueX.

     X k}eeve sp#A<ewrk ass. asme awa(S#geemediewkt $eRc)rmeisg. Bwae X eexx} fur ffizr(>ffur:it hegmeg

#gktsftdee hwsmeanme cowncc}gwws, ff wgsh a'.# sch.e rrrmy gg"xexxcichggdffeym gscow kkge gwa n w#erPdi

tgkae kxas xe ffmatwaffc/b foff tkexrm. Nevek"eR'xeeRess, Kifity CEeta(rkitrrK:kegree kJkges eftkrax$t ome wwxe tXxe

vncmegvat geositg;Zozz #'f ne "'erwactes asxxgoxx K"epac.Mscvmetratr,gvdv. twfiy maevzzg&)ews eeffe asgR gga-'e etgrkew

G;hexexx k'fteemo.anff'Ms, ftffk(.S fixscitg;gcges, tEke baceew"itas, SXrke w(/,kxscxes eeK'rd SXEev aess ggtre]macekvdv 'ffosffwas

of gafe. U' htave e;# (:ge {.'kis bdvcaseNs.¢ tkosrckk ueffe s,e rrwaxitMtzy wX:ito sE;)eaRgi ik.)r xteeogegec kq.NS

$o few wh# sgeeak tk)f egzaek'mu, (.)xt whok'yx sft'xee geEew'keg ca£pewacis.g muko, ffec tkthme gg) (.g.(.)#s ome

'asSe

     g.:;ff(]pxww a'way gagpoftemetc'}wy gffk tkae XIilmegXgsftx c:oue.antff:ysg(zile E cEgxe ssee Gkkev seaers uet wnfigRrkg;

asemdi tke m, aUky wasy, Mrrk Sftxe cigey same ff caffM hemff tkae biwds gexxci sxif:EegE the waasth.
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To see, to feeg the waarth this way, to thkxxk og'- it as a aiving organisma turxts okgrc

hearts ancS minds towards what shouEd be our prgxxxe envirogxmentaa cencerme, the

cafe knd gero¢ectioxza of tke waarSh itseg'f and espeeaaaay of the fowests of the huxxkid

tropies. Xt is enot enoasgh xneregy to be concermeed for peopge. There is meo tewaaxffe

foy aenyoens oen thgs pgaxeet, meot evexx a speeies. fff we do meot recogaxgse oaxec

mesponsibigity te oux" pXaxxet we xnay not eveme weacXx eur aaftottecg spame. So iet scks

be modewate im our ways armd aaxii for a worRd that is healthy, beaentgtfrtgl awad willa

rexwaairm 'fit for oexr gramedchikiren as wegl as those of our partfters ixx Gaia.
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instemutional co-operation fbr the scofle and yeacefixl use of nmeclearpower

                           tw!mes esZtx

                        Direcgor Gereend
                2nteswrmrwag two??eic menejw Agen(zy

opewireg Sessiesye, Arevaeent eoptrerece offtwexce Atomendc Wndesstptnd thnveme

                    )ric)kohama, M4 lvnt X993

hadies and Gentlemen,

      Xt is a great pleasure and honouxdi for me again to address JAIF's A.nnual Conference.

                                     'X should Xike to share with you some thoughts on two matters which are importamt to al1 ef

                                          '
us and which are at the centrec of the work of the tu'."A, namely ""internationai ce-operation

for the saire and g>eacefui use of nuclear pewexe".

                     /

      Oux societies willX anot amept the use of muclear pawer uniess sairety in the operation

evf yenctoxs xxnd ixt w2kste ciispasaa is high. Xe is the wespansibilii,ty of the xxuclcmu commounity --

 scienSists, exxgimeeers rmd reguiators -- to ensure this. Since safety ix)ust be ensured in all

ooesrmtries usimg nucleaer pewer, interxiatioanaX co-opemation ax]d international stamdards are

indispensabke. The imtcryxatieflal Atomai¢ wwnergy Agen¢y is the most impomaflt inter-

goverxxmenwi instrument fbr achieving this.

                     cSL(yKa.eigE-teSl SKAII
      Our societies also }msist that the expamsien of suuclear pawer in the world pti3it not be

amorTxpanied by a sprend ofnuclear weegtpafts. 'Xrhey seek gwaraxxmes that au uimmium

and plutoriium be isuterrmabonally controlled and usc}d only for peacefu1 purposes. in this
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respect, the KAvaA has been given a crucial responsibility to operate the central oontrol

mechanism - the international safeguards system.

      Both nuciear safety and nuclear non--proliferat.ien present us today with a number of

vital oppartunities. They maust be exploitex1 to tlie full. X£t rne begin vvith safety.

SAesscWW

      Xt is strewige that rnkkch of the public discussiofi of nuclean' pawer oontinues as if

gxething hadi happeixed to rmaclcbar strfety since the aocidexxt at Three .Mile Xslafid in X979 Emd

the disaster at Chernobyg ixt i986. And yet we know that saiety is continuousXy being

imp, roved and tkat these two events $tirnuiated a hosg of ftew aetivities in the skfety SMielci:

ncw convewations on eafiy warning and ewaergency assisrmce, scevw measures for filtexed

oontmmeent ventiwag, fi,we g)r#tecticn, tmining ef personmei, etc. We koiow, moreever, that

maany of these xxxcmsures ewe emeww beisigg igor}piegxigezxted ome an ixxuexexastomeaM basis. gt Xs true t,inat

wisks eewx xuevew kree x4ajrdwac:igrdl e# xei}me, but it is passitsXe t# (Seaxx#nstxraLte tw Strx¢ gewabkic thge gemegxc:}ss

which kas twn kTkade. 'I7hee grwtucbostx kx outagew agad im wadiation deses So perswwneE axxd tkie

imcermsixtg anvasmaabkaxty ma testixyMoeny e# e:metteev ifwiaix'ktexxtheeee, meoeek crgezzabXec opemarkoxt and wtew

meClem paWexe

                                                "PqNvVe tf
      Xe am be axot{xi with saetsfuctiome thas eivxx xxkwiemrl#pamastome ix] the past year w&$

aecideewae--ffecee, bwat ie wexs wa#t - asff eeurs{} - kracicienttntikee. None of the imeicieaxts was #f

                                                       Teqc,lrbe
aiamgzg gerepacrtievpt$, but tgzaeme wewe sestewaxs evstxkts evm at mm ]eewwf'fig"rllilt. Pewexsb"geg ixx

Rasssia, foff itxtstExamc,c}. Kffu gzzy aswrk osaxntry, Swedexx, amci im Frmee somg genexic wane$ses

wewee detc)eted amd wegxx¢(Si{xS. "mekexe wewee also incideifms iza Germany and heme igx Japan at

ysulexsshifxea. AXthough aii of thexp incidents aStgeaceed a goo<Z deeX of mati#xxaX affzd ixxeefmatiozaaa

attentiewn, it shewuld bec stresse(S that the safety checks and safety systcms funcrkonee as they
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were meant

vigilance.

to do. At the same ttme we are reminded that there iS XIO IooM for relaxed

     wweq "r{ffe recent serious incideftt at a feprocessing plant at Tomsk in Russia

is a reminder that sectioms of the nuclcxu industry which have xxot beefi subjected to the fu11

rigour of public amd ifiternational scrutiay rremain patentiat areas ef coneern. Axxy

inadeqwacies in militgwy nuclear activiwhes will have the sarne harrnful effk:)cts on human health

and the eiwiroftrnent as iwaadeq"a,cies in civiliam programmes. They wilk also have as

damaging effect orm perceptions of the safety of tl?e xtuclear imciustry as a whole.

mag

      k is most imporwme to be able t# coanvey to the gezxbXic an accurate idea of the severity

of aocident$ er ineicieizts - se that ewad we meec}d a "EiXkcheer scaie'" for nuclear dvvents. X ame

v¢xry pXci)aswi to teil yozz thae intr(>ductkon af the Xrkee rxkatiomaa Necicar xxvent Swie ewms),

am idien whick was advamwh at thee XAwaA axnd whirk wa$ dewgSXewpe(gjoixxrky by the MSIMiiA in

Pwhs gmdi c,he IeeAwwA, kas pruved very keeXwfuk dw

tw'nv ime infocrmaimg rkee gewhlie ww iffk an axnderstmdabXe xrway alpout the

weXad.ve sc}veemiicy ewf suck xxuclcvarc evewats axtci thus to gelace thexxx iri tkxeixr perewpef pefspmgzkvdv.

ues i$ gmwifyixtg that forty-sax ou{xwatwtws - incXaxding Jagegkxk - exe gwww cooperastizzg im thee muse

of tkie senXe fow xuaclcaw pawer pXarkts. "]Ike scaXe kas macved ont off its eest phas{: iento

$ystemaatic, routg.ne appXXcatcon, gmact its extensi#n t# nuclew faciii.ties other tkxewx pawer pgamts

is beigxg ooyxsiciered. Xt woaxXd be zamercntistic va think Shat tkxe Xrwme would elixrxfixxexte thc

sensatioxtali;?metiome ef suxgcXafeewr stvents, kout &t Xmast a good tooZ now exists to chamcmexizc} thff

gffavity of events ot- provided, of oc)uxse, that the wma t# cio ww is there.
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Safety Servgees

      Another encouraglng development is that the var-ious safety--related expert advisory

services which are offered by the IAmsA - known by their acronyrns like OSART (Op{erational

Safk)ty Review Team), ASSET (Assessinent ofSafety Signifiamt Mvents Team) and RAPAT

(Radiatiewn Advisory Protection Team) maissions - are being increasingly requested by plant

operators and Member States in order to bolster their own national effo.rts. Although these

missions are sent only upon express request by individual couritries, they rnay be expected

to oontribute to high safety smmdards intemaationally, bexwause they represent the state of the

artandbecausepracticallyalXStatwsaskforthem. ', '' ua}ts'

 :wmms.M(ua " ' " ce,Sl,oveni theRepublicofKor

rgeFti:asi:l;/;;:Aill#l#ilovakia [li?lainMak,ili]l'l:mab',rill[W

                 s

Nx#{･hica;il-Bwalgananfrcf-Ndvtherlands;-iE2fith

 '

a
,

NwadvEewgy Smeffeey (:gwavemagfiasme

pmdwam e ･
re/gpm:t for' aboxeaXXy wcmogni:med staxx(2ewds, bkgY eeir u

                       /
imentwuISnygetuverx/Trfrem/;nvWewt?pmYiiSZYmaZcim

k

e Xttw

lil!iiiltndg,e

          .s"ihs tut'esteekT fla･!tk

                t that

tke time meay be xipe tge swcevk out a Nxxclew Safsity Convention,gwwimmx

mmenswauustwmewmmenvntmetmpm By
                              wi'l)
adhevimg eo siggch a convegwion States ut demonsmate tlxeir coxTimaitment so gm kxxtwrnational

nxxclex safety standard. At thg same timae the Conveneeon wouid dexwnettswaee to the publlc

that theme ar¢ ifitermationai safety norrxxs that have vixXuaiXy global amepamce. Whexe is no
        hm-matumatu

question ofrepiacing nntional ffegulations and mational respansibilities and gererogatives, but

wather of oomplemeneing these at the international ieveX afld oonwibutiag tw intsrxxatioxxai

O-5-4



transparency. The scope, contents afid nature of such a convention have been discussed

among governments for some time. The norms to be 1aid down must not be so general that

they fai1 to offer specific guicianee or set specific staAdasrds, nor m"st they be so detailed that

they becorne a strziljacket. Much will depend on the arrangements which are rnade in the

()onventioen fbr implementationtfor instmce ths'ough peer revievv of the parties. :Hhese

arr/angernents might permit procedures for dialcgue and persuasion.

      So far there is only a consensus that the Convention should cover pawer reactors. If

the Cozzvention now being discussed were, ilt fact, te be limited to power reactors, it seems

evident that subsequently other nucleax' insta11atiofls and activities should be similarriy covere(g

- notabXy waste dispasal.

Nmeew#eeme Saffety kwa im uawadi Cemegmesc gi;-gmempper?

      (>sue regiozz oir thee vyerZci oofltinugs to give rise to 3pmiai copmoowrm firoexx tk}e nvXeewc>oint

of enaxclem safety.

      States in wwastexrn ewgd CenterwaX asurope and s#me of thosc: that fommewXy beX#nged to the

S#viet V'nioxe acrev wwestiirtg with a four-foXd problem: bow eo meeet curxfent ciewmewytic evmergy

xxeexits; how to easaxre ige that ewmatext that their existixig suucXem pawer piarftts functiome swfeXy;

wha#e do about compiedon of unfinished pXamts, of whicla theree gxree about 20; amd bow e#

pXan and finartce tkeiw futuwe energy secter, including the nnciex oomponent. AXX of this

agmimst a background ef seveme ecenemic amci othew smains.

'rche dies>e.endefiee of xxeost mounwicpg iffx this megien ofi nucXear genewatcp(S eZecwiekty is

high
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pt.ll:pm%' hoEff,'ii[ll.liioiil.llewwIl lli. someEwwrtf'mpf;areaam,llilSIIfiilliiillkllllillw kmuwwmx..tsttati: il:ec1 illlllllli]Iltl:Iii[IIIIIIirmx:x",g}xlXl'9itrthllilliilge

 It is clear that nuclear Ix)wer is and will remairi a substantial provider of electricity

 throughoutthisvastregioia･hetwffsiflwa'buaj; tw{mandtlY"dnen 'pmillk)

  blteh-imees- wmmbruerempowdv tmrwwwdeNww
   ea s. At the same time it is evident that acceptance of nucleax power in Russia, as

elsewhere in the world, wikl be ctependent on the safe amd rel.iable perforgnafice of existing

reactors and the public's regaining ofa eonfideiiee that was severely shaken by the Chernobyl

aecidefit.

                                hqveq

      Mxisting Sevietdiesigne(g yeactors 'dwmp a vuriety of shortcomings, i.wa sorne cases

relating to desigfl ami operation, in others stemmi.ng fr#rwn the qzgality of rnanufacture amd

oofistruction. Irt sonie rare ifistmces, as ir} Axrnzenia, decisiens have been muen to close an

operating uait. Koweever, gn vgew of energy shomages;, wee can expmt that tkke remaincier -

X ewwa utkixig ab"ut somaee oo waxRgts - wigi im a3i EikeiikoocZ conimwaec tew ruwa, the okiest amdi maost

probXezxeatic foif a Ximited fiurtrxlvew "f :yeews, ottrxeers; fox a Zoxxger Sixne.

      {Xithere is flaktiraEiy a strasrtg isueefese axx nvewtgmaci thsc vv#wZd ek]at thme fgafety im tftxesc) pKants

be streaxgthened without delay. wwe (I hemaobyg disastew keecS to a xxxometoxiesm on new nucXew

p#vvex coxxstructigezz in a grmat xumaber of oouwawies and ewxy xtew sewere aecidenS wouid reduce

prosp{x ts foer ex rtucXeew mevival. "Xhis eewaeeeran i$ ax xxatume1 basis foev suissautial assistaxtce to

toack the ethwts which xhee Russian and other goverwattments ixE imt emd Cenma meuerope asre

makimg. Thee pressimg nexut for cogwagewehensive $2kbety asscDssxxxents, axgegwacted safeetrv systescxks,

impwovcrd "gwerational safety and strengthenexi ereguXat#xry #vexsight inEms been fecogrxkzed for

seveEral yeaxrs. {Xthe maA kxelx)ed at am earEy stage with the safety asscessmaent of the 440/:!Z30

WwnR reactors in Bulgaria and tke W#rXd Association of N"cic}gme Opcpxratefs (WANO) has
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been giving practica1 help in that country. There have been valuable bilaterai orjoint

initiatives eisewhere, notabiy through the Group of 24)i](ISItS(niust regret that the organization

and preparatiofi ef assistance has been far too slow. In nxy view it would have been to the

advantage of both donex's azzd recipiefits if rnore use had been rnade ef the XAfiA, whick has

a iong experrience iri giuclear co-operation with }last and (]entral Huwope.

                                                          tbexN,oNt'vanyeq k}.,E{llr-va"ersikl]ls:wut.ItX:h<

      At presefxt ie seems there will be a blend of bilateral axnd multilatemal ysrojectM/2be

Europm,xfl Bank for Reconstniction and Develepaient in X-K)ndon tws-lveefiwhgiwwtrwhw{}･masKgnt

-Sas-ma･S-aNstvediww}bemetwas-dvrmmaatenfim.rkdwma, -whh･･-SXme･mx>dfl-ewkutgeswr&ffxxivrg

suttwtw-moimifXG-24,K eqR the xiurolx}an Investx'nent Barik in x..tzxemabourg.&f}tw!)ifmiffrg

pmamo"vwi-aawith-me{e}iev-mmioma"-tw-tmwhutew-mewitmptwhxan.meuaashe-WZexld

ximlagwa...wwskeinms. "-fg"'"mc"zjrren "y"w""eswaRsesyXasgmhrpmerfewemi7gy"sungop{ikoR{}--fenpte

      Xe is gmatifying thtw thc)se igxitiarkves are gathextizzg xxi#mstmetwma, for it gs high tixxxe to

mevee firmpma the stagee ewf thev irfterkwsmeecmble eex;inmicai visits azzd st"dies to XxzzgeXemaexttati#rm #f

gewaetricaX ixaxgeffoveeewaeemts at the geiaxtees. "X"ka¢ necexgsary sextse crffpaXiticaX witg gitffxci ewgextcy zzwts

So be maMftt2itittexX sew thaig thdv werk cart be given new grxxpatws thxowagk th# wwxt G-7 suxffameit

maeetixtg frmewe ime jg'apenxx gzz [S'kxiy.

      ff easu nssmewff yowa that the XAwwA is eeyisug bewth by workgixxg wkth ewetrxegy ewganmeetoas aske

thee C?･-xe4, ag}ci gkuewtgk kts ewk geffogwamme to assi$t Xn tkkee gffoerts vvftrkch ewxrst zz#w zzxxcterway.

Thewiks te fixxewxciaX $asppart, maetabXy frofwa thev Yageamcesie Gasvecrwhffwaeewat, thec XAmeA has gmeme exinXec

te cersy tkrokEgk ixamdex)th wafety nffxxkly$es ewf thee eaerXy gexxeErati#wa Sc}viee--ciesigxxexg Pwas - th¢

wr.R 440-230s. Xt is our ix]eezzti"x? to extenct our em3iytiwi wewk to covex tkeee later medeX

PWRs -y the VWR 44:i･O-:l2X3s and the kO(>Os nypp and tftme R:Ei$wws. ()ur esselttial usk is to

diagwaoscz) shortcorcisugs and assess ixxxprovements wl}i.ch inave beeewa uemdemekem. We caxx
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mobilize impartial and cornpetent experts to do this. Decisions regarding remedies involve

peg::'
liilllll.ilS.tilil/ll.,mm1/..l.Oge.i/iur:err,¥'xek.ntgg/whg'wia,M$".il,il,]tli.Illl,,tiiili.em,S:/eil'tiii.I;iiiifi.E'iy,i.agilli'ii･[rixw,gl:･eimIReet,nrkttw1.i:

ar.'ga,2',e.gy¥d}xM ,K.llj?1.gok':zzts ,,-j/k'X,X･io,l"r :yOw'::; iK cax"?, "Eilill:,gW., pws,IXiO:"tF",eX.:,:,.

as" }-thropwafTwcounrmesmestreptnwhgYHkning61rimsafetW

     Xn conciuding my rernarks on the question of muclear safety in East and Central

                                     "(kqt }-rvqilc"2Q .

llurope,letrriesaythatduetothecentralize(Sorganizaon eUSSRmanyoftheex-･

Soviet States nee<i assistmce to bulld up their ewn nmclear safety azzd radiatiome protectiott

                                   .. :uea

ofgaxii:mations. As to the pawer reactors, iet us mot overlook that nobedy lanows them bemex

than the peeple wh# have designecE therx} and have beesu working with thex]x fox yexs. Tkxey

  ev-ts cpV$L;>Stm7

waee(i assistewxce to overcomaee thee relative itsoXatioxx im which they have vvewrkexS; they waee(X somee

sophisticated armci higk qtxality eqtxipwaewxt; they neexg oomstrk;ctivst egtsicte oomerxxeaxts awad

                                          g[e'$ kA zat$o Aspt et,ie te tseti mp..Z.F"pat

assesssxaent-but tk]ey ciewa'e xxee(S any patrontmg attitwcies. nuclcaer safety

amrtot bee liinited to the ex>emetion of xxugi{:)exxr pawer plewms, VIX'he hewsgxrds invasived jlxft the

esperatioft ewf ewther facmaticvs im thew ittgclear fueg cycie, inckociing xepro<mssing piants aud waste

treatrnent eentres meust be assessexi amd taken imto account. IIxx the kor'xner WSSR xxx#st of

those facilities were operated in restrictcxi ewreas uncier mititary autheriey. 'rme px'esent

esperm(bss and tmsparency of the Rwssian Wederatioxx sbo"Xd help te increease ce-"pevatiavwa

with the XAwaA in these ewems.
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}mpL"wasggrfiiteg ncxc#gsfiveXy eweacefmak Wse

      I turn now to the second aspect of my remar'ks, that of ensuring the exclusively

peaceful use of nuclear power.

      Controlled nuclear energy was born in war. So long as nuclear weapons rernain

stored aixywhere there rerraains a risk that the rnushroom cloud will be seeA again. IZIven

when the number of nuclear weapons is rapidly decreasing, as it will do in the years ahead,

there is a xfisk of further countries aequiring such weapens. As inhabitants of this world arid

as protagonists of the f>eaceftxl uses of nuclear power we have a stxror3g interest in nuclear

disarmament and non-proliferation. Nuclear pewer maay owe its binh So the development of

                              rkt thegc.weza･}on

nuclcwar weapens, but thetw oofitinued existence is a handicap for ftuclear power.

      Four recent developmems have focussed interestpatsam on the need to

    (x)-opevate irx psevertting the spread ofnucleaxr tecimology for military purposes. Fixrst,

the ciise#very of how close Xwaeq mme to sxgccuess im sgecmet!y cieveloping a rmcleaxr mixxtaxry

capabiXity; second, the efgcting of the C#Xd Wagr, which gives hoi}es for a worZd in wXnch

x>eace is xto lofig¢r ctelx)fidieng upafi a balamce ef twrrow buS iwa whieh the dissel"rkeme of the

formew Soviet XJnion is als() xaising $#Me feckrs abont tkxe wiekhog evnt of xxncXex mawemial and

ktxow-how; third, thee rexnt events fixt Nowh Kegeea; Xastiy, inimrest aud ciet)exme have beeme

triggewed by the growicr}g quantities #fpXutemium, winether seuateci ixa the peacefuX cycle or

rec#verexS thxrough the dis#Mamtlement #f n"caem weempans.

      Before cic)aling with cackk of tfrxese problserns, iet xxxe fiwst stre,ss that there is a good

dc}al of pasitive mews. The eencl"sion by Russia ermct thee Kirgxitm States im maerly January #f

the S"WmeT{nxe Tereety was a major achievement, foree$hadowing dc eg} cuts iwsmategic arsenats

ozz both sidees. &

O-5-9



ammeAg-af-aguegnenf-amhcemoma-ts-inop.gsself".ssmaskupttei Everythng shoukl

be done ;g}ivth&-moflttwah{rd to help efisure ratificatiopt azzd implementation, including

finaficial and technical help needed for the dismantling and recoverirag ef fissile materials

from d{:)activated strategic wealrons. I know Japan is arnovag the coufitries 1ooking closely at

this questiorx.

      'rclxere has also been a welcorrie mowatoritkm gn nuclenr weapon testing that will last

at 1east unrkl this stxmamer and pessibly beyond. We mtxst eertainly hope that agreement wiU

soova b¢ {>ossible owa a (latee for a complete hak to nuclc}ar wenwx)n tests. Agx'eernent might

also be achievable on a ctxt-eff an the procSuction fOr wc)apams geueqpases of enxiched kiranium

af}d plute!xium. These tw# krknds of agreement would be stwong and encouraging signals as

we appreach the Non-Proliferation Trenty Review Conference due ixx 199S, at whjck a

decisiort hns to be rnade on extendirxg the daxratiome of the Xaxcaty. Orme of the persi$tent

                                                                           rTh                                                                rfeq erl'ede< ts qg
criticisxeks ef the X"reaty ien the gea$t has beeft thag tkxee xtucieew' ""inavee-xt#ts"g kavee maS

ekei:r substarmtgve ocpmmaitscxxentsgwhikec Staws g)ossessix}g emucgeew wcapams kiavg omely gi,ven

geegeeeffal promises eebokgt disauaxament xykemmuxes. Xf thexge pgeoax:blk${bs twagrifk iff}t(b speckfic actiofi,

ems wdv cwn now h#pe, s"ppay't foff th¢ ww wilk k}(i) witlxout xeservaxxgoms. rK"kmere wilitX be as

imlirtg tha,g alg c}c)axmetgrigges ewee gemauixxeky dioixxg theix rcwwg tas lpncixxg us t#wewci mascXeexr-wcapaxt-

free WewXci.

      'IETftxee NffPrrr, wkxiich has k}eera ixt fla)xee sixxcaj2} 1.970, remains the comaexseoxte of

ixxteemaati#2aak eSboxts to iftthitsgt Sgke spxciad #f xt"cXear weepaxxs. R]'Xmat thee eXrexty is a kivixxg

Xmestxrajzzk¢nt is skowzz by thee rkxce etriut thexe wexe ffrmewe sugew sigsuatorftevs Xast yc}ax' tkkan ima any

sifigiee year sinee g97S e- a totaa of geixxe Swatas. Nest owiy ctict Chimee ekgxci tt?rrance, thee Xast two

decgasr(xt wcapawa States, come im, but so did wwstonia, SXovsnia, Umbeekkstam, A;eexi:)exljan,

Namibia, Niger emd Myaxtmas. There az"e xiow kSS Nwr' States paecties ixi alg.
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     T"here are reasons to exptx)t that <Jkraine afid Kazakhstan will fo11ow suit in due

course. They have declared their intention te do so, From the Agency we have aiready sent

technical briefing and fact-findifig missions, to over 30 major installations to prepance for

safeguards operation in these countries. Other teams wi11 go to Latvia, Armenia and

6eorgia. Once such countries have signed the NPT, safeguards agreements am foIZow

betweeneachofthemandthelAEIA. 'magmo . e
g'

e

th

hance their ca

･r{{tf511.

S}] S}its--eiits

Some individu

d6mhrwmel-ddek

clear

)lliii}is;}r

accoun icy or physicaX

 SteltsillSutS.ymdw

  r

whwi

                 prot- ion spheres to

                  "r gotyand

The id{ra is to ggt off to a S'fiying sta/rt" onee

formal safeguards agreements are xeady fox signaeexe and impKementatioA.

         ttt} &ma'to d"f k,mapti,d,pmci,kX,"E{XISt i;sii/.anKmp.ff,eiijiXikiliiif"seq Ime NpT and accepttwng

    safegtxardsasmeon--wauciear-wwreepagxstliilnlliiiirkik.kiasVliliXii taytg{lwwlmuIS'"ciiYpt2S2SSsbut beingcalied

    fosc kzz Sasuth Africa, in thee xeemeecmatic PeepXec's kepuatsXae #f K#xea, awack im Axgeensixaa amci

    Bmezia,ffwilaeeiimt expamdllii{6amgofwt'tgaesrworkcixwawkiichitisveffifiedthatge"cx{pgx#renergy

    is "sed excxtxsgwiy fow pmeeftzz geurpases. The wewi}Sii}ithifkamg thNeVfe Agency wiix incffease.--

  bvNA fi VN"-5tsime'tse z,fag wu

   x.uaut. tretraattheeAgeficywigXbeeXefttasdothiswiththecwwkefixtaucgedemxcix'waazzpawer

    wc}souwcc}s ess hitherto. X rmgeot heXp vveficlexi.!}g tht timess wgketlxer is i$ wise fox the

    tweeewza3tioenal cammaxmaiey t# dgeess thge xefegwwds offogrt i.n tkxe uexo xeai gffowth sminjzzckeet,

    kcbgxvimg sesrxxe 6cge xwwixaiosu zi//t't"ewmuOwnur"ims"℃nves'""wny'esiiiZ%g/Lt'i'g'!lrwa'"t'fe'9'gGhaSlliilr-lji"-ll}i'I¢'tm{zibuiieilli}i2i'X"i""tr"utere .ot for tkge

    faetthat ww---wwec--x,tEi>sweywwt--wasgmoff}--tmwteeptameplewaugee-thE:rse
    asew-wapttwmm ax wevisecg work-shaxing exmmgemaent wittrk tixee wauwatotm"Ckt}cgzzcfiS$g our

    iwasf}ectiofk lpurdexe kn thee wak}fopeaxt Ccmameu2kity, wee woulci $iffxtpXy not be able tc) ooi)e wish

4eq xtblw burciens. xf the intewwxask#rtai oorxtrnxmity wiga xeq"igec) mere nye amci more effecwhve e-

    vetificatiott of nuclear a¢tivit,ies, the neces$ary yesouxtces for it must be made avaiiabke.

ewktek ?

 "3Cteeb4fi< .-#---･
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    pmwwrZiSanim･lyeqpteq<S-$-gkalthk{}klSghka-mummosl-i･vapmmmWme

  /
imharmattnvbrE}Z5TTinywakormth"fy-"be-ilimmetfr"[Z)'mn"surei:,i[gmefiua"tine"whgwaxlg-･ffifswnpt X"he

case ofIraq raised the question whether the welconie increase in the numbex" ofparties to the

NPr is maatched by an unwelcome erosion in the i"espect fbxdi the obligations assumed tmder

the Treaty. Are thewe irrio/e k"aqs? What is done to sudengthen the safeguards system to

wedi.ice the risk that a secret programme may go undetected?

      wrven thottgh there were suspicioris before the Gulf War about a claiic!estine
erwichmeent pieogrammee im iraq, the secret f'acilities"4"-Swiiilt$ileeth)Xll'jutL"za "-tht"xk':kclasiiwhfiexi by sateiiites,

inteiligence -- oy XAMA safogwawds. Xn the XAffA we have asked "uwsekves whaV measures

would have ificreased the chaences of stisoovering such a programme -i amd we havejxxtroduced

such measures.

      "X"he fiwse amd maost ilan'ndewnegktal is infoxuxxaxtiox). Xf a Swate dees xxot skecXatseee wi}aX it is

ciasixig iem tix£ xxucXmaff $pheme - amd secw¢t x}rogwa.fTxmaes 2kxree by sieeflime.itien rmot deckewred -

g<xiovvXedgs ftbewwat tkes activigy meust comes from sotnewheree ecXs{p.

      Xkn strevxegthevn eeiee ggxfoffxzzark(}xt tsasits (}ff thee swafegwaffds syseeme alk Mexxebecer Swatws ex'e

geow gtsked t# gerovidee thev Agexxcy -･ egg a v"Nunta#"y bmasis - tw isuformatiozz rreXaeing tas ehe

eexpart anel Xxxapaxrt ewf axkgcXeasu maweriais, spmified eaguS.prrkecwme and ewtm scev1envafit zaoxtinfimagcXear

weSama rtx}atexial,s. Xf we hnd had sucin knforxaxation rdvgarding ffmeq we mekght sweiX have

ctetected the ex'waergexxee ewf an axnuscal pattettx of procuerelxlent in a timegy fashierm.

                                                      '

      IXxx.ewge gewamebe-Tmenv(sfwwgutx"cx5{is1ific'fiiXth{YMNgesls()5hei}"lec,ndwearexxw

cmsta ishing a data base go p                             ss the iff}formaa on tr'meiv･. 'IK]"he s mi$siewi of e

                                                              rmwwditpndmudiptavi "XU2Levolan `.wwtwscfg""WmeXeviM"diT"e"xeveuniversmiityixx
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,{glXxe.¥l,S.C,.-lth･-"I,-IXII!lf'"Iex?/k".O-,il?3,SX･,,,,b,,e.e{.iY-X./k.e#,,i..fllll,Il,Iil-I:.lsc,il Illl:ll,X'uap J,,Xut,asl?ii}i stementthe-･l-AXA

      In another significant developxnerxt, the Agency has begun to receive some information

i'nxem thifd pafty sokirces regarding p<}ssible evidence of non-declared materials, activities ox

faci2ities Sffx other States having cornprehensive safegtzards agreements.･ewkg:nige･lvmemot

rekwwik･tw-wwE:passwtes. X sho"id maexxtlon thag the AgeRcy's imspectews di,d xxot have access

te st2cl'x evidence priox' to the (Sulf War. Axtckhat it was such evidence that led xnany of the

Secuz"ity Coxxncil gxaamcSated inspeetions t# the right places in Xraq aft#r the war. Inspectors

wttxs£ have access to g()od afxd reliable information ima oxAcier to kn#w whez'e to.{swtwr,5Oo

      Sosne ask, is it appropriate for the Age2:cy to make vse of igxformation obt2iined

throxxgh mateigites ow natiorxal inteaXigence? My answexo is that all infoffxxxatsoxx thnt avpears to

                                                 e::$ inyD

bdv swafegmsrds scehevawt memst tws:{i)ceivecl ew'xd ackalysexX. wnce Agen¢y is szappesed to tse a

waeckdog - xeet am eserictx! X-Xowever, there Xs xtkuck eirxroneoaxs ixftformearkon gkxroLgxxd ewxt mggch

                        ev ig Vmp t' vaetil y
                             kneva'dii$irmforrmaattiome. AMk izzfogegxkati#zz!ffiliaxs¢ thexefore be cxiticalgy assgess{xl aanct analyse2Cg

                                                               "rvptptptpt                                                      . mu.mbassuptw.-ast'nv
                        ptrmdimumanrmnvnv.."ltept-NV-t.umVtuMHpmmunvfitulnd-avptewee
              pt-pmndxntavmp/nvpt"=ttputn="t{-pmwt
        ,pt......pammbnv
    '<"`fit is agex}c/xeffs, uafeteecr eevntuasi(wn ewff ixeformeegSesn weccDived, tina¢ Sftxeere anrec qwe$uioffxs t# ksko,

cgarkgYicawhoxzas exam be sewwaght {lgrew'n thee Stntw eeg]eemaed. Shokgad thesgcy t>e withheXes opec beee

"ensatisfactofiry, n spmiaX Sxxspmwioxk eam t}e su{}cxtget)sted to axzadeciewed siws, evexx #v¢x wh'ae

ebiecti"xk Bf the Sta,te.

      Xf imefowmatiezz is cruciaZ in #rster to Scnow wwkeeve So gas, ekae xight to itsni.xwkxwwSed a<}cpc: s$

for inspectors to any sgtes which aplmarr nucieacr-utegwawis weievant is me necessary em

vwagtw
toditc} such ixefoamwwatioxt. The Agency's rigkat zmder stamciewd safegzzards agreerryxeffus to <)alX

for slnciai inspmtgons ha$ recaudy txmen renffrm}ced by its ueinard of Govemaors ima ttrxe case of
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`iiii "kles

the I)emocratic Peeple's Republic of Korea. If such inspm:tions are declined as they were

 ' 2La">
in pte case el&tkewwwg the matter may be referi4ed to the Security Councii.

      X should rnention one more new feature, narnely the invitations which have been

extended to the Agency by some States to visit any site or installation, fegardless of whether

k has beeft declared and regardless ef whether the Agency has reason to believe that the site

cozztains something that shotild have been cieclared but was giot.

                     pmensym-wwwwumaswew=.utunptpt"ympt='-'-1ptumptdiptnv '

          ptnvth-pmsuptmupt"fge"<Lpty ' , ,     (2bst : i:tzch invitations havcscWTeen offered bY xrm, Libya, sowth Africa amd the M)PRK. twxh Vtstekgsh

tt?s have sorne advafitagss: they provide a generai &tXiSillaPtw" ifx{)gP y azza>irnei:<ay enable the

         Vsi" siife" eveeq

Agerxcy to twmag whezz avniXable information xxkay be too vague or un(x3rtaifi

tojustify a request fof g spmial inspmtiozz. Such invitatioxxs rnay also enabXe as counwy to

cleaw itseif of any allevgatioxe tlaat a pewticwiew site or ixkstalgatiewa is ciaxxciesnixte and shogXd have

beewa docXared. Of ootzrse tXke ossuwibaxtiog) to mmspEueewacy aanci oonfidesuee of such offers

                                              c"tw/)facVs'tsag, ''

depefl(Ss on the wiliXingnevss ofStates t# acXkierme eg themA imwwh1

twnvmetsmemxe
                                         '
      ff $houldi xnexxtiozz, gastXy, a.mosxg tkxee xxxeasxgres tw givec tke wafegesaffsts syseeecrx sinew per

teeth, tkrnt ngew ewagwhyticag eech:xiagzzes givee tkee Agency ewwt its ganbevmegc)mies rcwswembaa mewns

thro"gh wS}icke rry}nch cazz be Xc)arsue even froffyk sma,gX geanicXes takcn ixewza imsif>ected

instaliatiofis.

      Xt is iffv}pawawt te rernember nevembeXecss thaS the wwX' rmci Agency safegwwcis, whiMe

centmi, ar¢ ozziy part of the totaX xton--pso!ifexettiowa "ewchitectufe'" de$igwaed t# prevenk the

further sgeread ewf nucl{me weapaevs amed comprisigxg ax nuxT}ber of barxiers urkct incezatives.

Where the paXitical baniers may no,t suffftee to ciisc<)zzrtkge a Stwte froxn the vveapans path,
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greater restralnt eA exports

developfnent more clifficult.

anaong rnajor exporters.

     Ats ¥ou igdyonw

on tke part of supplier

Such sharpeniRg of the

States

export

may make

controls has

nuclear weapon

been agreed to

" ts

   igz the Dernocratic People's Rept}blic of Korea - Noxth Koren.

   rnisslons there, and analysis of niaRy sarnpies and recorcis,

   between tlke Agency9s findings and the information

   XAHA cannot comefirm the coxrrectness
 foS:xKes661'Seqfill'lilivewtig'･kgl k(geti tgntry has if mamaitrme

                      yhotsgt"mutv
   clarificatiezzs thfough eurGffspm)tions arici dksctxssions

   frorrx two apparently nucl{wwr-waste-related

   requested aocess to adictitiona} informatioge

   spmiais igaspmtiauSkigi.ouertuati}twrmff,.wwtwww

   the B<)ewci of{ift#vewmors #f the XAwwA,

"za $tsagl maeviv
  mae has beesu submitted to the Seii)urity ¢otzncig,

  Kr"matenes"i"e""ptrt"lilltm}gkmss)IL.ptax.ge.ouajiatwimwtew to withdww

   dvvadewt ak:kat thec mpbstacRees t# effectiv#･sexfeguaffds

       <. !:"?ea{'qLalatsg <i?-fz+ptS:h}r:Y-tL

   (}oneetwthma/}itaswawies in the gear Eii{xst.

   wffximax>edexg aceess fow iasr}octioxxs axtzd sampie tgkkgiemg wiXk xestose oomeficierxee

                                viavV-N mm

         me x laavee dc}scribe(g to you tw n picture of pxobxecxyks agxd passibilktiesA

ca Vt {th"lp NALth ua£qlets.ts eaA'r , tc3laVt` "Vdy CRUtu- bee

   makmpmawwmo, wh"wntthwwemospm/Yof a nk!cicax--wcapan-free werXci is mo lenger

   Umpian, maeqy-opaj}$deltsbe"mumbthww!of

   xzxxreasonable in gwxy viexpv to aim at am asnlixnitc}ct extensxoma of the N'owa-Pr#kitcxrati#fl ec"wcat:y

   whewa it oomes axp foer weview ageci prroloemgati"xx in

XAumAsafeguairdsisggliillitllg(k(lii)"1'{lli"rwnta"et"de:igegas;al{kX vtshaletrk.

                  Aftew a number of inspectien

                 significaiit differences remain

          given by the DPRK. As a result the
               .wwma hofgctv cts ev th"7 ifAe {:i lkeQig r

of the }1)PRK:'s initial repaxt as-Sedbethrwwwf
         {get'toeag.-e,) '
           fWe kave not obtained the necessary

                  e op en ble ag

          , moff been geww to take samaples

    un<leclax"ed sites at Yonghyon, su we have

   amd to Sh(i)sc) sites uzzder khe xules xelafuig to tw

                  . AXthough ma endersed by
this scequess has xt#t kyeen"edi'intue･nceKslifms:ililil {in;t utwhee

          whieh is aZso ooxisiciemixtg the DP]Eua's

       frogya thee Non-uPmoaxferatsosu Tcreaty. Xt is

         vexificaeeoxx ifk thee mogeiEma xaise securky

       "Eill-

   OzzXy S$geitg mettaeczz ta nti rmaxexXeex nmspaxremecy with

                             a

                          ' rt          ] }Xq.S}:tr:i:..S.tml[.nv""tdi"..-z.StLSewM>LSI.1ww) ;Vfg'opmh7

                               [ke gerebXems
 s es-e ve k..fii..pt

               Knv th# pfesent situatien it is r}ct

         g99S, gmd alse ext axxtiversak adhe:ezace to

O-5-15



                                             tptvstrewvs)fi.!il.-S..!..

non-proliferation commitments. such adherence need fiot!{II(lnsist in accession to the NpT

itself but could be tichievc}(1 in the "owtext of a regionai nuclear--fz'ee zorie type ex"raxigement,

as we have seei} ari the cas¢ of A/gentina and Brazil. In such k framework, l.>ilateral and
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stzbcoritineent -･ whieh E havejtgst visited - would pr"obably also x'eqtkire a tailor-rnade t'ormkMla,
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ciisarfnament.
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the growing quantities of plutoniuin wouid be subject to special controls. The Statute of the

IAfiA envisages a function ofthis kind for the organizatiori and the diaiogue that has recently

been re-opened will be continued.

      'The p()st--cold-war poli tica1 cliraate creates favourable conditions for disar-rnament and

rion-proliferation. We can 1ook foirwax'd to a future in which international co-operation is

free<l from many of the ideelogical hindrances of the past. k can be applied to both the need

for nucienr safety nnd xxucienr non･-proliferarkon amcl it wll1 help us to maximirc the benefits

of nrgclear power as a major environrnentally-I'riendly grnd readily available source ofenergy.
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伽龍累驚喜欝礫脚蕪黒蓋》欝y葱欝繊v蕊烹エ繍ぬ置融ザぬ寒鮒論一エ磁v磁鼠騨総揚愈蘇灘鞍謬愈わ縷羅鍮勲蔽璽磁翻。

撫　勲解団鎗灘勲磁潔　浬欝勲謙グ　意ぬ総灘　護鐙膿r隙意総欝罫　騨櫨拶ζ黒澱躍　認知澱ゆ麗灘婿磁溜　ぬ離調ぬ　鳶灘磯　継ゆ鷲

獣灘エ講蹴》むわ礁徽燈エ難題《》鰐難媚磁蕊v囎離欝勲等ぜ櫨総1ぬy1嚢塑鋸獅噛欝磯継欝欝総嬬即潔玉綿既

裁愈皇軍龍ね縢欝識灘ゆ麗1意ゆr臓翌謬繕齢欝1総v鴨島鼠馨欝齪》短躯耕鋤f識畿藍認葱灘γ《聯難論嵯騨⑪脚綴麟騒

騒騒騒叢蓋動齢即詠意　野訓説《灘　目測澱置型蕊勲　総鶯講　愈撫繊意　1論意融漂烹鰯　鎧装《》禦禰肇縷　瀧愈　ぜ蘇礎融避協働

ぜ翻α烹！黒意畿鱒欝　鰍。鞭黒礁齢麟　夢櫨r離麗繕認　オ。鴛　虚ぬ葱欝　拶麗鰐脚縷轍　　　鰻磁灘γ濃勲認蓋蟹薫誠照薦浬

無燈撫慮《》螺護黒α総鶯欝融鼎灘ぬ繊v総燈凝葱混意繍響離意《》潔鶯騨融f灘コ1ぼ黒鷺蓋総鰹識ぬ龍ぬ磯鑑謬離葱愈鶴縦

敷躍蕪一門むf脳融エ　雛燃愈議黒　鴬灘繕濃。蕊濾謬　落》置鉄鞭繊欝測温　鞠》繊謬離磁野鶴　黒愈。　戦野離盟融

《隙継葱乱騰　謬奴泌融蟹総謬　窺ぬ磯　灘撫㌘　撫霜崩　混1《灘燃離欝繍　鎧融駆融欝櫨黒　群隷謬款　《驚欝颪蜘餓　　　識

畿謙《難解驚《蹴鴛総勲愈鼠y船総黒ぬ蟹潔翌▽鶯澱¢礫認烹灘廊ぬ撒龍《》f煮　8繍澱混v融愚論翻エ　鰐繊細盈轡　　灘

聰澱蕊v繕欝欝澱エ　α隷勝機　騨の聡エ《翌わ麟　玉野》総ゐ語漏　ゆf　颪欝磁　葱澱　欝敷》鰐撒獄蘇　ぜ潔認認馬瀬激騰欝　翻鐙

騨磁黒黒徽欝闘志隅隅翻鶯謬鐸聯鳶煮激葱《灘数》囎謬㊧脚離烹忠《》鞭・　鎌『ぬ葱謬歓》撒1認謬㊧ぱ猟灘愈鋤磁

無期一期蟹　《》f　惣磁　オ㍑磁　講謬灘勲蕊総　黙認　漁聡　滋瀧勲蕊灘　欝騰ゆ羅戯

難潔脚＄鷺欝磁。　燃融鷺騰（野1講鞭潔馬副オ澱1燃拶纏騰愈ぬ齢r勲訟γr礁蝉黒蔽徽》鞭環撫槻蟹礫鰹躍総

隷融解《驚鳳雛）鴛蔽麓整烈）v融混　《）ぜ窺ぬ鑑欝　叡職σ融燈愈・，
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璽鍵纒滋厩紘灘戯。灘

滋愈勧顯帥“囎麗伽燃麗磁¢ぬ灘僻灘盤㈱囎わ欝醜貸批帥ゆ麗愈鯉愈撫撫継鯉

鱒慧鐸漁礁砿欝鱒．懸響鱒覗蟹灘卿総舗罐動撫纏翻欝蓋勲
認磁瓢就燃綴◎麗動輔鐸融翻僻撫紬加磁鷺α加州鐡磁鴛艶騰磁騨餓

蝦驚総鍵加灘紘・　蕊瓢櫨のず脚灘勲三曲融望鱈囎灘騨撫麟鞭鰯下灘豊

縄輪下灘囎h騰騰繍麗欝諾鋤三門龍齢謬鱒¢の鶯蝉離謬の雌潔繍職櫨鐸認ろ

鴛欝紬1麟勲磁絃綴㈱v磁騰混濾艶灘遭滑鰐麗鰐愈糠磁灘遡y耀㈱脇

兜町無戯撚騰灘．鞭鱗烹融滋α1麗傭騨。脚鎧磁罐囎騰騨磁綴欝y

媚囎鎌即総課撫叢　鱈欝澱脚課鴫組黒勲磁飾潔囎鉾灘1翻。灘漁馬灘認

欝礁総撒紐脚騰為欝磁撮撫捻灘綴欝αo撚加蟹翻輪融烹謬撚磁燭y鷲傭蝕就

雛灘灘撚翻加瀞魔翻繍勲㊧撒磁伽齢離♂潔凋・舳磁撫灘葱継舞撫禰櫨

齢幹総騰撫鷺騰難飾囎融繊総磁1麟囎総韓獅駕㊧騰驚囎¢囎総騨就門馬

辮や就囎鎌麗欝遡囎川副翻灘僻磁麟騨翻偲墾騰灘難。聰灘拶欝醗磁鐸加罵

鯉　鮪翻　撫撒　ゆず　糠灘　醗灘翻翌y。　総翻　加抄鱒騰　伽鴛翻　説繊驚㈱

膿翻脚麗総灘灘鍵撒曜日撫船誠撒鶯砿奮撒融。　騨撫騰ゑ謬就蕊黒鋤灘

撒騰鴬綴門飾加騰囎錦鴛鋤紺磁燭鰍欝繍y曲磁鶯意撫灘難脚灘綴灘難愈羅

欝鷺灘鵜¢繍抽砿繍ぬ藍。脚葱麟ぱ僻聡撒麗。澱鑓¢o羅謙羅鍼燃．講三

二就勲醗鯉鱒都む船騨。脚騰罐翻潔磁慧臓鴛加碗磁y撫繊羅欝蟹綴鯉

鐙ゆ籠騨囎綴・・

鞭融縄囎舵《鷲藤加鶯総無の灘翻む麟磁鴬加蟹ぬ齢磁礁欝欝轍蹴禦げ騰

鋸加烹撒愈加夢ρ欝鰐載灘嵐；轟磁縄騰鱒撫燃僻欝灘麟磁。欝灘撫欝撒繊囎蹴隠

脚総置騰灘欝磁繊三三騰属卿灘麓。醐　燃融禰伽加齢意燃総囎傭僻騰騰1

餓晦蕊μ磁縦齢わ鴬α。舵加圃加蒲加翻のfぬ聡磁囎謬騰騰耀繍融罐

撫騰鱒脚磁濾の灘二刀騰齢菰撮加下灘磁羅撚愈僻薦潔融翻。盈罐灘欝加讐襯認
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勲が塑説囎鰭加貸欝戯。澱講わ欝騰欝蜘罵翻融禰騰¢の蹴就磁磁加齢騰就・躍

蹴翻細雪灘．馳齢齢醐脚礁磁加纏謙欝。嘘翻鞭欝麟騰欝勧鰹
欝〔眠》蝉繊灘護　謬轍甥ぬ　灘講　奮ね融　羅■謬欝　r磁醜α貌》鴬　瀧論罐　意h融　厳《》認徽エ鯉　《弾物一む《㌶》混融蘭

曲欝鱒欝め嘘¢o櫨加灘輪騰搬即興鶯璽勲濾靴◎鍵薦わ鰹蹴罵か砿噸一離麗
　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

磯難蟹蓋羅磁磁澄器拶・・

鷺盤澱砿y就戯繍禦鱒健闘欝麗ゆ下総礎¢鞭捻翻慧わ囎驚離州訟縄蓋磁甑隅

隅磁気脂燭y獅箆鐸蕊礁。　熱馨撫磁ηy獅聴罪論理磁騰砿欝漁紘総

礁。鞭鰐曲囎欝加磁欝鱒蝉灘巌撫轍鶯船嬢の嘘煙漁翻町回鍵舵灘嘘罐撫鹸燭y翻

融麗《κ》聰湯翻登嚢　愈灘礫　略押》融蓋《》下田麗愈　《》f　総《薯》繍目凹融礎灘聡む1融通欝都磁鶯群徽》欝謬　嚇蟹融顯愈罷繊黒駒γ

無繍加子四輪一捻礁。㎜四脚心魚慧下掛儲癬艶r譲囎艶紬就鰹％・　説愈麗露

脚加ち齢蕊就一説翻ゆ欝ゆ灘加源鷺ぬ囎麟灘磁騨瀞脚羅隅田磁蕊

懸撫麗戯麓総撒繍ぬ脚漁囎澱鮮麟認澱烹就騰総鰍磁鴛漁礁灘黒鞭繍蕊脚

羅磁囎潔磯蟹鯉野馳響，，

勲愈撫顯繰購勲閉講籔総麗澱媚漁磁下甑㈱砿騰欝総潔囎闇黒蝉飾鱒翻

欝磁寵齢撒鞭　ご撫鱒撒エ鷺エ鵜捻無禰撒欝欝灘雛磁愚見囎撫融徽

脚囎認／伽紬器愈魚澱撫三郷騰講認瀧裂鞭就麟耀の繊繍趣灘麗耳門磁就趣舞踊灘

四一㈱謹麗縫目撒エ灘艘礁罵加齢曜押脚鷺剛齢繊愈撫甑燭。． M融

離洲奮猛鱒群塊下潮騰鰹鳳v囎撫四魔囎濃蕊川目ゆ難漁繕藤磁響町謙

磁麗卿欝灘櫨加響町加潔磁ず誠灘野田羅無燃離徽翻騨瀞婿判別驚耀麗撒混

撫綴卿細騨ゆv議轍澱竃濯卿ま黛撫麗蝉磯鷺鷺加就魚鞭．騨無。

鯉縢浬轄齢門門螺聾蹴盤野営嬉灘毅二野

撫酔胎騰藻撚謂撫牛日脚鐡忽婿。舵鹸灘欝加撃畿膿の灘μ㊧潔灘嬬四国烹一隅

蕊謬欝鞭必ず。．欝愈ぬ融雪罎旋　《翌欝む撒鳶㊧欝．
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勲総詣囎一撫v翻融磁醗就盛騰蜘謬撫獅蓋加y勲囎伽繍愈雌灘礁魔欝蕗

拶翻鱒麟勲潔愈船齢撫魏烹曲聡舵灘慮の鯉羅総Ω勲ぱ鰹馨鋸翻磁戯躍》鍵盈

舞戯灘麗維轡懸の即欝£謬靭齢膿。就羅礁㍑謙鱗翻エ㊧蜥磁罐三門捻翻撚罐

鉱櫨齢ハ　撫。蟹難灘趣輪齢¢ゆ囎認総ぬ齢鰭勲望鞭磁盈混磁撫就撚鷹

欝聡灘艶繍謬。囎磁絋齢灘亟盈蟹騰蝉無加響齢ぬ就鱈礁灘艶雌鰐撒無舗鑛

砿紘就醗触1蜘鵜鰯欝煮胤磁y澱鐙雛磁鰐繍就ね醒ゆ欝勲齢鰍撫離無灘

翻㊧欝勾批加灘む撒ゆ灘鉱置颪灘欝就撒磁磁蓋囎ρ欝艶¢意1磁鉱灘繍灘齢麟磁

繍響艶融燃認卿騰撚灘櫨。

濫㈱略欝磁礁就総磁欝μ》講隷エ船撒麗磁γめ醗礪踊黛疎》鯉ン耀齢黒轍蓋藤翻鼎

鉱鶯醜兜蟹灘回心徽鞭。灘騰愈加蟹μ畿鉱鎧わ礁嫌総授磁継蕊囎照囎御鋤磯

雛騰鐸鯉礁鋤綴羅磁囎ヱず総烹蕊慧総欝雛黒L鎌罵総諏懸撒響為黒門恥

餓鞭囎融混耀畷醒磁騨灘毒磁盤《瀧蕊鞭無齢囎鉾動蟹船鴛鱒耀灘纏一欝撫撫

灘三州縄ノ騒欝無騰蕊謬囎灘撒認磯論兜蟹欝贈撫礁旧離ゆ澱麗識騰加翻灘

礁繊雛鉱燃鷺塾　四日翻拶繍麟■鰯鶴繍篤勲磁鷹惣磁1蓋ゆ鹸鞭齢囎嫉

騨羅撫齎鱗翻紬藤1翻婿ゆ灘ρ鍵艦　撫輸灘磁加謬f鑓盛聡総灘鹸騰誠翻繍

識翻㊧舘紬h謙繍鞭輪寵龍葱灘．磯妙欝ゆぜ鱗㊧灘就櫨鰐欝蕊鷲魏㈱

鑓囎灘軸撫磁鑓欝繍f欝颪烈鞭。

藷騰灘購鎌騨蹴難撫哩羅齢伽綴麗礫ぬ灘磁欝寵無紫撫繧繍麟1鎧一無v磁

繍鉱総門鎧齢灘翼　諏庶羅瓢の篇　　撫諏灘澱鯵馬　撫蘇　鳶の腿欝愈撒認磁

麗雛αの澱繕翻撫癒甑搬譲む撫囎鞭職殿繕燃繍磁灘鳩綬欝1ζ》が欝のぼ漁繕黒懸欝撫欝一ゐ礫蹴磁

轍磁囎礁加轍撫謬艶勲聡謬γ撫鰻伽勲旧識礁癬葱麺撒薫燭就蹴韓齢愈譲繕

黒鍔磁愈麓無蜘。轟麟騨》灘騰謬蕊醗磁しエ鰹一無》磁職欝艶敷礪夢鰻鍵醜《》鷺

騨烹鳶勲烹勲愈撫礫オ鰐ジ殿飢烹灘講説《劉愈烹ゆ徽礁rわ囎濃烹漁わ混磁煮卿献1浬禰繊灘薦鐸轍欝葱ず繍烹離脚離繊エ

漁磁門門繍総騰論。慮還難凱藤繍鯉瓢漁鯉輸融講撫撫か潔鹸膿餓灘礁磁
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論澱囎響為欝％・

エ《欝一説㊧v磁エ騨隷欝む融

離齢蓋ユエ聰灘戯⑭翻謬、

鮪露脚撫薦藤エ漉灘脚礁砿艶葱縦麗の即櫨鴬灘慧燭囎

灘撒僻囎舵隷濾愈撫欝。澱愈ね齢徽磁㈱r¢灘灘購齢y蕊講

磯繍加燭鰐出嫌漁㊧勲艶置照愈加烈磁伽㎞鞭蕊鞭

勲蕊磁繍総撫鴛繍蹴蹴欝烹謬撫磁澱夢繍融繍認黒繊僻ぱ礁勲繊欝

漁灘凹凹磁η．輪融蝉曲滅鎌加畿加鷲¢o髄ぬ加蔽醸酒礁v磁v賜蕊灘脚膿奮蕊鰐

鳶撫撫鷺繍蹴麟鱒紐囎蟹鰍乱丁輪磯羅就砿翻礫加惣燃隷戯鯉誠羅繍融齪

謬雛鞭灘鴛y。勲融一蹴加盈紐醜撫u醸蝉囎撫繍繍融磁ぜわ鴛纏下灘総麗黒纏

麟三一潔羅麗加欝謙撫鞭灘三脚欝齢．加《躍磯灘漁磁撫騰濃礁澱翻繍醗鍵

灘麓螺融盤繍軸鞭。騰磯濯総羅磁蹴烹撒囎鞭㈱撚御鎧蔽無騨灘鱒羅繍綴欝

騰明認磁欝融繍三門雌蕊蘇錫撒繍纏ま灘灘罵無躍縣離雛欝総灘僻灘　．礁

戯鎧脚謎エ下等工耽蕪錫徽ユ黒繊舳一下騨の艶離翻訟蝦．抽騨騨興野翻雌

鱗羅鱒灘灘麟ぼ鱒嶽繍鞭撫駕翻麗磁鷲欝総ゆ野灘灘繊翻の焦
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灘r齢灘or翻総エ澱磁罐10諏翻μ）灘羅畿燃船po総誰載騰理戯ぜ鎌磯鴛

纏纏1磁僻翻t無㈹r胴¢o㎜撒勲y灘“o㎜鰐灘撒認愈燃齢加
σ⑪羅訟。磁翻綴撫鵜鶯繍愈ぬ醐灘1v脚質難曲ρ鱒撮磁羅加礁灘騰農

撫磁磁燕囎灘。愈欝麗。勲

撫灘赫鍵紬離礁蔽燭総轟総驚齢農微謄繍加配撒鉱加豊郷翔山岡融磁押

脚磁講懲罰鮮醜融礁加堅塁翻翻醗伽鴛藤環礁跡職漉盈撚脚認頑愚無

混礫灘補翼烹盈漁無四隅滋欝。麗。麟鍵鷲磁鷹認灘。　拠欝蟹撒μ蜘

ゆ¢磯灘麗撒謙繍盤縣撫徽鵬抽齪脚騰鰹μ翻鰭鞭欝艦潔齢撫鱈蝉鴨脚

輪磁撫鴛繍鋭講総噸麗」颪総欝㈱囎。漁職親の撒捻無凱　灘￥聡蟹蝕磁燭漁麟

羅磁櫨如聡騨ゆ艶礁誠磁w欝⑪薩撒灘癬轍融灘群。撒紘魔響飾愈辮撒群齢齢燭加禦

齢磁輪島葱騰融櫨磯翻鐸総離盤難加撚礁勧勲騨。騰愈撫諏翻撒繊麟鋤

漁難鞭鴛繍繊麗撚。　漁齢撒。抽舞就働¢撒齢群馬葱騨説急騰礁愈撫

撒磁麓加澱欝鱒総轄如轟愚婦騨撫鰯㈱総麗猫撫漏撒認。磁㈱蟹磁漁羅鐸

総翻《》羅。磁蕊蕊磁y撒r餅糊鴛y繍㈱鱒繍。蔽騰黙黙鎌砂灘v襯鐸紬鰍讃翻

群撒認囎灘御師驚黛繍騰鵬髄総菰エ雌弓懸の。

翻触y7蜘ρ《）舵撒囎意ゆ謹エ黒総漁蘇紬躍1灘拶のf聡灘藤ぜの灘櫨如顯燃

加磁麟磁f鰐総錬禰囎瀞誠re融羅蹴磁μo総礁加配㌘o磁磁国財漁樹齢掘勲

鰹滑鰐捻ず灘羅ぬ畑。鵜欄碗y1欝磁融側副脚適期囎丑γ。漁融伽鴛繍蹴詑総

融鉱紬鷹鋤翻遭撫繍晦日1㈹敏町触鍵。鞭㍑撚欝漁融灘欝麗囎欝砿撫磁

鰐蔽欝欝。灘嘘抽麓鱗鉱わ漸騰僻撚蝶蝿。瀧y噛舗磁認囎鯉醒ち繊綴撫礫

獅無難説櫨轄鱒。齢魚欝撒癬。磁轍撫融罵詑。ず繍礫騨ゆ：蕊嬬勲誼

む漁鱒覗蜘識翻磁磯罫賦繍鰐離捻禰加拶のf魔撫ぱ加讃総。ぜ燃齢麗磁磁舵磁

漁礁糠繊鷺ぬof欝撒総堀隷勲慮t船ρ無難無総騰u総篇磁撚魔鱒羅磁櫨。
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面諭晶晶。灘．鉱誠磁鱈晶晶疎隔跳繕溝単品紬繕嘘偽撒藷騨麗齢

礪灘ゆ戯晶晶磁三川鑛脚羅ぜ融二品葱総ov献漁磁力謡曲加撚繍偽劇論錫

総μ綴認エy盆廓触晶晶品品撫撫灘融認加勲血温．講一品繍罫融蕪加

潔騨撚融礁二曲証y温順わ。鯉。ぜ救瀞磁繍欝齢鷺ぬ囎鴛ね磁撚麗総。燃繕

響胴晶晶豊島y　oず　灘磁品川エ．　磁瓢贈品聾　融翻　磯v撫磯羅朧麗麗　温品

唱酬戯乱言磁轍徽船一網累艶群騨醸繊欝翻撒瑠聡。欝脚鴬盟一壷輸総灘撒謡

曲潔識川漁磁⑳融のず一一講颪の鶯二二三二魚礁農蓋霧二四山回二二》翻欝趣撫

勲勲燃撹如澱曲縄羅燈辮ぴ融磁鰍欝戯麓蝋認驚加就窺擁鱒μ礁羅鷺γ撫
．胤。縦鳶．

謬鉱鯉躍齢嬢慮勲幽幽蓋晶晶。雛藍加島

勲撫総難謙騰三無欝加寵拶鱒融砿葡旧記羅蕊磁耀囎愈繊蕪蕊総翻

羅翻総継灘聡一鰐誠滅癬灘禽葱鎌。蕊鍵繍愈加脚耽熱総総愈抽撫蕪繍離撫撫灘

磯回磁卿慧齢羅囎捻愈触鱒算灘融騰鴬無齢鎌総鐡撚澱囎繍翻蟹ぬ麓

難総灘三口ず雛磁勲誠融蘇r歎灘一町励㍑撫鴛薦加徽蟹罫四品鐸鞭♪紺撫駕欝蕗・

勲囎撫虚血蹴磁総鳶。櫨蕊灘総肥壷翻灘の鴬融葱灘磁f軸鴛晦難婿磯磁甑の澱認

撚融羅加灘of麟難澱羅加愈煮総撫捻灘就ぱ勲鎧艶翻煮拶加撫灘繍魚羅説

幅出総灘磁灘群櫨認鞭。

二二罵一面ぬ藍田f融油川二目三二r齢㈹撚羅一二三．愈二二。二品脚撚磁船

齢温温痴話乱騰μ鈴鎌箆二二v総ofゆ山川《簿撒愈鴛蕪馬川副騨鴬加や櫨欝

加二品捻r磁蕊勲加配詑加点鰍磁一望編目禰一捻漁櫨10闇黒礁磯謡曲羅鰐誌

面鰐櫨曲輪綴ゆ澱二割y綴婿掘汐燃撫櫨加顯騨。蟹獺澱・欝撫ぴ晶晶綴蹴櫨船

齢の騰ぱ耳癖揮羅糠の軸捻議欝灘燈騰欝醜磁二二鹸加愈画一二二羅認撫細

面。慧無価綴ゆ勲　鞭総鞭　撫礁混繊鴛　鴬鞭《》鴬献が　Co灘磁愈捻総　縄翻鰐蝶

む。羅鷺愈㈱♪鵬就加鰐勧開申講鷲麗舗勲綴磁rぜ漁礁滋融xμ）舵無碍薦。
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盈灘澄脚鴬ぱ伽鶯翻説講亡総辮謙一置。遅漁撒麗。澱翻醐綴総艶騨撮癬

曲ゴ醗麗鵬傷紬露撒e融講艶鋤囎謄γ加望ゆ遡隷群鱒鯉繍灘ぱ蝕膿撫加磁

膿。の脚燃戯。灘磁漁ぬ灘加繍寵撒灘盛難勧総捻魏亙曲磁紳y鎌囎蓋

騨櫨欝麗囎耀就麟勲瀞難鋸齢蹴噸灘総漉謙鎧農ゆ嘘鱒エ翻鍍齢膿澱麓纏麗齢ン

綴磁エ櫨加漁麓撫繍磁ぴ勲1意翻麓就轄・　撫麗磁甑㈱豊の響就鱗

纏醸勾馬欝翻蝋戯総蓋羅1櫨磁総鎌就融囎加認撒鴛謡盈登騰騨齢麗ゆ欝継繍

騨藤継総伽群瀦灘煎脇

撫欝麟灘識響欝鱒。輪融鞭齢磯讃謙就総綴辮鱒羅識騨㈱灘総購麗撫撫講藤

翻騨驚無総混㈱難踊礁齢《翌葦謄撒葱羅離◎躍繊撫罐無の灘厩蜘鞭繕羅謹繍繍

臆驚蔽簾蕊麗顯繍驚オ繰磁混烹麗磁灘烹論激為練鷺雛離灘1麓鞭騨蝦齢欝臓鍛の灘．　饗撫囎騨麗畿旋購欝龍総驚醸欝

撫蕊鮮齢雛罐無μ鰯勲重＝蹴船灘のぜ意厩謬勲蟹総騰就騨麗エ驚徽囎撫麗就

講加櫨灘蕊総濾磁騨。綴撫灘講撚澱謄繰鐸加総磁騰灘欝繊艶鞭騨傭抽灘勲

鋤蝋磁澱磁磁躍騰齢加瀞。　鷺　融麗灘麗撒齢館脚紘繍愈⑪撫総麟繍

颪麗総黒氏》螺鞭罐融．域鱒《灘鷲融rα謹謹浬欝礁讃群な）r凱

撫磁鱒鴛羅総盤説。撒盤．融勲認、戯難磁

蕊烈勲磁欝繍厩¢α盈囎徽盈加繍融勲麗灘撒繍鱗鰐鰐の羅羅繍鞭藤輪馨

就ゆ灘欝撒薫磁蕪脚鎌エ礁勲聡繍磯r轍就麟雌総u齢愛亙廊鼠加鱒勲烹囎醗

轍藤葱蕊囎。　撫磯礁磁櫨響“無蔽繍yゑ丑灘烹捻ゆ繍騨傭薫麟鰭鱗罐

躍磁蹴齢灘勲罫騰騰¢灘拶ぬ瑠灘一黒鍵繍融《H餅・一癬v繍撚鉱臨獅騰韓鞠翻

鰐齢櫨磁磁ぱ加撫燃就混ゆ総隷麟螺灘撚熱磯群繊潅灘鞭烹響騨欝翻就の燃欝

謙撚撚離脚灘磁㈱澱識繍繍購濯灘魏紬総鰐徽辮勲憂αα聡濯＝認灘。

謄翻翠瞠翻購蕊総欝鵜騰無灘騨騨。攣鶯欝藤意無灘囎鰐磁鵬麗ぱ灘欝無羅

醗就臨　勲磁灘媚澱濾認総のず艶瀦緬v融2鶴厩燭講加礁⇔灘の灘麟櫨龍難難融
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誕撫面恥濡　嘉応澱わ婿灘の即納r加灘撒離総一わ薦畷講撫灘晶晶飾灘繍晶晶欝

翻雛齢田圃繍欝菰膿。羅鎌繍礫羅晶晶・燃口融¢o囎翫二胡欝縦磁繍紳繍戯離隔

馳ゆ総擁慧三二騰捻抽騰騨四品漁繍難撫撫油川む鰐二品堺
1躍騰囎灘澱齢騨離離。雛膿麟騰卿蜘磁繊晶晶礁就鵬　 ・齢黒翻烹囎驚磁

膿煎蕪鞠紬総心。囎灘繍醜柵戸艶纏鷺庶出捻艶艦磁麗還純麗囎撫鞭壷網竃議

論灘蕊罫就勲鼠鞭翻認識翻。

謬縄露認鰐鱗鉱勲愈囎黒y㈹無爵激論認融鞭鰐囎灘魚慮灘就撚撫瓢鞠醗響

羅醜㈱跳鼠麗僻晶晶翻こ藍灘魚撒翻融灘二二厩騨靭仙川灘耀輪薦

就翻囎鴛撫鱒騰撫v磁の脚繍。瀦灘響膿囎濾踊鰭撫囎。蹴烹燃ゆ嘘興麗加

鐡欝脚鴬．愈撫齢灘繕砿澱繍乱酒一儲激磁蕊◎撚欝繊藤磁欝解》鍵混勲磯鎧撫囎

脚欝舵烹磁総鐙v蔚磁yぬ烹蕪鎌糠繕撫翻灘磁撒磁総鯉鰹騰驚鯉。麟羅無夢

細細晶晶総．・翻鐡幹回燈麟認加欝欝鱒愈鱒騰盤舵磁麗罫謹離融加鮮欝撫薦

礁磁認繰難晶晶L

撒》灘繊痛点葱ゆ顯

懸隔獅鞭一鞭撚滋鞭のぜ加温y1繍灘藍蝋磁綴繊撚加温撚鍵品品

懸隔勲欝撫翻翻贈品繍㊧鰐無u面恥灘漁謡曲羅．紬融晶晶蓋麟欝欝砿

繊鰐㈱礁撚鮮置騨融麗加ゆ撒蝋甑　瞬滋疎轍融伽鴛繍謬愈維欝撫囎講轍融

磯撒面懸　鯉川四国　轡　愈辮　鴛撫磁蟹　燈繍黒鐸　漁紘　繊濾　藤撫　撚鮒

繍西畑鉱鮮麗畿晦窺無蝉のわ磁繍翻品品雛ゆゆ二品濯粥勧礫㈹無傷惣灘礁翁焦飯

雛囎撫晶晶説紘欝磁。熟畑葱漁勲閥驚麓ゆf翻総点艶慰囎総＝浦灘磁撒磁齢羅

礁ゆ鞭徽謙鞭。撫撫撒総船勲磁礁磁浬勲三鼎力感麗旧歓鱒灘総撚戯龍鐸な繕論駁

融齎齢晶晶謡曲脚晶晶¢磁紬総燭画品紬囎魚羅囎欝灘輔就撫烹囎翻藤

撫物総鰍撫灘脚．泌融繍わ鴬鵜灘鵜翻齢ぬ勲艶撒晶晶灘蓋鞭麗日灘艶驚繍
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1鐸磁艦　of　鎌f就y　勲鱒麗穿ね　融　■就継鱒麗◎灘謙　撫磁繕総螺　撫だ就y

痴瀞翻麗。馬む舵磁加鴬愈。勲灘騰麓磁卿載艶融認就f欝戯騰鎌魚鞭翻認

鎌驚蝉継露欝。甥羅灘鋤ro麗蜘艶融芝瀧撚澱麗。鶯凝滋む。羅齢撫醗蟹y鱒囎鐸

謹撚慧＄鵬肋総就盈撫篤翻澱慮窺漉器舗錐f欝加餅認混灘総翻。雌燈鍔耀磁勲蟹

諏聰《慮磁凝鰹脳鰭豊融．

騨厩盈磯灘僻撚y加抽騨¢船鼠盈雌欝．血ゆ灘¢撫u鯉蟹轄ゆ舵囎欝騨蕊鵜欝

就騰鰍蟹麟勲慮膿。㎜慧灘露・翌撫総y麓勧罵鷲◎卿濾欝愈為融曲繍蓋繊欝麗

磯撒僻。エ灘鱒磁。諏h灘糧蝦αの鞭就羅or撫y漁砿翻

磁㈱愈麟。訟。甑¢謹讃謬。磁識黒魚罵総fエ耀門下田田鱈撹エ灘難囎
群麓礁。臨急晶晶胴乱鉱欝血磁ゆ繍y無鷺謬。勲一品聡ゆぜ就撫就
繍1門脇加盤u漁蟹翻麟。　晦欝就撒翻灘繍総騰繍欝融纏ゆ
わ㈱離騰紬麓慧総鳥勲獄酵鋤加¢鰐。隷濾麟癬藤v鮮愈の繍繊脚
撫蕊鴛嘘加熈盈翻加欝エ繍灘槻傭漁ゆ羅夢批総磁騨罫鮮》鑓脇
欝血鍵磁瀦鰹磁漁繍中隔麓勲僻二二齢謙驚麗尊鍵鶯ゆ撒戯鱗
撫灘。　ぐ醒8菰艶of離職蹴r慮O曲磁がツ

撫ン総勲漁総蝉磯掘羅膿黒囎鯉¢轍備品繍鞭海二曲麟；鍮譜面鐡。撫罫総

騰離ゆ蟹瓢雛蜘醗磯融僻。謬1騰加糖融鋤磁エ撚拶隣一町騨。濾加蟹就撫罫齢

繍灘灘艶鉱撫融灘盆囎撫エ闘＄総ゆf澱麗鳥耀闘囎期y灘纐慰誠綴鰐

灘諏t麟欝黒礎エ灘櫨潔融臓v謹豊翻わ黒総ぜ◎rtぬ繕量》鐙瀧融f1愈ofぬ麗盗撮澱諏1澱繍翻認意為総

磁燃v累鷹》澱羅磁澱ぬ1澱意撫融f畷震麗r融、
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                                    the Rxxssienxx Fevdera'tSOwh'

      "VwwClil,[EiIAR WOwmR XN RWSSra WOVATI Aie(YD moMO}maOW9"

    Ast¢er sevex'aZ. ye&xes oer urkcertnt.nties as to whimg .thx"txxre Of
nuc:.ea]" pewwxw fi-rm Russrviag evokodi by "t2'ie Cimexwnobyk ascckdiewwt anct

txreanss£o.wwnat:koxx ost time po,Knt'tG.ca.Z & ecoiiomrkcanue syfftern thwn the

c'ol.ma¢ry'ge sorne vex"y rsvecrkatrkc 'twenctff off fi.krs stmartinew dieveXopmexxt

liavre been, asXxeets¢ty die£kxioct by 'tXis cur"]r"eik't moinermic. tXrlrxwso obtiec'scrkve

'tx'"e.rkds gxif'e bog.x2es rwtnepkk:.a't;g<it by 'tkl.e e.xies'tfi.zng; ecoxxomLcgLX akC}

ecok.ogiX.casl. coma<ik i.'t X.oxxs. .
    mar[x"okaggkkout tl'xe diecucte o:er tk'ie prce･--･Ckwrr.'yxc>byX pe,mi.oct tkoe meveurago,

cixnxxixa]. ewkeeth.wkc yowe]r" omatp'es'e grow'tXi Xxz ¢kie wo.x"Xrk wanss nvr"owwnct 3e7%

asid 2rk 't;he :stoxe}vaeixs W$$R -･･ 3e8%, ZXme a xikma'be.gy ost $tmeXes

(Biigr"eszrS.X.,Clrxstxzme,:[xe(ikZ.mu,$ekx'tk:x .A.erx"j.cas) 't}.me gpsowtX]. x'wa"t;e wmes muckx ki:i.gmex"

'l;ha,rx tinax't, l.ErueeEkt'rce es,imoiA;i.cit bew xzao"eedi, $w.:pay"a'te].y :Zrm "ekk:Znv x"eslgeec"I,

whasrc{!･). ℃ime meunyaa]. okktge1,cat grow'tXM :i.xl tkae coulr"sg off aO yeg:x"s wa$

a'xhozxx'rd, ff% ctue to j.nvewxksivo cteve].opmonm.'t of maxcraeewx" powew. Xt thge

woXtst;k}WXntX.e waermtl.oxkth.xkg, eez,at thxx t}],e gna,,Jox"ity -er ge'tatwms-Xax"gre p]"o---

`Akxcezlvas o.ff eXmpctwvS.c geowexe, time stmatr're of xzvkckeExe x)owex" ge].axxxts ime

'time 'totthme ffxkescew <>utgevekt rkff hMguor tinaxx kxx the woxeXdi imx genera]..

    main,u$g tkoe gxxwk7ew gecrodlxc¢rX.o]1 Jtxx tkle woecXrk .Xge grrowrkrmg at a
iJ"e.l.a.'l kveXy s'tasbl.e inrkgu .z'aste. At the ssa.vne tXyxiw, #exetaxS.rm maeaxsseax"eff

'ta,ken by ffomae stE{'te$ exx savixxgs oM geowex' ewkdi reductXoxx oX exkeueew

{l;o.vms1wn:ge't:gLoyx mame<Xe :Ltc E)o$slS.b:S.e 'iro es:kow cXown the eyxel?gy

kLvx'octucterkexk eswownjh sto'ge $owwe xxwgl,A.gS-bXo wewwS.o(X, imowov'ew,N ℃kxese

{)}iw.x]gQ.s xxevex.v veaXX}r axstffec,¢ect 'orkva grow¢h (itymerwmeicge,

     SpeejL.ff:tc ca:tcuXast:koxx6g peitreffolrme.ct wrkth xResspec't "to cox]d:ttntoxkss

o,f (flevel.opmexxt oer tine Ru$asXaxx ,1?edex"a'tion, asimow tgxat iyk o.x'dieir tw

S.;ai,<)'kZe time econoynic ewxct ssocd.a]. problems, ewwegegy' pxeoctnxct2oxz outpu't

snr}'ic,'ui.d be irkck'o.affedi, by x'io Xesss tin,ax] 3% amakuaXXy wStim em

F}･:Xmultas'xeo"ff plrvovisrkowa o£ as ec)mew].ex oer }llo.as,stt'reff ome rexxexeew Sa,vthxnge

;.]V.]erwi$e time thbove sstan'eect .strkgtxx"e would lrx&ve tho ine ctoa;KbXect.

    I],1pt. psrogrewll o£ ecoxxomic vefolJ"fn$ rkn, RIAssita strxeux.Xdi koe basedi

".r/}x'.1 Iit"e.ZrkabXe geowexu $ugep.Xy to a,raX, eXewterxts oX tine rkxxi'wastxeiame Emact

-'t(:okik;,rwlc com:p,Zexs wh,1.cl'i stoxR Rix$si.a"$ eiko/rwaous sscaXo 2ge kia:ir"ctXy

.v,osslb.Ze to p].mpovide wrkhout a c].emr cowacept off time staste powexv

.y.irocimctthon poXrkc'ysi inav.Xng s'tanbZe ].ong---'term gOaXS.

    cr.hmp. corleex)t osl lr}ueleax,' powel'" (.iteve.Xoprnerx't ctentixxess its pXN,ce

O-7-1



and roXew Sxk time state stuek--enexegy prodiviction system ewxt X.kmee$ o.£

i¢$ devekogemexut ms weXX asss sets erorwN.M"c3 px"actkcaX gass}<$, ciix"rkveww ff]7.om

tlle X.ong-*exxn strategic goals,

     urhthew cQnceget geXioanXct be N'egNncdod as n stXexain,ke gtx"ateew ost

tlrie b.3f'sxxch cteveXopwaema¢e poxeioes,ca13,y spe{z",i.afrkedi , x"eM.k'xwd and

plaxxrke(1 stor .px"actLcak S.suy>:.ementa'tioMx .di.xi tke oroue"m o.ff {X]kiG (YoxnpXex

IY'x"ogx'Easxi est N"<]:g.e{gtx" IE?owexe X)exrn, Xepgzzexx"t i.xx iche Rkkesgeig.gxi, as"G<itenc"aR;rk.on,

stome tinw pexekodi off ℃g,p ¢o k'OfO, e].s.inox"a.'te(it by Mth,memetova.

     Iguc,Xeewv powox", desspt.'to .X'ts ssmu,k.X .I.rkx)xkt iwato Skxe owwexeew

sftva,),'l;o b&kamce<3%>, XxoXit$ aS wxeeaswxiX k"r"y poptrk.'taoxxsu rkxx a MkvEnibex' ost

SXie snos"e rkwapexetan¢ exeectxrke-kwwex- s'yss℃eme S.yft XkussS.ma<Nox"-tkk-West,

C;entxiaM,Ml.CkrkIX.e 'Vro].gg) agwa(iit stox" time x}c"Jsc"sM)e.et.nt,ve :,X.su ecc>k]oYu]icas.tZY

mosth Jffea,ssthljZe ssovKwcg ost powexe sxmppky' Xox" wnaxxy regkoxww, WXictrx

vth'ow oS we.Zk-twxown exdivewk'tagoew of N].'ucme.opa.x'" powescts tXww et}Eg:stbmp orr

[powek." Jplkr"oCkvgc"t;.:Lewx ff:tr:vaom vax<)].egx" $otatr'(:es mekay grvow uff) 'to :Ile% Igror

R"su.$la rkme gexrteirtsaX, ewzciX R.k;p 'to 50% sto.T." rk.X'$ ouit"w:g)eawa :pa,::"t, At

eX'io sarne Srkme, tlrke sk'wa:x"e ost xkucX.eemr geowoxe 1cr'i *ine state :ffuek

bnXawnee,thxxcXxxctXxig dikestscrkce imEea,'tkikg, ma..y re&cfrk 10va.

     SXIkcXeaxe pewew dievoXopmexzS Xox" tko perXoct off asp to 2eaO

(the px"oginc'am'es inasthkk goak> $ko<r>ure,ct bo waa,ixxtanthykodi wrktkixx esucin

a,. ffrg.meworta"Cinat wouXdi, :erthrs't o.f a].ky cc>]itgee,txseetmp tine cageuc,di.tiees

srrt tlie decomsirks$thorxect nvVwws titxni u.1ffo ]."epxeRce k ,yxreJwnbwx" ost geoweiirv

't.zll::,"t}x. off 'tlrke "tlxex"mM.[E. x)].axx"tys.; on sol.tCX ffzxe]. w:i.Sil iitr'esoxLwwcess

e,xlvavma"tedi, wwze gmpiieiT.aX ca.geasc.'i't'y m'it'icx"eaffe at the ogeexemetrktrng wwWrs ffhoxxXd bo

a¢ 'tlxe ffg.wae "tthmae x'"e:#.a,`t.XxywX,'y' th.x].thsblg.grxfi.JffJi.eewLtxt, OK] tkae otkkonc" trkeiexx<ii,

effcxets es}IoeqxX.ct tse t,zkeegx'atedi 'to pwovrkctmp Xoxg Xt$ ewasste ogeex"entiox}

;emIdi growk}.xge S.xrkexxiG*lox'ms.],, eva.].kxR,'tlg.<>za off wny xkewr Xkzze ost

X't6 cto,veXo:prwaemi't fi}x'kdi es℃thk)kri.ffl'imeer}t o,Si j.¥h℃oxam,K'g;.kowaa]. e#oge)exwaicfi.oxi

1.n" 'thG., ffrkeXrk our xxew $amee A.mpt.eTmox'ita.'tloii,

     eekop manjurur w]'vertrketikbXe :Lwitth(."gy,$ o£ ¢Xke x'kwac].ek.w pc:Wex'

{.#.,w'g･!ilopmeixt y.roge7sme cnxx be ckma.wac*e,xeizees iny tine stoj.,l.owthxig

.S, i. gllzxsr' ife ss #

･-･･
 lrXII"V,tt,;' imistB,j.].eCi, <z)ttJpacltrys 1psS'"5 --- rzYi;,L"･", (li･wt

                           .in,eeo -- ew,4 "wt

                           2oGo -- dixo,o i[;w･t,

-I?owQ.y'ff)x'c:)<Xa.xetj.oxi,: a!g)ys.5---i3f.),b:L.1.X:itc>yxk{Lwt/kk

                           W.t:O(:)-ieig, ,"-ev
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                           :020 - "".'59 bXXXXokl twvt/im.

- Nucmeeax? pm:Zs't,yi,ct Keatixig WXarxt$' ins'taiZtoCg capacity $kxouXd by

rmtr)eO be 2,S8 Gk<aX/hoRxe,

     Wth'th xee$pect to :if"eara coxidthti.oriss ost iiwacXewax" geower ewxt

econoiTiy in. nurswi.as '¢imo gerogram lnco/rpoi"a'tes ℃ime ffoXkowi,xxg ctevo--

liopmexx,X etagesg

     - Sge93h･--:eOOg dtwrkrig ShS.s "'eror"cedi"' ox" "'x"ewaovestkezz" pex"ioct

zxpg17asdiXwwas off ℃lrxe epex"an"ickscxg xmrkigss wXtkx rk.xxcx'Gaxffe(X ssgffeSy proxrrkesSoyls

shwuj.<iX ine a.ccomageXrkffkwwCk. NxeWs'cageacrkty gr"owSkx sslrioukcik ine x)egkigSbX.e

a.kxit maos'eky reXa¢edi te cont:kxxxraect eoxxs"Srructthoms ewst 'tkze a,Xx"eadiy corn-

meizced ssites, A¢ timS.$ estage Xxog,ct, erxt xm:L-ts oS eeke :kew (""saffety'

Xkienc'eem$edi">gexkex"thtkog'k ax'e con$'tx"ucted ax)d dieveXogeQdi oKx XS'zae inaesis oel",.

fithcp ykewXy asrko,pterk 'tockma,o.X.(>gles, wrxths wozxXd pxeovidie for nv¢rkbXe

(aeveXopmexlt of mewacXwanxe powex' in 't}ze stox"tXxcomizzg gtnvge,

     By xtOOO, ev-tur¢-rckp ost Xoxxw V'VxxR--SOOO xgeactov"-'type geowexe wwi,i.ts

i,"-"wi 1)e.i,xng prz.amaiedi., aff weX,Z asss off oke gmoctorx'kntzed RBma-$OOe :7.eactoir-

type ww1:g.t, ℃wo twk(::l.eauz" X)i.fft:trrll.{:'t T{eatG.ng Pl.em'k℃$(A$ir--"S5C)O>, two

'" fasffS" x'e.:actowew tsN･-dgOC) eror the TJraks I?egioxl ewirk ox'ke geoweev wwxth.'t

ost t}.le klew gexxex'aes.oxk wrkt}]. as 530 ?lj!wt cageaci'ty,

     By 'eexe eikdi oec time glvesck yeuethwct heaxct exrd $masXX-powov vaxj.tsu

skkozMXCk bw coxxssthx""txe¢w(tk £oy' powe:r" $iax}:p.Xy scQ wmpmaosce ew,krk ixwwc#e$sSbi!e

ax"eks,

     mel'ke maaxrS.N.x ff'tM"aeeg.Se g"u.X off 'th,e ff1.l"$e g'tage glaou].ct be x"eaX

de'.=)moixstwwwt.l.oxu off tkre po$$ibl.]u.X'ey 'to thwatx"oduco $ufe a.nd

n.com.oynt.ckXX'y .C.Ga,,c,gS.bX,.erv xxx.xc,Xmpal:" pQwox' sowit,x:veew$ E.x'xt(p Xkxe ss¢ate gi(>we'w

yncocttxc"tL'Zoxx sygetema,

     - 20DO-alOSO# '#ktsrks x)e.x"1.ork Xs cimaxea.c℃ewntzedi by tXae cax)acity

g'.v(w'tki or] ttke intwsrk$ ost tkae me.')w gex],Qx'lath.t2ox'k ?me'xit$, A geXa,rwaedi

(ko{'."o}xlmJ.tssssioxxi.it'Ag gex'ocRff$ ittl ffta.x"t-di .ffox" 'amektsu, k'mava.x',}ec eximaxxs'tedi

'tkoj,,y,' xe7e$o'wwces,

     .A totnv.I. nuvat:)exe oer 'l;wex]ty x)owQ.::s i..xyxt.ts I.$ pkre.x]xxect ffoietn cemwaewics-ts,gxekz't

al; t'hll.$ s'tagmp wSc"elk N cggm<:.i,'ty' o:fi 20tr)O Mw'lj; eack:($ ozx'E o:fi' a'{:) woRxlX(ii.

bc?. scoy]"an,c'.i..xig W.he.wwng.:tlk Wowmp.z" Vtt.ai'.z'ts), a,ss weM.;k a$ ffozxev 6#O,rwwt g.zwwit$

of 'the xieew gexiex-a¢loxi, four xArxi.tss oxk tkae bangeAs oX VVxxR--zazaf:)
rp.a-c'tox'p twe mxxxww-800({:ka.xkxie]n--icygee)uu'zXics,, Xou'er A$W---500 andi tin,:if"ee

'e "cas'e"' ceinmexeckaX xemecXox"see
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a't tlle stRge o,ff diesigel emxd pxthojec't quaXtty asstxranco at "the s'tage

oer coxls*ructiork, E:ffSoctive oMgallrkzatXonaX ewxt tesctmrkcaX nleewris ome

}g}?.IYss px"otectS.oxt agalixsst w:;.ki. ffu.X, hatr'm ox' (iko$'tmac'wtox](ct;w2tr"x"o:x"iesm)

ax"e beSxig $℃rkpuZ.a,¢ect,

     Zxx eile ptwxiod of xJkp to EIOOO "tXxe xlvicXealr es)owesc may be

clg.vej"ope<l rkxu em!'k ox)exi fueZ, c'y'cxxe. Xxx ox"<iXe]r" to x"eciXuce ctwwaari<as ir}

u:M"Emarkwm rnrkzii.ng ewict tackke 'the v'robtaema o.st wactrkoaceive wa,stes

mu:rxagemaexxt .fi.rm 'tlrke pcrocess o.st nfu'ijusce deveMoswmexxt oer ixucj.ear

power, ,1,t"rs crxecgssffary ℃o puxeex>N,ye tlrz- tockwaicaX ew'idi k.merkustrthaX

k)asffi.s XQme 'tkke tx"ewmsk`g;i.orm `t< `tkle c)IX.o$e<X :ervkeg. cycxx.e, Wrk'thokxt

si.Ixlxak"'taxX'].mpouzss l.xsse ont xvegeylex"a¢gd uue"aTzX'esma axkdi geXyatOwwrk'um a eZosvect

kkeX csrcX.e a.rv botim eecwk"ioyxxrkca,X,Zy ety'k<it exxvthx"omenexltasXXy n(>t ereansii:}Xe.

Wl'ae #¢oxeoiya:K.e slmpasrkiniZS,a;y o£ a cithosod {:yc.Ze wrexx]nvdi saxow its gnaxthmi.xin

a<JZvemkdege rkxl 'tkke di&ve.Zogeme,vlt of x}uc,Xeax" poweJg:" oxk ffass't xxeutj"olxff

wX,eei a inxeontct-scasle erueX, regexlers,tiozl.

     xxa<tz:Xoac:tG.ve 'wesste$, x)x"ocit'txceCi a¢ 'eime kec}i'[Fss, ewe mmthnlLy

c'X.a.esslSJXrlE.e<iX ntge ,X,<>w an<iX wae<ikli.um wg$, ℃eew wi."S;im a, kenvgy "t}rkewx 30 yeEltikr'es

k>elk:"thodi off sswrnrk-･-rkeceey, wwkke arrlolxxz't off Xzrkgtza--waustess pifeedixJKcect :gff Zefux$

thN.x} a%. wwxe t&ssk .fokr" tXxe xxreaxrQ.st 3-5 yeax"ss wouz].ct bw to szkgep].y

Eee].X ogeeweeici,meg wwwwff wi,¢k's waodie.ma], ¢1.oasedi ewy$¢esnnv eme s#:kntdi exx<'a Xkguj'-d

wa,$*e <<,sM(ii.th."tii.oyx:Xx'ws ew'kcX x)ltr"ap;ll.ucie tkema fonc" ]X.oxig--'iceesc"m

c;exkt.waxXndmect $'tox'mege. wwke!h. c(>ncept o:ff yac.Z.Xoth,ctXve waxstes ]nawanvgelnerkic

.kEks.s beema wo.ucuk,ifdi ol.k"t a,ss N ssepg.xva'te ctocve,umevxutfi tinat WVUXdi rsexeVO a,S

a, l:>a,s[l.s gro:kr' kXrke %'>:["ogkfgewft :px"&c't;i.ca:l. Ii.miE):;.gwampx:x't&'tS,oM:Les

     {Z]eclmi.<)a,]. #orn:pXexi,ty', nu<)].eax'" kli,Ekzacx"(ls em'xCk ;geesource

couswwfigetioxi eX tho s'itR"cre.ea.℃ .powexe ax],di tec]maokoewr reequrkxee k')roact

R.g'kXex'xmtA.onaX coox,)wxeatMox] :.ixi ℃lie cou[if-se onc xxthtXoxmek x)xtnogue"arr}s'

cR,eveXopmexx-l;, Mime ix]'texxna'tloriRX. nain.une o.£ ntxcXea]r" geowew ssep.ts

forwajr'rk as as px"thma.ry goaj- 'the cox"x'e].ati.oxx est activnttieev rkrm

i;hmp. p.}eovthff:Zolx c:)lff ffa[ffe'ty ntok" l.'ts <ite.iveueox)mex'A't, Arl Xrn:pox"taKl't

/rolZe rk.n xtaeffo].vj..ng 'tl'],.i-s 'ta$k beXox).gs to rksi'tewm]atj.oxzak

ox"gew].iZuati(ms ascLdi asbove aMX, to rcAEA,

     lg;uc3"eaLx' geowex" dev'eXopment .irk tl'ie Ru$rsimri Wectexeatioxk $kiou].d

p.z"ovrkde foxe 'tkkw w"es$thb:X].i.ty of not orx].y presexevth.xig tlrze existlng

i.]'rt't'e]f'$'l;erte(in the ff.sc"mrnework of CX$) axxcX S.lxicetexlatj.olxemk rnant<ets, but

areffo of time.i.w fur"tk'iexpu expaxi,c,:,lon.ma}e chg.rice fonc' evuckk axi exten,$lon

mpXlrs 't$e
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     ewine XeveZ oec time pevxesgeectlve natiormaX teckm:kca,za soXutions

oxz wwW $nffety evaumeXs ¢kee best wostorxx vex'sioxxg gxkrk Xhexee i$ xxo
grokmadi to ffocues wnew gerxeif"metioxa nvW de$1guff ,ffoww tkxe xmackegw

power Xxi vavkgwta on wees'texxx eomapamies' dievwXowwtermts, Nevexe-

t}ieXessssp vaxwrkoma$ ecox"maes off wess'tex"xi, evrkrmge" pa:ec"¢thcigeatioxz k,rm "tkxe

nR'tSowws.Z wox"k$ ai("e erea,$i!.bZe wt.'i;klua tkxe stmearrmework e.f :a.xxSerrmaXthonai.

coopexeatrkoka.

     ewine plt:"ogeewm aXsso cowa'tai.warv Xkze Twajoxs requrk.wew]e:Mtss stoge wwV

pex'ffoxmeX #xeaiasthngge rmmpcessemry ax & ym coy?apXexpt dmpveX#prne!)'# ost

Wks oxpswt.maegktaX x"eeseawcim basrks, iyitexvarma¢.XormaX tx"adiept sociaX

ewnt XegasX aceA.viSies.

     wwxem exgeex-t anaXysi$ inaxew x>x"ovedi tine ceq)mebixerktrkifs oer 'ic}.xD

rkx'icttxstrkak ioxarmcim to wxeevkte Xime compZex gexe#gram oma cosuctk'utok

c>f en gua:ecvcsmteect smeXety pxeovtsrkon ffox,v nzzcXekw ge#wexe dieveXupmeerkt,

     Xht ffimourark tse armse gmexxta.onerk tktz&t eimo gS.vexx pxeogreEmi eeXreactryw

:ffik'kCXs a x)ecemctthcRX tg.gxmp:kewaoxxtN:rE.oxl: m.t tine wxxCk ver 1ymW2 'tkto Govenc"ll-

maoszt ost 'ek]e RRksssskewk Wedewkza.ox"k pas$eed ma :fir"eesoXzz'tioemm 'tima℃ kge thxx

erac"t a pyogr"a3yk .fox" tktw coxi$tMtxctthoxk ome bgE}Wss Xxx Russssthas kiXue reOig.

waie rkwagekwmaexx¢emicrkorm oS this prograrn mass geXamwerk kww gterLtct
accoxedawace wthtkk time exisstrkrmg Zaws off tXxe Rzzessian Wectewatthon j.x

thw ayea oer eswavkxboxrmeykX;a.X ]?x'e'tec'tSewae rkxx cowapmextewxce wM;k t}xe

ptMXthc ogeimeioxz awadi wltim axvkS.Zabkraity of s℃xingeeqwaent positiv'e ctec.1-

s±ozms stxvoma X.ocaX ewnt xrvegioxkaX awathox'thtS.eff oxx ¢ime cormgetyxgtctioxi of

nucXeaxe powe:x" sX¢es erm tkzethxe te:ETx'i'to]."iews,

     meime maecewa$tt,ry reegmakrernorm"t eroxza ttccevtrkng tkxo 'teckxrxicak

.v,roject stolftp Cgle comastruc¢iokx off emay #ygee oec ww? is tkij.

avan:tkabiXxty off '¢ime po$ltive concktmskon fwowa tine Sta'te
2Ikw.Xnceoxwwexx¢aX mexpex't.i6e CoTywni,:.:$ieyi,

     mekke grkvexk yese].ex¢fi.on combN't$ stasgrxat'iwm iM] tl]a.ff blueasx]ch o.ff

.incXustryge ctern<')klfov't.wkte$ sc"ethX pors..$S.bl:LI.Sies "eo ikk℃xeoducmp ffmeste axlrk

e.con(r;･mScRX geowex'e sowwces,ljassedi oyl n'txc].Nkge rrwaeX,rkrmtto eke s'eate

enoprew ffyssXem. meS an,Zffo prevido$ eror a wwoxk-p-rvtoge dtwveXogemerrt o.ff

,n'axcXeasx" geowexee 'tkwat cowabXno$ upgx"a.diSy].g o,er 'tinmp wxisitntxkg & cx"eM'ti.olz

off newp ywaoderm 'eechixoXogtheff,
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     Appendlx as

                    meVs' opeKatlmg data foxe ays92
     rlrhMvougtrxout 3{i39: :g :powQ.r･ lmL{,ts ofi ge xxxsssthMxl NWiE)s wS.'th tho

to'taX in$"Ias].IZed capacl'ty ():fr [2{:):'42] StTwt pxrodi.xeed 4$[g16EltX,V?r rwtIl.IL:iLox'k Kwt/h

oS" R].ec'trlc powexs, Wk],e pxx,aii for power produe℃rkoma a℃ wr?Wfys has been

acconnpXiff2iect.

     Xma 'time overaXue armokmat of power px"odwxcerk `tlae l<l:ESWs ffkla.xBe thss

a4e83(ie

rk",he avM.ab:kXi'ty compfffA.cient was.g g-7,3%(Nt the Xevek ost a9. ysG),

                               (S{F;,AY-, :ff(i>:kr" }{iI?]E)s wit'tki WElk yeac'to]rs,

                               65,7% foxe M(ITE?Vs wi.th maww x"eac'tors-

Tb.e, c",va.:E.kabthrath't'y coipntxx,.cntexxt ffor NVV$ wktXi VVI R xheac'toxeff ,X.rkeff S.x'k

ir･he rayige Sx'oma ew geg% to T3,#% akkrk fo:xe NWX'ff w:t.'th RBBffK x'"eewctorms-

.1-ix'ctrn tH,6ptg% to 8.xgsga%e

W2ie hrkghest asvalrzma.brkkiSy coq,fff:i-cthent wa.s

     rcimers we.wo :.05 imxcirkexx't$ at 'tho NIE're'ss thme fige9Ell, 33 w}wa.reoff

c)(:,,r,i,vx".r,Q.d tZz:krsotngk W'ie .fn.zk].t oiff the .ve,r."$ox'ttaw]. ('lrrin" i.rm '?ge,gei axid 4g

irees.pQctrkveky), $A6 S-r.ecrkcteki't$ occuv'rgct at 't}}e Tg'WWs wnt'th ¢hmp VVxx.ve
i'

ypo :y"et-rc¢o,ws aTict 5ge rat 'tZiose wX't}] the MBma ty'gee reactorss,

<r:he ¢ota]. e:ff tho WveR tyy>e :p(:)wew Emi.'ts ()txtr?x'exxtl.y o:pezsactln.{g is
IEI, XrlBTvwr--e(I)OO - 11, rc(]IIff'-Ell - `X sliCk tsN---600 - g>,

     rche .1rmcrkdexxts }mve beekx a$$es$erk agarkhn$t t;Xke :ln'terx],atinosiaX

rvNus escaXe a$ stoXXows:
    ---- tt> ffrsecond xxeveX incj.d,oxia;g' (miXd)

    -- ,"':8 - f,Xrst .XeveX (rkn$1gr).j.£l.c-,i}".)

    ---- IW4 - zexeo kevwX (xkot afnte{wh.Lng the sa:rety)

     r,me 199.xx' tl'ie radioactrkiv- ewwnls$/.i.oix6 off a.nLX the RLxssrkauk bXFVs ctti.ct no,.'t

ex{'.'ee<tt "t}tg rkrx'te.kr"na'eXolkaJX].y acceLp'stv)CI v.o.r.mg, [I!h,e. muxlmtxm i()CtlT.x-

emmi.ff$Xox'i Xevet. ammountedi to :tLl% anFa of the ii'}e.xe'ku ga,s.es. fe,o $5% o.ie t}-'}fi}

ac{reveted xiorm.
    th
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               Wmame SWAffewS ANpm ewmeOSgees¢TS es*me

         Nw¢msAme swwwremww memawemmoumeNw xN ¢x}i[xNA

                             JKAN(S Xinxiong

                                geresideent

                      <;hiana NatiopmtsX NescXear cr#rgeoratioen

                                Agerja k993

                               AwsY}waCT

    A twiewff fiwtgy#twctievme ige exgvem, nt twst, tw ixbe $imtwss esff maexseeer pawwswgy geneegyuekgewwa

iee exkoiwa ssincee it980jks, fime wwiniec:twe ktw emtwmsg$ g$ gewt en ttw gegeageresg dw asiy,gwhme eegege, en

ew#boixymew 3()(> wtW <ew) geWwa gegyssseck, asg¢kcg ewayee meay rwgege, ee ewgtwameerexgeea 2 × {lgO(I) wtw

(@) geWew ms me .SVex gegeewSectc bekwwam ebe grgE#meEeegeemi #ff echima mend Xonew Kewag. A meeneweee

ctmserfiptiewb foeg#wwge #wa khew gerogwewwa ffew ditwvtwgmpgtereenit ewif geesexgmagy enewexy gwa exhgwa eweewact

thtw vetw 2()()O, gncffasctiag Qimshaee pmasme ee 2×60(l) MW (tw) geWwa gegy#Secg, k$istsEen koas

twggeeeeeyr beam sskewkggeetff skki$ ymaif wtwhk iktw ctetgeESed diasEmeam eepmes kim $gk@ exmavntien.

wrewmewhljffsw, mpewgywtiwag eexees ewmpmemsion st skim gsig%,gecgmaff ffasssg ecy¢in, wwkgec:;g=e kivas igegegmetwes ime

agEsoig, swwa geew#gseeggy beEwaew et:gkwtewfi an k# gewgeesk ktw eeemanee st waecgewew pawwew

exewbemperwaikgua. migza'intw Ewakmptwecgen sg eeecsasesec wwgkm ee twkewffgeeue en kkee wakgonma# pagEeey ffew

estwv@fimperytsmatc eeff waucgmar ewgetwgeewy eenee ew'k#aswaeeexmp st eeecieeew ssmeffeety.

    A gfigeix gss #twee mpew, ime ittw koljg#ww,gag paerk, etw esffewts ffew exkgma tw stgyewegebeen fits

geewaermadvgewmag eempeweekien ggrm kktw ffgeegee #ff ecwuaetwge ewwwaagy eeeedi gwwecgmagy ssenkoty $gssexew ] 980ts,

ms wwrswgg ms iktw ewgrathgygtwtcian mawadw ts ikgk@ eegetvlve beeessnd mpme tctw waefieeeeg " ffvagewixtwif

gyewkogycrwaig'iggg uawark g"erBewew opswem gwofiiexy ", fi. ee. fydetw pagfiecy di ewkengrcgsegg iwkimmametrgeemeS

mempewem'&tiesgea on ikkew kxeasg$ geff me#ff-･-tifewgEeeifzaecew ffew' eseevtwttmpewgwwtr @ff weechoeegy geewwwew, iximew paSgexy

#tf maik mediv#eekget,)gets, waenasougyeeewigeigew ew eweefig･ag tiee ffew ge･kasexg#rw gevaffikoermeeempwa maekdi thtw ewg#wttwgwa ff#y

wbeasexSewgy igefitrEapark eeeedi expagyk. A wafiwwcewa wt$Ek fiss ssxgegyes$ed boaskotw twSwa eeerwi ttinwt exbeig'gee fige

kstssiifiljgeeew k# geew@sw#tw gts fiwtewmakEuaenk mompewwti#me wtitim g#wak' ewig ex#esmetrgyljms koy ed@vtwkogeimec

er℃uagmpew en@agy eextci waeecttss ik# tr'ifReekwa l'ts esww ewwtgyitwkimxe bo tcgetw beffisusck@ifEtc ewff wwaeewakfiwact.
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wtgy. CkutgifR'igfieeemeg

a..esesies eegeaj caemitgemeewag

     sk gss ggtsptNy eweetc gegmasueree se heees ee #koimese dwgewguekgee ffew geeegykgecgpakgmag iee

trtw 26eke .,gApage Agrkgemigwag ex#ertakocrenee. ewggy$ik #ff megff, gwrwgee gik@ im ewmpff@$$, co Mewe

exkeeeljgygpttsuttsen uaeeed kktw ewaseengxeeeer# ewff tcbeew esottwagewtwme, ewereey eerdgees khankxt ffew beeegeeex

isuvitwee tw ktw exontogywwee, eewt ywtey immaerixkogix exenggywtasgntgewts on th@ mpengwaue #ff

eekew eeeetewaeeecewe

     Mif. echagifij'weewg treifigeey i tteek@ ikYiggss oppagyixwwity ee beeevtw ee twgst iwtredeeetima

ma6`kbeew $kwtms eeeees twewmpeck# ffrw rwuagmeer ge#wwew geagvmeS#gegeggemft ljn erigEpmee SS.

A. xgheee swatrees mp1er Nwaexgeeer gempwyew mbew･#kogeMtsigtdvwt

     Ass gege gwwzapagytawt geewe tw tweeeeextwEexgty gwatwstgyy, ebeee maclmagy paftsigffeeif

meee}gstsewwtEau fiem exbeiwa fi$ Smsft wt gk$ bemeEmeEwagg. Ass kmowwa tw eegge,gheer@ bevwa

eeiwawt:ifr keeeee ktwee rwgege betimeew enth ciifftwerg:}ff"tssk $begas koge ktw wifkasgswpttaenkg

     eeffnk@ ffgyst, tcim epgmskan wamsew g 300 MW(tw) eegegee

     Ass ee pa#twikmpew ewWew gegyeeSecsk,Ek wwme esesagmeee ened eemskgeectwes geigreeeljpmgy en

osr #wwag eeee $ncewas$twSffy eewaneeextaee k# waew ewfiee ewee mempexewAkoew X5g ff99ag

gwageRyEveas fth# wweeggyng rk ee kg$twgytw, wwgkfrs mo mmeSenw pawwew exe2}geeeewrkfiewwa fiee wa@

gewgengmeeeanes #ff exkogma. geew eeingss gegyajeca, &tw ewmpewfiewaee maee waetwhgeevammak See

eetwvwagmpfimeew maeximpew scienexmp eewaes twmbm#s#ewiy eeecewgEiftsgggntex gsc gegyeeetiecee tw crEigptgeewwa

ixhdewa 30 :yme@er$ k&vtw beeezz eeeeevgeikagipcijp ewgees wwkeek i$ ewpewwewg eeexex#gedifipmee kas as

$imitisties, ewmeer t<g(])o ww/wa ijbegewti$ haww koeex}(el}wa exemgyewgetecg ewk by sfierEtsewtw itinew go()

moffigEeewikiex imskfiskaskieeme sw ssmpgeewix ftheg$ gemejecsk. paimmpme "i70 eegyexexix,ige boikewg uaEwa,

st kbe eqagigerrwaagtesrk wwwaeete $mpgefiiou ke]$sT dwfftr"eesixEex sswteanwahaextwwaws, wttzgla skbe gege#secg

ffwemegegasme(belrwempwt, exiviji ewtseximeewiwwme,gwsbegifstgen enct momefffitsffsi$ssEaswaijnue wwewew eewwosewiteeketl,gfig

bey asek'gyeas# enewipmtwew$ enes wwewkmpms. Aik ekee wagelj"pee kgif"g""@g trgigffeeeet2kie utftenixfiasge wwms

eseev#twes tw mbseergeitfitw ewecg medwptemikfion ewff ffaswaigme eexgeewfiewpmex@, eewaes $#ests"edv et thag

sswuasim @ewggee"ifigesee"eit ww@eree gts'ts'tspagek@et aswaes enetveencees kwheeEewas ixgeeemskowwcei}cg ffgec}gyvmg

ff#ge@Ege paentwias. maecMbo ewmshawa eegege Ntsrwas ewg"1}geigeckeees to kha ewges @n mpecagec'igfiittwer
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[kgil,1991. wtkin i.{il eercentc di rkhe twgg pawwew, g#gS#wed by me kesixing anee

@mpewigewRene geswgwagewe eemsgskieeex #ff zigE;c) ljkemss ffew eemmg#$tionieeex ec ffivmp

diitftwerg:}gpttatc pawew gewmeg$ geech eege 1{ii, 3o, giio, 7s ewwt ].OO geewmewt

iftw$geeckiveegy.

    Aexeowting ee# wa gewa$et ikig"we@ sckedeeSew , een ewveweeRg twmaemegwakgewge mendi

rwmperimasggwaex gewageeegeerit was ggyw#kgeemecr"ytsewtakee eefftwew ewwwgeewtgon st esgeg#wtameg

exgeewgerisgewk eek twgg ouigeeik. Zvaewk@ gemogwageeterx ewwsgsteswtl geteptsasEmegy tw ktwee eempects:

(1.) #vmperenSg eexassptitpteEmeeeiki#n$ ewee kim@ $y$ikeeerwe#g ewwaigee"ge"aene wamedi gww$kgyueg'ig'eauixeekg#meg

gpmexNwtinew Eme--sewfiexee gnmpeckiou on tcgwa getweecrtrEEijmeg ggenewmekew# eegees eetsew beextc

@xechamegewss gytf gsl>cisgeggewer"gew"pk eemoifiwag #yseew, as ww,ewgg ws waag geewivaexeeeceraliewix #ff ikkoee

mp$; (2) #y$ixemntaee on-･-swh erewb--ikgeeeieeiwaex @ff kbetw geeemsonmeg gee eeerdegy k#

guwageentwmp ixhagew eqasessity ewif opewmeelj#ms eemu rktw ewgtceegytw evff wwecsmaew wakotys (3)

ex#gtiwaeweewemtc rw paeeeckgen ewff itha mprwntEee-･-ewesew&ee meueefistfgenk$ anes epA/Qex

wy$twe¢trgsss bewaee eepaee wwgmeg"E"grwfisaixEex st kkutw ewxgeewimpme#as meeeifnwaci Sge kinmp

eeEyggetiweissioniwag getwergeees, ime rweeaser bo ewboinggwh me kowtbegy komsg$ ffew kgreme kogegkoeweeffifeinew

fewgwgeeS eegeewntion.

    vaifvabe caimstwee Ngege haes beeexe erasskewkews:g igra wtewrcfrig, audi gge exgeecikwt se entwgy

its ffewefi"ptgswg eegeewntijen evwaew ]y,eeew deffteee ee twivag opewwtiaswa fiwa eeexewwtemex@ wwrikh khge

gyeegugntgon $et buy NatEonmeg eeucatwew ssmekoky Atweegng$tcwakien.

    abffophew #ecaseerkg khtw ewcaYme meeeY 2×900 wtW(ew) rwewpse

     grk i# ee eessifggptygewexgkeg gewn Nacgeeew paww@er gegenk ex#mstcgeeeexmpct eneees im beee

opeweeked koy Geeemgboeeg .SVex. wt#st #ff etw eweelpg'ts"kenik wwewme ewoceemeee eeirkkeew

ffmps'w-g geeruegewxwt#e"ts"i#es #if gewanc@ foer th@ rweceewer g$genes ew ffwag'tr'ii iktw Gwaex #ff ee. K. ffrw

rkh@ ex#wavemkg#mai g$Eanee, anci ffgemeeskpe eetrepany #ghew moeewtgefims ffew &tw wa#ewg wwkieme

kinee geev#Smp#k g'iggBeeeeaggmeenkgeckvtssS @ngEnewewerknme,gft$k#Eemeixfion meeees ecewgewEgmeregge$g#eeSnew eegytw

uatwerikeekau by ee Sewgnt beeeewig ewff th@ ffewesige@ws exnd eekeimess ew khe JVC ijkwagff.

urifMtw geerewSece i$ beEag ew#eeeesiag gegewemoigkNy. ewew kh@ ffigywath wagtg skbe ffaxncrkienieeex

tcasix off gbe Nuageeer g$ianci in kbeifgryigdvg exondiikion haes boam pacrfiigeegegetedg Aee#wtimeg

iko igkdv $chedasi#, ie ec#asici toew twxge@exkgect geftitimg ex#eemeecsk&ed k# tchme gerict koy einew enes

off khfi$ yeer. "ffesbe schedasgee fogy enirk 2 Ntirwiii be kemif ee ymaer latwge kinenge ekak #ff waie

1g i. @. ex#ngeeckion to tzhee gerici wige ko@ Eee ehee maidi 1994.
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　　　　丁撫鞭繊糠鱒⑪1麟麟騨臨講盟2×600輔騨（鱒）欝鯵．

　　　　鞠鱒醜輔醜帥馳麟1鵡ゾ鷲鞭麟甑麟鰹1晦鱗論驚1㈱臨囎騰輔㈱轍齢鯵

購繍鱒響糖…騰ll蝋げ夕，織撫脚鱒麟騰辮鰍ll鵬叢織撫購総1礁麟欝齢麟

齢麟囎脚》翻1繍贈撚幽翠撫繍轍鞠麟驚撫麟論ll麟齢1灘1輪轍翻

麟1翻囎。齢轍鱒鰹／ゆ脚騨騰馳鮮紬鎌麟1翻礁獺。勘囎灘総，

贈鋤鮒鱗麟醜樹齢灘塙騰嫡鱒．丁瞼鳳雛貯麟餐騨撫就職獣総》翻驚齢糠灘

騰麟羅馬麟蹴輔轡lll蕊繊混織蹴闘雛。撫鯵舗臨纒勲騨蝋臨魏撫難燃欝騰1

翻麟縦騰轡爆縮嚇1罫購1騨翻置翻欝騒難撫1驚1轡輪霧艦纏蜘麟齢Ψ

欝欝繍脇1繍麟騨y膏⑪ll耀摩糠編Ω蠣欝覇隙曹繍。

　　　　　購総1鹸撫撫棚曇麟1の麟雛魯醗騨糟醜瞬1獣窃騨輔麟㈱鞭騨麟欝

羅樵雛漁猟繍懸轡贈1螺轡翻繊騨鱗醗魏騨、騨騨蝋灘脚，撫臨一

網総懸漁繍膏細螺》翻購響購麟騨顯鴛×駅）o緋w（鯵）鞠緯轡総

聯欝鯵鴫野㈱翻麟囎論鰯鶴騰灘》総麟野鷹離職齢鱒購麟1櫨1総論騨卿騰騨緯1麟

輔臨’欝総轡糊精糠1鵬繍糖羅鰍1騨撫朧総蠣朧騨囎櫨繍⑬幽1網織欝轡響

繍購職漁繍鱒鱒鹸艦就×転瞬玲輪轡（の鯵糠輔騨輪雛繊維麟1騰

1趣唾罵騨謝嚇購。署皆騰騒駄鎌1義欝欝論麟繊騨蝉騒1欝欝総漁師

編囎綴織綴織撫鯨誹鱒㈱慧綿噛臨鴫1融欝靴轡欝騨諭緯購鷲礫礁1鼠講掘鴨猟

》鱒，繍纏輔1脚結繍1購嫡繍齢鞭総欝撫層輔燃戦闘鰍磯蹴鍮1隷輔

蠣麟欝漁1騨卿臨1馳臨

　　　　　撫練和革靴聯繋嫌鍵騰撫鎌潮繋輔ll撫鮮韓灘㈱翻欝鯵嘱

輪臨麟鰭撫繍鎌聯繋鴛鵡脳髄麟灘馳欝欝薦醐臨継診轍翻麟製蠣撫瞳

繍騰鱒繍v蝋1撫1鱒憂欝離裾野騨欝蹴魏齢欝ll翻鰯灘灘蹴瞭繍陥輔
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beissgeg eetwboeegh iktw waecSmay pawwrew geer#gwas"g'e iit eckgma ww,ouges ctewenes gptif'}twgniy en

megff-ytwSgeewaecew. g.Sgep tw eeasw, ewkokwa inms ewwaexeasciajibcit,fieeitew-me#vewg"kgw"lientats eeewemewwt

on thew ewmpewntiewem ffew geewmeexetasg wsms #if maexggeew eweeewgy wwljskh 12 ewmaftgyig$, wwct

esthabRgwhetecig betwiftcigkijpt wagutgee$ koew meecgeegy enffbeigrss wExk gmeewsw ebeew :IilO ewmatherias

deeees wagEeege. g kogegijewvew ikkec ee geyaeswa eexten$ljwew fiwatwwawti#wag ewoptwmakien kseffgES keev@

mewtwag koma#ffiik$. gme tfeck, dwifEeeew itbe ewmskgyeeetgeeft #ff essmsbeau rwgeew , ee gemgyexee

eneeertrEkkasgy rk towwEewn ewKgeewts, inexgeeesimg dvbosw ffwaewe jeepame ew $@nk hoy gAexAg hadi

ko#ewk imev@ivag}(g ffrw twcxkingeicaff $ewwiecms ewdi eemsuagftgeiki#ms, maes gytrskexway exhgwaeewe

eeeeexiwaeew$ imee hoam #entc mbifuaes koev $twosfiees aser ixwagmeiwag. ge ww,iEfi koas kin@ ssmeffiw"gtw

dvrgmeg kinme ig'triggegestsgrwnffz}fftsbimigeee asff ougr twikmeertw swasexemagy pawwew gewaexgyeeg'ifve. Ageg ewasntgegas,

imeexSgkctiseec .Smpeeee emgees kboww fime Agiee, eegeew wewifeerfsi:}f' ksestwgeegw"a@ co be inv@gvceci iwa

geer#g"s"tsevtrgee ewff waecEewgy pawwwagy d@v#Eopertrriitwwk Sme exkegma. exinXma whXggms gtseegff im

geeeexmpffexi msms #ff tzwhnGceuaewss kifcamstwgyeree as wwwgs as eerwigemeeewt eeeees gegy#esects
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ce &sge

Mas Yeewaniexk

ww
 esvme$exAYeeA

waecmeeusec be meige gntgwa ee me

ecewwtMe$ssAwrAtsgts- A arm" wweeeeewcagwa es"wli'moeenvt

l.Xbedv gewawaexbe neestewew mawagewemoew wwit tt kwa

     Wwancee, ffacing 'the $awae $cenrcity ct ciewmee$tiec mewaeresy rsw$ewesrce$ ma$ Jmapenn, hen$

conctuGtect ia$ erwwgeewy geoliexy for mewwe thann 20 yeewr$ witth trwo ty}ajger guictigliftee$ :

-iwapswavinew it$ ewaewesetic incivege)gnctwncas wakinas int# macceeuenk its eack of fo$siEe re$oure@s,

- prew$ervinew thdv ewnviroewmdeftt.

     'Whw engevaroench cho$#ee to fwefiii thee fir$t geeeni hen$ toggn t# re$ewrt to nuciopew esnergy toy

ianunchinew emfi itwgeortemnt ntrcgeenr reewctor prasgrammtw, which uaSSowect Wrasnce to increeen$e it$

ewewerewoptic iwactewmprenctre#cg frewm 27% in Sg80 tw 49% iew S9W2, esnct toy ec!ewsing tk@ geucStwemr

imel cycie whiexh ge)warmit$ t# recesver thw fi$$ilew mftfteriexl$ "f#r imrther ugee. ffg"hi$ pmrewggemame"ne

hen$ tseewwa iry'ept#r"eentevct #ew wae $ueme line$ ets ckpeo$wn toy Jmepeewa : $tecnctenrctizatiewn #f

nuc!ewew r@mector$, cewgestrucaiewn of sevewewg asnit$ on ffaech sitre, ctevekopmffewt #f as cewn$i$tsnt

fuel cycle iftctue$try.

     A$ 'tew the $ewconct ewbjective, ia i$ worth ewutiining ahat the u$e et nucgear mpsuewewy f#r

thiecSricity gerewctuctiewn ha$ so tar recttscwct thtw C02 emi$$jewn irc Fwance by Rwrorw #henn xe30

Mtur. M#rewoveer thg regerocth$$iewg $tretegy which, as$icte grom recovering ptutoniuem nvnct

enrichwact esrewniesrr}, wtvasgv6$ thes e"e'igasewaewement ef wex$te$ acexewrciiveg tw thasir renctiewcac'kive asnct

physicexi chamerac'twri$tic$, eeirns finen11y ec ryiiniwaimeinue their impenct ewrr the envirewzzment

thaftk$ t# optimixxas'kiewn of their finaj c#ntinerriewwt.
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     Mrhe context s>r@vaiiiftue whewn thw nuclesenr gerewgraurwary]}e wem$ gaasnchect hees

cewlt$ictwreckeiy chxxnasect with tiry}de. In pacrticuhar, ckwe to the "T"chernobyl accictent ar'xt it$

internatiewnesl cgen$gesuences, mermi measrg grec$ntiy to evewnt$ henvirws ewccasrtwct ir} the fogrmer

es$$ww, geutsiic asgeiwtasn hrk$ ktecome rraewe asnct ryiewe $eem$itive tw i$$mae$ $uctig ew$ ereactor

$esfety, envimonr"trra@r}tet gerotgctior¥ ewn ec eowag tgrf#ore rcanese ememct $eeke$eqifgwtiy to wee$te

rigri}asneeeswavagnt pr#keiema$, "n{)i aew th@ eenavewictewtwy interneciewzzenE ctie'v"teee$ion ewf nasciewar

gr)wr' ewy.

     <])on$eeqtteentiy, ctee$geitew the gere$eent tascrmicdvi emnct irxttgstrimaE $escce$s off ftLAc!eseer

eneergy ennct (:iete$pttg it$ prgeveg'i econewe"vxeic etficiasrtacy ire (k'ewesnarmb$ gikg Jeepzzn eenct ge:!resnce

ES'tg geo$$hoigiay #g: hemaciie"eew fasge gesrte"eer ctevvewi#pmaent$ #g nkrciewenr prc)gtr"gery"e$ l$ pigncting megeewn

tY"itap ffk:}afiity tr.as eerwince ewkeei¢ ogemiou tzhnt ueckeeew ewmerewy i$ sewte keetteig in xe $hewt emc:i in a

io#ew 'eergyl geasr$geeectivee,

     ige thi$ ffergemg iea as$ inriefly geasint wut ee"kew gegeew$agwt dv<:hiev$g'i"}ewwt$ ewtect ag"}g perxtgng

eqee@$aimpn in ahif #ee$# cef f:gemenexge

     A$ wa ackiifwewaemks, aSwa toli#wirigg ge`rliemirig palnt$ can be ewexos :

. ge4 ewWme eezzift$ (900 MWe eenct eg 3#O MWff) ewreessasnitiy in ewge#recigewa mpr#ctifce

asgegeifewxirnyifNaewtwiy 1]75% asf ae"tetw fr@nch eew#trieciey c#yts$urzzpti#em. In te"iee psrewrich $itweci#n, tk"ig@ cew$t

og ee kii#wect g`"eour ec imasem lomect eSeckericity pa"ewciucesct fr#wa a wwcithanr ptaswt geut gnte $aswitw in

tbdiigig cog"yking ydieer$ lptema$ em gerajffetevct ec#eeewetitive mexrptn ewf 30%, wi"egn c#wageeeragct with tk"itdv

c#st$ et etectricity frmpew cewwwkeinect cycg@ ewma$ genct exewex! ptgewt$ ]

. taV"trww ywwewimigxeww imeewtt-esge er#exct)asci imtss thee sswtmectewct V<:)2 ffueesi beas tseewn ger#ewessiweiy

iewewga$ect ffr#rvi 33 as#ew MWctlt 'tw acroitxx'ect atilnS ##O MWctlt vifitl"eewut r"if"aewutiras any $ignifficexnt

Wrckeiewa ;

. 'mgvakn)ew ffmeet cycts i$ cgew$ect $exiti$fmactasrfiEy asr) enn iemcteestrien! $exeng@ : ttk"iw k.,me e-iemewuse pteent ownewct

mawact esweeermaSeeel kry <>OGwwMA hees $w fener ersspserewc#$$eci waewree t?igmek 5 e"as te{x$ asf iifractientect

fueE$ artact vtstrigiifcg i ?POO k:)iock$ oif hfissYEa iifveeg wme$te$ ;

. V:}Eutonfieespttr'te r#cycRinew in F}Wwa i$ gerew¢eiceect $fincap "g9gli7 eea en remE@ ct 30 peerecewwt MOX fuwai

a$$thrnimgtw$ in th# c#re et 90(l} MWew r#aset#r$ in wa[)F'nv: ge:}imnt$. nyg"ewcteny, ffivee #f the $ixtwewr)

uevit$ ttrigent g}maxf@ beeen agege}geewvffct fewr MOX fuagl asmpewrenitien anree iewmactect wittk"e thi$ imel ; iit fewitsr ewf

th#e'sc the pg"oportiewn of M(ll>× kee$ geeewcepmieet the eeuthew"iz@ct asexneilimrieervr venhee. "i-R"ltigew$e fiRyas

reeacS#ge$ ewre asgetwreetrect in imec$ee Sasemct wiah ee thirct ewf ahg cewrg erewgeemctgct ennnasmaiEy, hout aw# ewf

them arg esukhewrlzmpct forg#asct toi!esw asgeereciewsu tor ctemewnstratioew ewurpew$e$, The r"reemximeur"rx

enuthorizewct vewkAe et envopmage fvel ex$$eezzingy bmem-Lgw, 36 OOe MWct/t, htw$ toeeft ntfdvetively

a#g"eiev#ct isc te")rmpe esriits withasut any gerotoleeryk$ cturing irrenctiextiewn.
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, To cii$po$e asf 1eww [eveE, wa$te$, a new $toragew centffr with a 1 millljon e"n3 capacity has

been pat into opeeration imy ANgeRA (Agence Natieenale pour ha Ge$tioft ctes meeschet$

RadioacSif$) near $outetne$ ((i)eentrg cte $tockmage cte i'Aasbdv>.

. [:>urines thre$e kest yemer$, ceuite significnvng gftorts henve beween macte ts#ae"e en# tEptpe

govesrnmasnteng ieveg azzct key the mewizz nuclffew actors (ueWew, lnctustry, CueA) tew imgerwve the

"transpew"ency" eg nucleeer gge$rgy, nexmeimiy key $etting up geermanent$ mgew?s few peekeiic

infcrrmentior} ennci for iocmei cesn#ertatioft.

     meew$piSe tFww$e mechigvewwaent$, thewe eve vecriastt$ eqese$tion$ which heeve ineen rai$gct

cturienes th@ irifiptmpg"wa#@ntff.timwa et thg fr#ftch eeucieeerr ewrewesrenrw"ir¥ee, eenel which rv'iu$t kog

an$wgmect tor eeway ivrtYker n(icegew energy clevet#gef'k"}ena, net epniy ffrewrT"e the technicai

stancigeoina k:)ut asi$# gras#pty) ahew pueimgic ancceeptartce ewwaes. T"hmp rnain qese$ti#ns exree :

. tYeigee $caffety ewtf ffeskurev reeencter$, wl')lcldeta stile hen$ t# hoe incr@eeseect, evwawtgy ester gteeqee -l"#kewemeimyg

encclct#wt, ennct #v#n ieeh# $an#-ety ieveg #f toctmay"s V::rgemcg"e psWew urteit$ i$ futgy seci$tactory ;

. $#r?pt]# twcg"ign#i#gecmee gereslvgesm$ #fic#eentwreect wltR"e gerw$eng PWew$ ewgeerati#n, whick ame ewr

aree kedvwtas waac$Sereeti. Ameweng th& prasbleem$, ozaee ca" menSiewem khre $ttwenm gmpneereeaewer

replas#eeg'ykgnt wi"eicg"i conexerzz$ tsvewy cew2ntry equigegeewct with PWX$, etscct teig}e smen!E cwack$

toesnct in es few #f tg"aew cewwtr#i groct ewutctee $i#@ve$ ffittact tw the gere$$uere vrw$ssei heemci$ of

$og"tr"ias g:reench FPWma asmeit$ ;

. ge)rgetwtwwa$ geasieeE@ct to wiutewnium rgcycgutas. ewr@$entiy in irrennce, tgptee esgee ct MOX 'ivet i$

aieveitect by tem}e imtwiceciewit cage"cities esewggewnucgasmeires'$ geu wnit amct Cngdemaexe$

()axcteeracgptew wewk$E-tsewpt. Wr"lpteiss iimiteti#n wiEl cti$exwaeeew whem <)#geeylew's pgemt mactew

constwuction in Mexrex#uee with ex cmempencity ct rk2as klyemur, evwteer$ into iftetus$triewe oge@rdvki#n

(fi 995>. ssw$ictev tg'kis iimitutiewn, SSgiewe ewee etheer factors wgpteich neffct to be impmpvewct in #rcttwr

tew bewntwffit totxeily ffgeascr'y"e ptutewriiurg'sp r#cyciing in geWue$. $#eig'iee ewftheem ecre rgiatect tw $eweectffi#

fgenteeras$ ewff exi$tir}g reas#tewer$, asthasr$ meree ctLge tav the $hasrt esegig'}ewugmt ewf exgeesri#zzce with MOX

fwwl l

. Uricertainty regecrctir}g the gutg.aree ctdiveeewpevwent ct l: ee$E veetheca#r$. it i$ ctwcar thnt in the

geresrent cewltctikiasn$ thewras is ttre asrew#get nee#ct eff pteetresniasrtrmu tsreect@ge$ tout themt $eech gr@em#tewr$

wili gey'ekeemkoiy b@ nevce$$ewy merewunes 2()3C to cewgee with a wewrgctwicte iemcrasa$lftew ewn@rgy

cteevwanct. En this ccnaext sewwaff c#esntrie$ hmav@ rectuctwct ewr $t#wagegct theeir geen$t waasexctor

ewegrecrv}mes (Geermasny, VK).
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     As for the technicai ex$pecig$, in $pitg ct the ewveralE $entisffemctory ciwmoenstrecien

enchievewct with geMwwNi><, the ge}robiewas rezzcweswtergct with $Vl}wwRi:'1-gwwNi>< $how thet turther

ewxewerievace is neecteci t# man$ter thee framarew#rk ef tkteee wwuarogedvann corpasration tor ghe megeR

prewjec}'t i"dicece thmt ira$t waeetwctor$ wewulc:l be ecewriewrvr}icmaiy viak:pimp if buiIS en$ an $ewie$.

     Opa the other hennct, ctuas tas thetr flexitsility, gees$t reeewcter$ cesn ime es$gct ans paua#ninm

beesrgeer$ in$teeerct off gelutonium imrewacter$, therekoy #ontrikekrtlrwa ixe reesutmutizzew thew piutconium

$tasckpagee : thi$ i$ emn incewntivew to cemrry oR wiah ithasir ctewvetogegywawt in ee rg"eict term

gewrsgeective;

. geeskelic concgrn exk>out the Eewng term irs"}ge)ffcg ct the Eewig iivwct e"gipttfevgi wens'te$ on tl"ige

envirewnryteewne Iewenct$ to furthigr impreevlng the meenecewagevwwwt off khtw$e wme$t#$ neetrrmkogy tsy

rg"Rtwirriiziemg thev equmentikie$ to tse ctisge#$ect in fiwaasl r@gews$ikeweriew$.

2-ffmegtkusit imter pmasee.imueswwewwwSectg.uagewwtasLE:kthcewa

     wgethhee gewa$geect$ f#r shew evuci@ew eenewgy iwa i::rmeft#ee wake int# aexcoupmt ahsw $geeclfiex

chenr&cteeri$tic et thi$ cesee ntry :

.thq shewrtaewag et f#$$ige re$seurcag$ i$ manct wigg rewmenin ew con$twai#a which ieewct$ a# rEb##rt

for em gewnas ge@rioct ewf time tas nucheewr twndvrewy,

. 'itl"ee ger$sent centmoejtiewn et nucgeew engrewy to electricity gememeton (75%> iss ma 't#ptirigpeit

figewew f#gr F'rmencigfi$ nucgasexr cexgeacciay ien thg shasrS anct g"g"iict gasrrv-tz$,

. puebkic acccreptkncre i$ en gereegetwesul$iitee tor meeny.ffurS;hagr ct@vwimgey"g'igent "g thtw F:ge@rtecR"e rme#iasexr

gerewesrdvt"ig"gm anct geutolic #piniwn hee$ to kee c#nvin¢ect thet ttswa ewff nueexleemr ewnssresy cexn kee

$et# both in $hort emn(I goug twrrryig$. ime thi$ rewepoct th@ gyememagerzzent o'f thas imack emct c)if 'ehes

fuet cycie i$ a kigy pasink ;

. ahe achi@vtwvaefte$ #f ahew gerifssopnt riguciwacr geroewreerrvwae asgmct tkee gerewkoigm$ wan(p;#zint@erect

ctt2rines it$ iwagelemrknteetior? show the ctirevctiewft$ in which fasrthasr fifforts ewge@ kew koe cearvhect

ewut.

     in thi$ cowtext, th$ ewrgnch

foilcwing iines:

. 1ew $pmte ct $ome tewchn#logicai

mentionect, geWRs wigl remenin the

nkAclaseer gerasggeenr"cr"irgwhare wili bue cenrriect ewn eniewng thre

 varewtolerv"}$ encewunterewct, $uch en$ th#$e etreencty

keutk of the Fr@nch nuchoar prograwamme tor ee ieng
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perioci of times. A$$uryxing a 30 year$ geean lifetime (ge"s$itoly externtect to 40 years tor peert

of the exi$ting units) thev fir$t r&plexcemgwts wili genke geiace ew#uelci 2005-H20SO.

     ln the igyamectiate futuree, wwmeew annct ysKAMAW'OMme mree carrying ozz thee con$tructiewn of

N4 unifts (S ag50 MWe) : twas et them $houlct venter into operation iri fig95 eeewct i996

(cMOOZ $fi manct es2), one hem$ been ordertwci in S991 eenct ennothrer wne sshoulct be ewctereect

in rl 993 (CiVAU>< 1 ewct 2). houer mewe N4 unit$ are pre$ently envisagect.

     ME-he i)WR ry"ecectgl to k)e u$ect ast the k:}egezzning ot the next ctecewde, m 1 450 MWg toew

loops uenit, i$ keewing $tuctiffct iri tho fram#work et en Gerwaenev-Wrffnch casogeewation invewMng

Ngel, nv $asim$iciiewy et yswaAMATOMrw anct $iwwMmeN$, it$ f-v')other ctsrregeani@$ enemct thsw Gmprmaem

anct gereewch ueglities. uzi-hew cerras$pewndinew mprojeect, muF}ww (meurogeeeenn F:)re$$tsrizeect weneer

Reemctcor>, texke$ ancivmerwnvewe$ #f the mewst enctverncect gerffnch exnct Germeen rrtewctels, N4 aftct

K<]>NVOV. "Vvahi$ project wiiE hewe to mwet She rtwewirement$ of thee wwurespean u#ig#ie$ which

are eimbu#reetwct isu$ici# thg maur#mpean t..Stiiity eweqeeireewa@nt grewupe (wwUeq), ffaahffrinas u'eigitim$

frore"g meeEgiuge'g'it, ewranc@, Gerrytenriy, $geain ennct thee Uniwacl i<inesctwm.

     haEwi]""e,# ffirst gehmese #f the rmewee gr)rasre#t, cewrree$geozzctiewew tew toe coneagptueeg ctgsign

(ctetinitiewn of aS"ee menjewr owai#n$), $tenrteect in 1992, is eewacting now. It wiii keew toliowmect toy thes

meee$ic mempsign gehex$g (1993-e995> which wigi toe c#ncktciect zz#tenkegy by tg"ke eutgeut et ew

gerg#iezzirxevy seetway rewge#rt. Ti"he ecoan$trasctiewn ef the ffirsa ur)it i$ eewvi$eeewect ewn $9sw8.

, gfi ewrctwar to cewnainue to fueei the geWwa ttnits in a $ewcure aftct ecewn#mic way, $igniffi#ewnt

efinra$ enwa ctifvex#ct to fuliy ma$ter tS"]@ $ii.urVA ewnrichr"tr"igewnt ewasce$s which $houtct regekece iew

tk"-ig ffasture the gca$eeas$ ctiffu$l#ft pimr)t op&ratect k:)y meVltOmeii:. ""SMine teew$koiltay et $ktanVA

hxe$ tseen cterreon$trthtect recewntly within CmeA asn m ientoasrewtory $cexeee.

. g:ensS rasemctor$ rewamein en ge:geewr)ch geasie ewf interg$t.

gn me #h#ra tewrm geer$peectivee, thw major concern i$ t# ketw ftblew to re$ttwrt pse-imeNi>< twenct

$Vpswwwal)MwaNlX. gncteect l:)l-iwaNiX, eess ee fiexikoltw ctemewnsSreeSiasn geEmewt, i$ en ftecg$$ewy toei

tor enil tem}e l: en$t. eweacct#r $kucties, anct $gndgi::}wwRpsk-iewNIX muPasne cenn gerovicte thtw eeccugetrpteutntect

ewg:}esrecirtsxe rexpewri#yic# which is #$$twntiueg ffwr if"}"een$t&rigeg ahe technewgossy et i:rew$t eqwhenctogr$

eenci irv"lprewvisues tl"ge s<>Sution$ fewr enny 'guturif cte$iewlt.

     in thew mict-"rmenewas ew#rmpdi<)tivew, 'ttr}e ettort$ ewee nesw lecrewegy waoriaswtasct ℃wewds

$a#ctying the feven$hoigity et gea$t wwreetct#r$ ct#votect eo thop keurnir?g off gekthtoniesm menct

dvctinicte$ in orctasr to optiryeizwa the rg"}anaewegrv}aswt ct 2hff g:yiutewniuryi $tockpigss anct to

c)ewwtrgbutew significarwty ao Xhff elirgeir}eeiti#su ec e#eng aiveect k"gagtvR ievdii wen$teess. As t# te"")e

twchnoiewgicai ew$wect$, the$e stwctie$ wili wakes kgig ewctvenwteege frewm thff $tucti&$ geerf#re'y)#ct

fer#he wwyswa ewoject.
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     ewor th$ i"ng term, ths re$ugts enchieevect wi'Xhin the stuctie$ geewffewrvigect in ahe

frameewewk ct ewurepgan coeep@ratiewa (peraftcew, Gereyinvny, The Vnitect Kinewctom) few ahe

meF::va i:}r#ject prewvictge me $ounct ba$i$ f#r fut`theer mactvenfic@g whtwn they wilk ioecevryie

ttasce$$ary. "V"he corresgeewncting ewptiewns c#ecci be expgewect threwugh cewogeerations with

cewesgegriffs invasivwct in F:enst wa#aetewer geresgrarwr"i"i#$, $ucgpt} en$ Jffgeasn.

. Wuew t# thff ctgizzy ewf uttroctescticon #f ewew$t waemac'tewge$ ien ahg gerench nascienvr $y$twm, trhe

erecyc)iinew et gelutewni[sm irt F}WR$ ptasy$ asge iefirBge#rtasnt i}emrt in the F:rasnch ewuclgenge" stwatwgy.

Ir}ctewpdvnctefttly #f thg lwaplemgnSatimn et' em gmurgew MO>< fmekericeci#n cmepascity, geere$ffntey

uzzctmpr coew$trtsctiesn, ti""ee memjger c#r}casrn i$ meientwct to kew imger#Nyem@ftt #f tkite M<[)>< imtwl

geevrfcorrr}ecvece$, so thext thi$ faseei erwnechmp$ thee $emma bekr#--wage an$ ahe $tmanddirct V<:)2 'gvewi ;

45 OOO MWctlt irre en fir$e $twge, ff5 OOO kew 6# OOO MWctlt aantwr asn. On ehe reenct#r $ictmp, the

ewasang l$ tw increue$es thee $heeree ewff tg"ee MO>< iveel in eeww gr)Wwa c#wa$ ffr#m 3ew% t# SO% enftct

gee$$iimiy rv"aewree.

. In #rder t# rwspawt to thee patsei# concern mebout ah@ wen$ites emct firte ewewtieeiew tftptge iasng

eivewct hiewS'ts E@veel #new$, en gmew i$$aseect #ew ctffceeif:reioeer 3#, t9YS ict@ntiffievct ak?reeee rvptaaj#r

ewimjeecaives$ fk)r rap$eenrch ffewr shes waexit giffaeeen yeacer$, tsswffeetr'as ee ngw cteetoeetee uenct ge#$simgy ex

fwtace dect$iasn on wast,ee ciispasmea by kkaG geewalanftenk. urW"E-kg$e ewimS@ctiwe$ ew# : "emgeereweery"igewt

ewf aitsee wen$emp eenctiaiewewing, ewxaractiew1 dinct iew#isc@rmeaiewn ct tg"igstwemew iiweci wasae$ igete #rctgge to

gr"ifiienie"rseiztw tk#ir i#geg t@rrve t#xicity, ree$geeyich geeerffeprif"#ct ige eegect#rewrewunct lenim#ren#ewriew$ gn

#gecteer to cheereectwri:e trh@ #sugeexeiay ct eweeesfiewgecai $'eructurees to conffinsw renctiesenctive wen$te$

(twe $iatw$ henve im im@ $wiecmbct hor tk#$e eserkutewewrewesrwt imtsewereetwrie$, ift c#emceertakiewn with khff

Iocae papawtion> ;Emsk tgpaeew $twtw et conditl#ni#ew emct gerewgongeci ewrface $Sewewge ef wen$te.

Wit,""t rtwgaserci tew te'"}rk ivecinerewtiasn ewff Rewnew givewct hiffh Eewveg Nfysee$ark$, ex rasport ogectewr$ct toy ghee

ge:ew#"if"erer Mwti$wage ef me#$eearcg') ew'tect $wexex@, M. CK)eeimeN hewss n"tmabegy cewncE#cteect t# aErae

sA$gtu!ltms$ #f $xpagriyifieeg"bets ift F:imsk wwewectr#r# $ucirtp n$ ScekviSwaNlX emet $¥getewagewwSajwaN#><.

3 4- [IR:waan#:wamemegyen geew#gwwsyReme megwa trtw eege"kpm-ewrmtes ewge ttan..in. agXmeg erecewkt

     "ngneew c#rw"igge:}iy with eintw requtreg"yEkeeget$ ewff thsw cirecmersffekeewr i9va1 Imew rff}meaewct a#

menrwagwr"if"}eerk st impnew Eivect hiewh iigvee wue$tffs, #waA hme$ gemunch@ct engeig imgeewrtmant ewtsct

tewrwa wa&nv gege#ggeemwame, ehew $as #engtwct $if::}IN progrexg"if"grtrntig@, cteevetdvct tlt $egearentiewew

ir)cirwwraa'"gewa ewf themsew wenste$.

#g"e ew

gong

emnct
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     Thi$ pragrntmr}-}g$ inc]vtws Swo sub-"rewgrammas r

- ln a $hasrt exnci mict twrm per$geeective$ ("S99S--2000) geVwamaTee×, aif"g"}iras geriwatwriiy ext

redueciwaes ahre vaslumew of wasste frewew rigmpgeascg$$iewg ffrewx'tr"e i.5 m3 so O.5 gzz3 geegy #ewn of

reF:)r#crv$$eect he&vy ¥y}etai. t"#pthi$ vrkkte i$ to ime cewfvEge;,ewifct with thg 1.17' wa3 ewrwwour)ceect tor

direct sSewmaewe et irrescSiatect fumpl.

This rew$ejit will tse astwavinect ky rtr"}ewdifiying itg"}g ieqjueme>< reproce$$ing pr#ces$$ (ctmpcrgeas$irtees

or eliminet'ti"ew $#cifi(,aepty"i saea, ytagw rwameftasgeer?nasnt #f giquict strgenma$) in oerdewr tas koes askele kew

eEimaiftentew tsitttarR"gesc esnct in3if imger#vierkew th$ casnditi#rtiyigew gef $ewlici wth$t#$ <haseg$ casgT'epen#tiasn #r

meltirles tor wwaif"Esepias>.

--

 ln tw iewtses twrr" gegrep$ctiv# A(:l;T':iNwa><, ctew#trgc:i 'tas aYige $erxxretiewts eseeti tracn$g"if'igiftetiewig ewff

losuew-eivgct ewEeem#nts ift vigw #f reecttt#iwwg wee$tew texi#iity key ca ffma#tor et 100 ennct tk"iewts i O#O

cewwrgeasrect 'to cSir@#a $a#rflewre, wite""eGn 2pt asnct afSvO ymemer$ rew$geectivgir}f.

     (l].>¥r kn#wgeeasew tw She gerewgeeme"ties ewff #Easgptif"iterte'tss in een caew@ewus r"if'igeectiee¥"er"e, i$ww@ct ffmogeig'ts

thme exmp#riwncif acewk"e"pttiantwcg wlttre te"igif geWeeww>< gerec#$$, has gect kA$ t# gereeffew thi$ meetbeewct

ewveer me ee#n-aclasee#a2$ eweeew.

     A gir$a eceep ##lt$i$a$ irx meoctiffyizzg thee geVscwaX ger#cee$$ lwa orcteer t# waeceevemr gO 'k# 9ge%

et tgm2as ft@ptwwiuffru"e men(S me Eewewtw psewa ewff ak･lee 'aocYerwwtiese"v'1 cttrecagy irl ttsww rewgeroces$iag ptewrk.

     exg"he otgsigew Eewng-gEvee #eewxyegna$ emct ahe resitwet Nge wl3i kee extractec frewrr¥ fi$#ion

gero#ljct s#intiewn$.

     "'ffe:g"e# e#xiciay redncti(>n ffmeetc,>ge$ firwticatwct extsaskfee irptpty em twee$tiec igr"yliRiwaaiewa asff

$ecasnctenry wex$aag$. gel"hi$ g$ wl"iy thtw ger*¢ew#$ in}ee$asrk aspm $#ivapwt c#ntainiwage geiptt#$pt"Eewras$ SNBas$

berwee excgaseect ewkct resewmerctkbe ewi#ntwct towewas enn #xaracteeraa ct ti"eew iviEy cmegcieeeeketw

cthewtcte eynas, wlkich eeEimw$ extwactiewk irig me hiewhEy enclctic trptig'ig@ctwtry) thncab rmp-ewtracti#n irte en

Easwn･･acict rwouiuexww, tl-}ec i$ tas way $aem(Sewct cEas$icaiconctition$ in vveig koown llquict--giewict

wxtractien.

     Bini#wtwvevr ift $esce"a ee gegeeec#$s, emcitigeictig$ emgect genntsteewtct@$ exr& eextrmactewci

$imutteen#ously aewct heeve to b# $epawateect ientwr, aseect ahe perescde$$ i$ pewnetixxewct tsy thev ffem#a

thet, ffew mm wseebul mpewt (tk"}@ actirteide$> ton u$asles$ geevt$ (the iantwaftide$) Snygewem to be

extrenetmpct. rkYanhswrekore, $tttactiffs henve koeewn lcaeseeechewct tor $wwcific @xtreecaaxget$. ysrifEiminmary

ressutt$ k')mevg keeen asibwainewct wiitEewe picetinmeg"igpaltictes or azicte$.
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     irew tonss-"livect fi$$ion gerasctucts the bue$t re$ults are ointainect with Tytacrascycle$ of

thif calixarer?e type. In particulew, enn moxtractennt of ceesium ewive$ ffxcewptioltal

pwrtormances, evefi with a high soctium content.

     Oewce separatwci, the$e elthrv}ents can inff rtr"}ixect with fugl or rnexnufactLsr#ci into

tenrge't elesment$ for transmtstecion.

     in thew fielct of trman$mutation, stucties are M proewres$ in twe ctirectiasn$ :valictaticen of

thff ntsclwaar esetee which are necg$sary for incinewation stuctie$ (ewew$$ seectiewn$, yieslct$,

ctevcmay esentan), penrenmearic $tucties in view et evaiLgeting thee gea$ibiiity anct thop cewnctition$ et

ewctinictee incineremtiewft (waanctewr typew ; psWwa asr geex$t eqtwxector, fu@l rnwtrice$ ; W02, MOX,

rv"}gtmai1ic imgE>.

     unW-R'"k# veeiictextiewn et nascaewmur ctnta is hoan$gct wampon $pecific irrmactfiwtiewew exwoprirg"}eent$,

irrenctfiat@d fueea ennmaiysl$, eenct inaeegral asxmpverimena$ gererformewct in MA$Uva<1)A meftct wwOLww

criticaMaciiitis$.

     pswam ahas pesrenm@triec stwctidi$, eemenas the fir$a c#ewciu$ions are ehe toiimwigeg ewwae$ :

. Actinictsw$ eceen tse introctuecwct gpat"mogenewewu$ly ewitherinto g::)Wwa U02 fuet mat tiaveew raste ct

emtoewut 1% asr intew gemeX$ at a rentee of 2,5%. The$ew c#ntvawts avres sewt tew swnsuerag rgmactasr $caSety,

wakinew intw muccasunt modifi#eciewfts of ah# coree pexrenr"e"ieter$ re$ultinew fferewk"R ahe ewew$ence et

actinicte#.

. }ajews'T"eewgewneeeu$ recy¢ling ct#e$ ftut ueffect the neeutrewltic tomelasnce of F:me$t Rewmactors tsut

reequire$ to increense thif geWma fuei enrichg"}'ient toy t% (emim$aslutre vemlese).

, Mwitirecycling i$ neece$sewy if #ne wants to eiiminente twetween 90% exnct 95% et the

ext.samtiSy et actinide$ loacou in te"}tw oowa.

     An exgegriment callect $uwaerfmect hemss hoeween run in thee gegerflwwNgX agxgeesrirv"easwttw ge:me$t

Reasctor with ahe hasryiasgeneou$ cewncrept invewgvirigew asgmpment$ Aew assuct Nw et Easw (xe%) thnct

high (40-4ge%) #oncmpntwatl#ft$. This exgeasriment hen$ casncrwtely cteerveasen$trecect the

fea$ibiiity of the fatwication, ctesagn ewnct irwactienimee, mp to emboua 6 atasry"i$ % asff $uch imewi$

eertect thigir g#ewct koehenviewtar with re$geeeca tew $'emencSsuerct pwt$. New $eucthe$ emgee ctirewcaect

towe'xrct$ inigh itrexn$mauteetiewew efficasrictws, i.#. hngh koasrn:･nyuge ($ugeegefact ll eexgeevrimeent).

     im the future, the irractiasten ewff mewaegi# tenreset$ i$ wwtrcnect for Cewlmapm (Jmepuen), in

a$socinti#ft with the waur#peemn ln$titut@ tor Trmen$urmeniwrT'i ewgeer"rempna$ (wweerecom, Kenri$ruhe).
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rhe $ame venlidetiasR is keging preparect for the geWK$ with thg ACrrVINwwAW expeerimffnt in

the OSIwwl$ res$ewrch reenctew.

     In ge}merexIIeE tl"}e po$similiaig$ et enctvancect $ystrem$ such mes $pecific reesclear reenct#rs

and accejgrator$ are iewvesSigewed, The$e gerelirv}inuery $tuctie$ cewncern a tast rwactor of 'the

ffirpa tyge)di jeactect with ex (F:'as/ArnlNplCma> (l>2 fugl, ennct hyk)ric:S $ystwwa$ irrvoMr?g et gerewtori

accetwerextew anct ee $ubcriticai mectiuryi, which eeree currently cteveeimped in the U$A (L<>$

AkAMO$, Seq<)OKNAVmeN) emct JAgeAN (JAwarw>.

     (l)#nc)grniemg the cieeveloge)ment of reactews $pecificsueiy orient$ct tewvvarcts ptutewniesm

burning, CmeA hex$ ewuitff rgceewt!y stanrtect the CAgewaA pr#grarw"bmae which airng at $tuctying

the feen$ibiliay #f F:me$t Ragenctor$ optiwaixeect for that geurgeoge,.enif-he ww&D $tuctie$ cenc@rn ewn

the onee hnvewct khdi coree$ iasmactevct @itheer with me MOX fueg, eerwichect to more than 3e% in

plutonittm, ewr nltricte kueti, eer a neww fuei withasut urexniueeptri, ennct ewew the #ti'"}er hcanct

inr}ovwtiv@ fwee it$eif, with thg defiwtion arwt lexwar on thee veeelctentiou of a mew mentricas (ew.xe.

Ce, Y). aninthi$ $audies arem to koew $asgeportect toy a $ge#cific exwerimental mprograrrssrgpt2e

performou in MA$VRCA.

     Thew eethege enrticiee$ #f fthe cteecemtogr $991 ienw, relestdvct to thme geresgeeeratimn of fuauree

repo$itories, hueve keeswa $tuctitwct few many yeew$ within CmeA, in term et tsarrigrs,

geogasgiceni toewhexvimuge$, iewnes term ibehenviewwr oif wa$te geeeckagee$.

Thee$g $tuctie$ ewwa cewptien#ieng in $upp#ra tew ANWRA <ALgeew#ee Na'tiasnenks geewew iem G#stion

cie$ ibtschet$ Rendiewemctif$), torrigfiieeriy em ciivi$ion asf CwwA anct $incas ct-ceemkeer S991 enfici

inctepegecteent organnixemetiewn wg")ich i$ rdv$geewnsiblg iew i::'rennce tor rewctiasactive wee$tree

memengeee'vteasnt.

(I)wwA wa&W cactMti@$ cteeni fin particulew with the ioeng term keehmeviour nt ceweeew@tes, ibituegptif"igeen$

annci gim$$e$ ultctewr irrmeetienaiewn ewract wuttwr l#ewchinew in ercter tew kneww the $mpurcg teerttptn

eveiution (ractionucEictee ewai$siewn). ge)rectlctiewns ctewrivect frewm mocteis will hetve tew kee

confire"reeect iee rigpre$entative cewpmctitiewn$, i.e koy measew ef uncitwrgrewunct imhoewrexewries, awew #f

which $hewutct tse lctentifhect withiew twew yffexrs eeewct comrzani$siewenect wewii koefore thev yeenr

2000.

4-ex#eeewgee$gesew '

     En $geitee #f thw revelugiewr) ef the inwamaSioneni fittcbeanr casntdext simcee the agnthoes$irk$ryig

Of thes $ixties te the prdi$ent ceeutiou$ extitucte which ha$ agepeewect in $@vemai cewesntrke$,

the werlctwictw gr#wing enerewy ctdirnesftct wiM ne#e$$itente in the futuree to temkue actvewwtengeee of

ail auvdeilevble dvfteeryew resewurce$ inclescting nuclear enerewy. Thi$ uepptie$ in panrki#uegenr to

ir)ctu$wteniizec:l cotantriw$ whickts aree $hewrt of fo$$i!e re$#ttrc&$ inciuctir}ew, such a$ Jeegeasn #r

peraencg. me#$ictff thi# geeeerene trewnct, asne ha$ nvl$o tew tmake intew succount thee regegexceervaewnt ewf
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exi$tiftg nu¢Egasr p#wesr $teciasn$. en i::rzzncee thi$ r#ge>imcemer)t shewulct $tevt arounct

2eOes12010. meut continasation, ecemct ee fortriewri fustheer ctffvegewgement of nL#cgear energy mes$t

tmkdi iwto accasunt the stravng concgrzz$ wxgere$$eect tsy getttoelc cpinion$ enkoout remector $afety

aewct wan$te managagmeent.

geeeeiir"iew with tkg cptftecgr#$ ir"t"ew!ie$ tew cor)$iesasge thde int#matiewial maspect$ of nascinar

eenergy : iwtewreeoutionai cowgedvrecion$, ewfi an k:)iimtwree1 ewr geyigitxltiiaterasI bge$i$, crr in the

frexg"r$gw#rk #ff internentlasnmul ewewmnixeaticn$ (OmaCme, gAeeA, CwwC).

$:erewm tl"ee twcg'}nicenl $teenctgeasint, wfwar'e in 'te"igee #eentext eeg intewmatiewnewi c#ewmpevrmtion$, notwtwy

with JAF)AN (E}N{::), JAwawwg,>, <l)rwA hrk$ asenasmeew#ct ssiewajficeewat ew&# ewrmpgreeR"ritrwwgs to $eeive the

geewwactinew pr#kolgrw}$ ge$iantwct to tfr"ere ctevgic)gemaswt #ff ritsc:l#enf' #ngrgy, geasrai#ugecriy iew the key

$gcttor eg itimgg imsuck･-enct ewff ag'}ew imffg #y#gee, f#r wtr)iexh enig Shff c#rme$pgencting ackivitimp$ gmeeeve

toerezz iawwchect in edewreff vaergeveere par$geewc;tivee.
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セッション1〈問題提起〉

原子力開発におけ’る長期計画の諸問題：
東京大学工学部　秋山　守

1．まえがき

　長かった冷戦構造の崩壊をはじめとして、核兵器の拡融に対する懸念の高まり、地

球環境問題の深刻化など、世界は今まさに大きな時代的・国際的な新局面を迎えっっ

ある。このような環境の中で、わが国の原子力開発利用はどのようなものであるべき

かについて徹底的に検討を深め、原子力開発利用に係わる基本方針及び具体的推進方

策を見定めるべく、輿下、長期計画の改訂のための作業が進められている。

　原子力開発利用は社会・経済・技術などの広い分野にわたって極めて大きな役割と

影響力をもつこと、また国際社会の中でわが国の果たすべき役割が次第に増してきて

いることなどから、この際、検討ずべき晶晶課題も従来以上に多数にのぼると考えら

れるが、それらを要約・整理すれば、ひとまず次のようになるであろう。

旦二＿検討す眠き重要課題．の広．がり

　まず長期的視点からの基本課題としては、第1に基軸エネルギーとしての原子力の

確立が挙げられる。これには①原子力が将来にわたりどれだけのエネルギー供給の役

割を担うのが妥当かを中心とした原子力の位置付けをより明確にすること、②どのよ

うな次世代炉が望まれるか、またそれらをどのように開糞・実用化して’いけばよいか

を検討すること、③立地を円滑に促進するための総山的な方策を検討すること、など

が含まれる。第2に長期的展望に立った総合誌髭戦略の重要性が挙げられる。これに

は①高速増殖炉の開発の今後の進め方、②プルトニウム利用のあり方と具体的な進め

方、③放射性廃棄物処理処分の進め方、そして④濃縮・燃料加工・発電・再処理・放

射性廃棄物処理処分などの、整合性のとれた総合的かっ体系的な推進、などが含悲れ

る。第3には基盤科学技術の推進の強化が挙げられる。これには①基礎研究の強化と

原子カフ鶯ンティアの開拓、②先導的プロジェクトの推進、などが含まれる。第4に

は原子力を進めていく上での基盤条件の整備が挙げられる。これには①優れた研究着

・技術巻・技能蕎を確保し育成していくための方策、②研究春ならびに研究機関相互

の国際的な連携と協力を強化するための方策、③原子力産業における研究開発力の維

持・強化のための方策、などが含まれる、

　次に、国際的視点からの基本課題としては、第1に核不拡敵に対するわが国の役割

の強化が挙げられる。これには①わが国の原子力開発の透明性を一己明確化すること

により、わが国が一貫して原子力の平和利用に徹していることについての国内外の理

解を深めていくこと、②世界的な核不拡敵体制の維持・強化にさらに横極的に貢献し

ていくこと、③高速炉技術の柔軟な利用や核物質の適切な防護措置の面での貢献、な

どが含まれる。第2には膜子力技術先進国の一員としてのわが国の役割が挙げられる。

これには①わが國の優れた技術や安全実績に基づいた国際的な原子力安全確保への貢
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献、②これから原子力に取り組もうとする国々などへの支援、などが含まれる。

　さらに、人々の理解と信頼を得るための襖点からの基本課題について見ると、第1

に人々の理解を増進することに関しては、①原子力を自らの問題として考える±壌を

育成していくこと、②原子力と社会・地域との共生を闘指し、その実現に向けて力を

合わせること、などが挙げられる。第2に人々の信頼感を醸成していくことに関して

は、①原子力施設の安全運転の実績を着実に積み璽ねていくこと、②安全の確保と向

上への努力を分りやすく示すことにより安心感を深めてもらうこと、などが挙げられ

る。そして第3に、原子力開騰利用長期計画そのものが理解・支博されることが重要

であり、そのために①できるだけ巾広く意晃を求めていく礁と、そして②さらに読み

やすく、より広く玉繭される内容となること、などが璽要であると指摘されている。

　さて、以上に挙げた基本諜題はいずれも璽要であるが、とくに平和利爾と安全性を

将来ともに担保しつつ国際的相互理解のもとにグローバルな観点から、各国の原子力

利用を円滑に椎訂していく上においては、長期的視野に立った原子力開発利用の国際

的グランドデザイン、プルトニウムの利用と管理、原子力施設等の安全確保のための

技術と体制、放射性廃棄物の処理処分などが主要な論点となる。さらに、原子力に対

して’より事くの人蘭の理解と支持を得ていくためには、学術・文化・社会活勤全般に

わたって原子力が十分に魅力的なポテンシャリティと極めて幽暗な役割をもっことを、

先導的・基盤的な研究開発プ鶯グラムの実施や教爾・普及活動を鶯じて徹底していく

ことが肝要であり、譲た原子力開発利用の実像を客観的かつ正確に社会に伝える上か

らは、マスメディアにとっての原子力のクレディビリティと分かりやすさを高めてい

くことが肝要である。以上の諸点については全般的に、原子力のグ縢一バリゼーショ

ンの動向に鑑みて、より緊密で効果的な国際協力が不可欠であり、特に安全問題等に

関しては国際的な基準や管理のあり方の検討を深めることが緊要な画題となっている。

　原子力開発利用長期計画の検討においては、以上のような視点を踏まえながらも、

さらに巾広く幾審の意晃を藁けっつ、心乱な議論が進められている。それらのベース

として、現行のシステムや体制、従来からの計爾や隅標など、に照したさ濠ざまな定

量的な積み上げや評価が、並幽して鋭意進められていることはいうまでもない。以下

では、これらの中からいくつかの論点について、主な意見を紹介し、また私見も織り

混ぜながら、問題提起に代えさせて臨港たい。

豊エ一一璽要課題の．璽力！．ら一．問題の所在盗意見．…

孟Ω長期計画のあ．塗方藍二⊇い．て．

　長期計画の検討に際しては、超長期にわたる世界の全体像の展鰻が不可欠である。

その時間的スパンとして100年程度が適切か、1000年以上を考慮に入れるか、いずれ

にしても、そのような長い時間尺度で見た歴史観と未来観が要求されるのではないか。

　ごく控え圏に見ても、今後の世界的な社会・政治・経涛・環境・人口動態などには、

うねりや不安定現象があることであろう。しかし、エネルギ…・環境問題等の検討に

あたっては、安定的推移を念頭に置き、保守的な観点からフィロソフィーや政策を議

論するのが妥当であろう。

　100年後、200年後に至るエネルギー源の推移のあり方、南北間のエネルギー需給・
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経涛水準等の妥協点、陳子力の国礫的管理のあり方などに関するこれまでの展望や所

説は参肴になる。化石燃料、太陽等の再生型エネルギ…、核融合を禽めた広い意味で

の原子力、の三着には、それぞれ特長、リスク、あるいは不確実性などがあるが、こ

れらを十分に比較検討し、将来の各時代断面での、また国際的な面での、妥当なミッ

クスと地域別ア【コケーションを考えていくという姿勢が望まれる。ただし、その際の

論理についてはまだ多くの議論の余地があると思われる。

　今後における途上国の経済発展、人口問題、地球環境問題、新エネルギーの実用規

模の覧通し、などを考慮すれば、原品紀聞発利用の一時的なスローダウンはあっても、

世界の大勢は原子力利用に進むという基本認識が必要である。

　長期的にみて、二酸化二三や放射性廃棄物の増加による地球環境への影響が懸念さ

れている。と岡時に、石油・天然ガスの枯1馴頃向に伴うエネルギ図共給力不足への心

配も指摘されている。長期間にわたる有害環境からのリスクも、エネルギー等の欠乏

によるリスクも、共に大きな問題であるとの認識が山鼠である。今後の科学技術の進

歩により、予想もしなかった新エネルギー源開灘の可能性や、有害物質等の無害化技

術の確立の可能性もある。しかし、現実の政策においては、それらへの期待は最も控

え目でなげればならない。

　わが圏の原子力発電の将来覧遇しにつも、ては、政府麟標として掲げられた原子力発

電規模の実現性を確認することが必要である。圏標達成にとって、薦標とする電源構

成に簗る火力と原子力の建設比率を指針として電源開発を進めることもひとつの方法

であろう。濠た、原子力発電の理解の促進にとっては、生活大国5ケ年計画、二酸化

炭素排出抑制四丁などを支えるための原子力発電の役割について、広く一般帯民に明

示していくことが必要である。

　原子力開発全般にわたり業軟性を嵩めておくことも、最近のような流勤的な階代に

は必要なことである。その場合、具体的な開発高網計画の展開に伴って現存する巨大

な慣性力や、将来的な長い必要準備期間などと、柔軟性確保とをどのように両立させ

るかが大きな課題である。

　従来にも増して、内外に理解される原子力開発利用の姿を一層明確に示すことが求

められている。なぜ原子力なのか、高速増殖炉なのか、プルサ…マルなのかなど、ど

こまでも分かりやすく説明することが必要である。また、生活の場でエネルギーを湾

え、生潜と七子力との係わりを十分説明していくことが必要である。生活に直結した

原子力と受け止められれば、一般市異に対して強い説得性を持つことになろう。

　今後長期的には、原子力と人類社会及び繭然環境との調和・共存を求める方向に向

かうであろう。したがって、原子力開発利用長期計画においては、国際性のある原子

力政策の展開、透明性の配慮、社会的安心感の醸成などはもとより、社会や環境との

共生意識の醸成についても、力を入れて検討していくことが望まれる。

（2）原子力開発利用の必要性と意義について

　原子力は、エネルギー利用、田・放射線利用などの直接的利用の面はもとより、科

学技術フ欄ンティアの開拓、高度技術産業の振興、地域の総合的発展などにとっても

大きな役割を果たしっっあり、その必要性についての理解は次第に深まってきている。
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　原子力は、持続的な経済発展、適切なエネルギー需給、地球環境の保金のすべてを

同時に可能にすることのできる最有力のエネルギー源として、国際的にもアピールさ

れている。二度にわたる石油危機の中、原子力開発を進めてきた結果、先の湾摩戦争

の時でも電力供給不安はなかったし、平常時においても供給信頼性・安定性・環境性

に優れた電源として評価されている。

　今後は禽源の有限性と地球環境問題に、より大きな焦点を当てながら原子力の必要

性と意義を一層明らかにしていくことが璽要であろう。

　しかし、このような必要性の認識に基づいて原子力が安心して受け入れられるため

には、原子力平和利用に伴うリスク、すなわち原子力施設事故による放射線影響と環

境汚染のリスク、放射性廃棄物による環境汚染リスク、さらには核拡散に対するリス

クの問題が徹底的に検討されるとともに、それらのリスクが許容されるレベル以下で

あることの十分な理解が得られることが’前提となる。

　旧ソ連における原子炉事故・核燃料施設事故。原子炉等の海洋投棄の事例などを別

にすれば、原子力は技術的には現在、他のエネルギ…・システム、他の社会システム

等のリスクと比較しても十分信頼でき、十分安全なレベルに達しているものと専門家

は判断している。むしろ問題は管理の体制・システムにあるといえる。

　リスクの低減に関しては今後、技術的にはさらに進歩が期待できるが、管理体制に

ついても遂次改善されていかねばならない。ただし、その管理体制は卸金に対して十

分に開かれた、透明性とアクセス性の高いものでなければならない。

　要約すれば、原子力はエネルギ…・放射線利用、科学技術、社会経済、文化を広く

包含した総合的な新パラダイムであると認識される。今後、情報とミクロ世界を基幹

とするハイテク、人間学、社会学、環境論などと重なり合いながら展開されると思わ

れる。もろもろの可能性があり、潜覆リスクもある。時間をかけ、適切にコントロ…

ルしながら溝用することで、多くの可能性を実現していくことに意義があると考える。

13｝．軽丞煙の窒．全確保と、趨璽化に二2い．て

　原子力開発の議論はすべて安全性に帰着するといっても過言ではない。長期計画の

検討にあたっても、安全性はすべての問題にわたっての墨本的視点として認識するこ

とが必要である。とくに、軽水炉の長期化は必須であり、基数の増大を考え合わせる

と、安全性のさらなる向上のため、巾広く関連の安全研究を進めることが肝要である。

　既設プラントの予防保全、経年劣化対策、長寿命化、廃止描置を含めた放射性廃棄

物対策などの検討を深めること、またシビアアクシデント・マネージメントの対策に

ついても、世界の大勢に遅れることなく、所要の研究と：方策の検討が必要である。・

　安全性の一層の向上という定量的視点を欠いた圏標ではなく、合意された安全目標

を効果的なリスク管理により達成する観点から、ライフサイクル全般にわたり、限ら

れた人と時間と資金を効果的に活用する粋組みを用意し、提示していくことが必要で
ある。

　安全園標を一達成し、その状態を維持していくには絶えざる安全への努力が求められ

る。さらに、安全闘標は時代とともに高められてよい。他の分野のシステムも禽めて、

それらのいわば究極の安全を驕指す科学的研究に革新的視点から取り組むべきである。
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　原子力の安全のクレディピリティは、鎖事者・規制側・公衆のそれぞれのクレヂィ

ピリティをもって成立するものであり、どれが欠けても十分とはいえない。

　原子力安全はグ〔〕一パルな課題であり、原子力の規格・基準のグ鶯…バリゼ…ショ

ン（世界的統合化）の動きが強まっている。国際安全条約の検討も始まっている。わが

国も、これらの分野で積極的な貢献をしていくことが必要である。

　原子力施設等の評価上の潜在リスクについては、シビアアクシデント・マネージメ

ント対策の推進と、受動的安全概念を極力取り入れた次世代炉の開発の両面から、さ

らなる低減に努めることが望まれる。

　人に優しい次世代の原子力システムとはどのようなコンセプトになるか、いろいろ

な角度から研究を加速的に進めていくことが必要である。

（4）放射．性廃漿一品の一処理一匁分鎧二些L【

　高レベル放射性廃棄物の処理処分は最重要課題の一つであり、…般市民の圏に見え

る形の施策を積極的に推進する必要がある。安全管理・地域との共生を禽む立法措置

などを講じて、地域社会の人達のよりどころを明らかにすることが望まれる。深三二

の研究施設についても二期の実現が必要である。

　地暦処分が行なわれた地上の部分を一般に解放して、人が集るような公園にするこ

ともよいのではないか。

　超ウラン元素の群分離・消滅処理技術は、高レベル放射性廃棄物を滅らす上でも、

三三の有効二二を図る上でも、長期的な研究に値する重要な技術である。

玉至L核燃趨リサイクル虚高灌増殖炉に2三一て．

　わが国は、資源の有効利胴、エネルギ…・セキュリティの確保、放射性廃棄物の適

切な処理の観点から、軽水炉、再処理、高速増殖炉という路線を進めてきた。世界の

エネルギ…安定供給に欝与するためにも、この路線は今後とも不変である。プルトニ

ウムの平和利用は資源小国、技術立国のわが国にとってだけでなく、長期的な世界の

エネルギー需給・地球環境保全にとっても、極めて三三である。

　しかし、このようなわが国の核燃料リサイクル政策は、国際的にも十分理解されね

ばならず、その論理性と透明性をさらに高めていく努力が要求されている。

　核燃料リサイクル全体については、理論とシナリオ、時間的な整合性と弾：力性、及

び実現性が重要となる。

　わが国の高速増殖炉開発は、広く人類社会のために役立てるという発想に立って、

わが国の簸大隈の力を注ぐことはもとよりとして、国際的な技術と資金の協力を得な

がら開発していくことが考えられる。実証炉建設の早期具体化は璽要な課題であり、

厩間の最大限の努力と国の協力・支援ならびに国際協力の下に、着実に推進する必要

がある。

　軽水炉から高速増殖炉に至る基本路線を進めていくにあたり、内外の諸惰勢に十分

配慮しながら、柔軟性を持った計画の下に進めていくこと、異体的には増殖技術に限

定しない高速炉の開発計画を、長期計画の中に位置付けることが必要である。放射性

物質の消滅を目的に付加し、高速炉開発を燃料サイクル全体の中で整食性をもって位
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置付けることが璽要である。

　新型転換炉はプルト混ウムの柔軟な利期に適するので、軽水炉から高速増殖炉への

路線を補兜するものであり、継続的な開発努力が必要である。

　（このほか、プルトニウムの利用と管理に関しても多くの意晃が見られるが、「セッ

ション21でこの問題が集中的に取り上げられると思われるので割愛する。）

（6）その他

　原子力研究開発の7〔コンティアの椎進に関しては、①わが国として純粋の基礎研究

の分野で相応の国際責献を果たし得るよう、纂盤整備を進めることが巖重要課題の…

っであ嶺こと、②大学の原子力研究設備の嚢朽化対策が急がれること、③原子力安全

研究等を進める上での戦略的研究が必要であること、④高温ガス炉の位置付けを明確

にし、技術開発を進めていくことの璽要性、⑤ITERへの積極的参加と、他の方式の核

融合研究に対するビジ錦ン検討の璽要性、⑧さらに審岐にわたる国際協力研究を計画

し椎進していくことの無事性、などが指摘憲れている。

　国際化とグ鵬…バリゼ…ションの中でのわが国の原単孤のあり方に関しては、①こ

れからは七子力平和利粥の技術を高慶化していく役割巻、世界に率先して担うべきこ

と、②アジア地域での原子力開発の中心的役割を果たしていくこと、③非核兵器国と

して再処理を行なう立場を踏該えつつ、核不拡激体制の確立に向けて積極的な提需や

協力を進めること、などが指摘癬れている。（核不拡轍の問題に関しては露くの意晃

があるが、「セッシ謝ン5／と璽複’ずるので割愛する。）

　原子力施設の立地と地域振興に関しては、①地域の総合開発を支領し、地域の原子

力として根付くことが肝要、②制農疲労がないかなど、フレッシュな閉で発直すこと

も璽要、などが指摘されてい懲。地域社余に融和した原子力発鍛所のあり方の例とし

て、熱供給、サイトの部分的公園化などの提粟も出されている。

　原子力への理解の促進に関しては、④学校教膏のカリキュラムにエネルギ…、環境、

原子力を適切に盛り込むこと、②情報公開を審らに進めること、③マスメディアによ

る旧藩な報遵に期待すること、などの璽要性が指摘されている。

4。おわりに

　以上、「セッション同での討論のこ霧考濠でに、原子力開発利用長期計画の改訂に

あたっての璽要課題の広がりと、それらを巡る意見等のごく概要をご紹介爾上げた次

第である。ご意見をた獣わった蕎位に対し、獣た嶺セッションにご参加下さった皆様

に対して、紙衝をお借りして漂：くお礼罪し上げ譲す。
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Honourable Chairman,
Ladies and gentlemen :

     I℃ gives me grent honour to pre$en't to you somae k)asic
thoughtss on the future o£ nuclear energy. Ever)thoug-h, X rnust
humbly admi.t thuat lt is ℃eally difficult ffor nne to advance anny
comrnent on iche lomg terin nuclear energy programa which is already

very eomprehensive and forward looking. The ¢haracteristics of
the prograrn mawai£est the high guaXity oi" the experts anci exper---
tise behind it.

    However, muXlow xne to stttrt with the all-gnygatig.ns,bLma-rvmflmx

obseryg:s that "{}-2t.ouncek9,NIww8- the roke and contribution of zawwu..s2zak-ear

ip the world's emergy supp].y scene have been slackemlr)eE{ and thks

situatiolt was al.so aggLxdi{:Lvated bMthg a¢cidents at Thr'ee MUe
Island akd Chernobvl.

     Furtherrmore, they remarl< thHt "nuclear energy ls l'. tL+s-k-xLe-i-r amd

costlier than convent;ional. alternatives'',
-"------.-.uaL-..-.-rr.--

                            '

    We must agree wrktih the fa,rs't. statement, but as sciex)tlsts

or te.¢lrmologjsts i,n the fieid it is hard for us to accept the
second. However, we should adinit that the I2gitrceRk,3.op of the
s"enera]. meubl.ic .i.s we].1 represented by the second statement, : that

j.s "nuclear is r'k'slc:Ler and cost.lier ...".

     Right or wrong, both statevaents represent the hard soci.al
rea]l.ity, 'riE.fht. now ! Ai]d this ls the grea't challenge for" us.

     Wh,atL are the root. causes ot' the problem ?. We can i.t'itujmtips
ve1sr answer 'tha't .'ti}.)e.reasonge aremorenon--ie.c.h.-r-]-(-)-.Ll+-g.E{-ilN-c-Na..nl...-xx'aha'.t.･-psh--c;-lr.

than techlio.lg.&ttcal gn2L$-s

     From above consideratlons I would Xike to t)ase iny xexiiew fmd

I")ropo$e iny conunents on the nue･].ear energ'y prog'ram toward t)he
  s., 't
21     cerlturv.
          v
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     ELI'-INtt-, it is imperative to have a prograrri t;o develop stz"ate-

gic links and alliances with social critics, environinentalists

and politicians. W'jth theobjectives todevelop andenhance
niutual understanding, tnutual trust, resolution of conflicts and
finally to cXear away tl)e obs'tacrees 'to the furtherar)ce of n-uclear

energy iAse amd new nueleanr power plants construction, This prog-

trama is supported in parallel with a vaore active, conthnuous,

honest and visible informati.on to the publlc i.n order to re¢ap--

t,ure tihe credlbillty of ehe waission of x)u¢lear energy.

     Secomd, I wouXd ISke to men'tion a program on nuc].euar law and

regulLatSon wthth khe xuankn afuma to ciear enway obstae2es to cericainty

annd .finality of licensing; to avoid costly legal proceedj.ngs and

xrmneeessury publdic hesri.ngs by i,ntervenors. This 'i's ulso in line

with the program ti.n NPP si℃e strategy to f'an,cilitate the utiXities
in obtaining new sa.tes.

                           '
     1!.Lh2.r-d-, energypolicy. devel.opmentpr"ograwa is very, useful

since nuclear energy should have aplace wi.thin this poXS.cy.
Nuckear policy research shall be an intergral part of iche eitergy

pol±cy develor)ment.

     JEI.g.ing.-r.-t.-h., X would like to rneni,ion Mbou't, developine'nt, ai'id appli--

cation of manageinent sy$terns of nuclear faei,lities. Thls Mnay be

crucial. t',o the success and safety otS faci'lit'.y operal'.ion. Nuclear

/facili.ti.es (NPP's, nucIear' fuel cy,cles ,faci1i.tie.s, irr'adiators

etc.> are designed and const.ructed based on advanced 'tec}}nology

wi.th high standards, 'The potent'jal weakness ]nay come froiR 1;he
management'. syslLein and eui'ture in t,hese faciU.ii.t.ies.

     Fifth, nuclearN program in the future needs supply of fresh
blood o'f human power, who wlll co]ne {-rom uniLversi't,iies. Her}ce,

a prog'ram to support uni.versiicy education in nu¢lear science and
t.echnology and related subjects should be augmented.

     S-i,..x..matLb., program in sat'ety and radioa<:tixre wast,e nianage}nent.

}{ere, we expect to gain more informatrl,on on human fac'tors, compa-'
rati.veri.sks ar)d benefits of vari.ous ener'gy siy,stems,severe
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accident rnanagement and how people wiill perceive them; clear cut
radioactive waste disposal. strategy but which is also open to
future new requirements and development of technology.

    EHLevexuthdn, increase in efforts to support nu¢1.earenergy
prograxrnss ir} basic huanan needs : heaXth, rnedlcine and environxnent.

This i,s eo be promoted for obvious reasons.

    .Fman heh, nuc}eenr cost reduetSom program. This prograrn seems

very pro$pective threugh desigxx, te¢hnology, ¢onstructi.on method,
standaifcttzation ar}d smooth licensing. T'he programe rks one of the

keys to t;ke revival of xtue[hear indusstry in the coming years.

    NfinSlx, las't but not leflst j.s prog)rain of in'ternational coope--

ration in the peaceful, utilizatien of xxuc].ear energy. Developitmg"

eountni.es emabarking om mauclear progrram need various kinds of
assd.sicaxuce to enable them to maanage iche prograin sa'ffely, e'ff'ec--

tively, and efficlently. Cooperation inthe f'teld ofsafe'ty
shou].d also be intensified ixx order 'to enhance 'the standard of

safet.y, of operatlong as wel] as future nuclear power plants arid

to avofi.d amy 'future ac¢ident that, wil]. jeopardize t.he future of
nuclear lndustrv.

Honour"able Chairrnan,

Ladies and gerit/lell}en :
'

     Xwou]d like t,oreitt.era'tie t,hu't; my, commen't;s arebasedon

above al,].eg"ations and on my personaZ ±nterests and concer"ns.
Hence the val.i(Ht.y is lti.mited to above px"emises.

     At last, allow ine to thank you for your kind attention.

Coinmeritator : I. SUBKI,

l<I Aprll l993

Indonesia
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r我が国のプルト蒜ウム利用政策について」

科学技術庁原子力局長　石田　寛人

　我が国は、1950奪代半ばに原子力開発利用に着手した当初より、使用済

燃料を再処理して得られるプルト轟ウム及びウランをリサイクルし、核燃料と

して利用することを目指した政策を一貫して取って毒ている。この政策は、我

が国の原子力開発利用の蕩本政策を示した原子力開発利用鏡期計画にも示され

ていると鵜ろであります。この考え方は、我が国のようにウランについても、

そのすべて癒輸入に頼らざるを得ない国としては、側側的なエネルギーの安定

供給の観点からプルト論ウム癒利欄していくことが極めて露要との考えによる

ものであります。

　昨年11月から本年1月にかけて行われたフランスからのヅルトエウム海上

輸送、あるいは、我が国が開雛を進めて参りましだ高速増殖原型炉rもんじゅ』

が本年10月には臨界な迎える予定であることなどを契機と致しまして、我が

国のプルト誌ウム利用に関して、国内あるいは海外からも高い関心が寄せられ

でおり増す。この場をお借りしまして、我が国のプルト晶ウム利用致策の概要

を述べさせていだだ嚢、我が国のプルト晶ウム利用についてご理解を賜ればと

考えております。

　まず第…に、我が国の原子力平和利用に対するコミットメントについてであ

ります。

　19繊5奪に早臥された我が国の原子力の開発利用の慕本を定めたr原子力

基本法」によって我が国の原子力活動はすべて平和利用に限られております。

以来、今日まで、我が国は、この法樟に従い原子力開発利用を厳格に平和昌的

に限定して進めてまいりました。言うまでも珍く、原子力墓本法は、我が国の

原子力に対する取り組みの残本を定めたものであり、ここに揚げられた平和利

用の理念は、唯一一の被爆国である日本国民の継続的な強い決意を表すものであ

り叢す。全発電電力螢に占める原子力発蟹の比率が80％近くになり、原子力

開発利用の活動が広範に展開している今日、この原子力平和利用の理念をより
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一・ w強固に堅持していくことが非常に量要であり象す。

　また、国際的にも我が国は1976年、核兵器の不拡散に関する条約（NP

T）を批准して以来、その誠実触加盟国として、国内の全ての原子力活動につ

いて国際原子力機関qAEA）の保障措置癒積極的に受け入れており蜜す。

我が国は原子力開雛利用をいわば世界に対してrガラス張り」の状熊で行って

おり象す。これは、我が国の原子力利用に関して世界の不楢を少しでも招くよ

うな行動をとることは。政治的には我が国の存在墓盤癒願うくするとと亀に、

経済的には我が国の凱ネルギー供給の相当部分癒担う原子力の平和利用推進を

困難にし、結果として我が国の国家安全保障癒著しく損なう亀のであることか

ら、世界から少しでも疑念癒もたれないようにす悉だめの我が国の決意のあら

われの一つであります。

　まだ、我が国は、国際的に核不拡散体制の強化に陶けてイ晶シャチィブ姦雛

揮して藝ております。すなわち、国際原子力機関（亙A鷺A）による核不拡散

体制のなかで、　r特別査察』㌔及びXAEAへの原子力旛設のr設計情報の早

期提出』及び原子力資機材等の輸出入に関す為国際合意の穏め積極的に努力し、

また㌔いわゆる汎用品の輸出規制及びその報告制度についても我が国の在ウィ

ーン国際機関代表部がその事務局機能を果だすこととするなど、我が国は鼻核

兵器国として厳に平和臼的に限って原子力利用幽晦める立場から、濁れらの諸

制度の創設に積極的に貢献してまいりました。

　このように、義が国の核不拡散に対する強固な意憲と実績は明白であると考

え濠すが、我が国が今後本格的なプルト晶ウム平和利用を進めるに当たり、我

が国の平和利用へφ強弓な訓ミットメントについて国内外から一一層の儒頼が得

られるよう引嚢続毒努力していくことが蟹要であると考えます。

　次に、我が国のプルト晶ウム利用政策についてご説明したいと思います。

　我が国におけるプルト晶ウム利用の必要性及び利用に関する蕊本方針は、次

に述べるとおりでありますが、今後とも、安全確保を大女提に、プルト潟ウム

利用体系の確立に向けて、着実かつ段階的に政策を推進していく所存でありま

す。

　まず第1に、使用済燃料を再処理することによって回収されるプルト晶ウム
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を利用することは、リサイクルしなければ、その全てが廃棄物となってしまう

ものの中から、脊用なものを資源として再利用するものであり、このことは、

資源と環境を大切にし、リサイクル社会の形成に貢献するものであります。こ

のよう蹴資源の節約と再利用の努力は、我が国のような大量エネルギー消費国

が積極的に取り組むべ月曜要な鼻翼であり蜜す。

　第黛に隔プルト麟ウム撫利用することは、ウラン資源の有する潜在力を最大

限に活用し㍉原子力癒畏期的に経済的かつ安定なエネルギー源とする奄のであ

ります。使用済燃料から有用なものをリサイクルしでいく努力は、資源小国、

技術立国たる我が国として特に蟹題して蒸ているものです。原子力は、その経

済盤が資源よりむしろ技術によ噂て決められる点に特権があり熱す。プルト論

ウム利弊の経済性も．研究闘艶の一一属の推進，経験の欝積、規模の段階的拡大

等癒鵜U、将来的に向上していくことが期待零れ黙す。我が国がそのような技

術開発に潮先して駁り組んでいくことは．長期的にみて，国際的に臨有意義な

ものと考え象す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　第＄に，プルト論ウム利用により，回収ウラン、プルト描ウムなおの有用資

源と廃藥物とな分離すれば、高レベル放射性廃簗物癒安驚な状態にしゃすくな

り、薫の結果、放射性廃棄物の管理をより適切な奄のとすることであります。

　際際、便用済燃料憲再処理した後に残輪高レベル放鮒性廃棄物は。縫用済燃

料癒その蜜薮廃簗物とする場合に比べて鐙が少なく安窯な状態に固化しやすく

なり、放射能の継続時聞が相対的に短くな姶ます。

　第4に、核不拡敵に関し国際約な疑念が生Uないように、　リサイクル計画の

鹿野性に十分配慮し、我が国としては計画推進に必要な鐙以上のプル塾轟ウム

は保持し随いこと壷原則とすることであの諭す。我が国の異体的なヅルト離ウ

ム利用計画については後1濫ど詳細にご説明い険します。

　第騒に、我が国がこれまでに欝戯しだ技術及び経験を亀とに、　夏A鷺A保障

措騰の健全な雛展と世界の核不拡散体制の強化に貢献することであります。ま

た、プルト晶ウム斎国際的に管理するという方針について国際的な検討が行わ

れつつあり賀す。このよう蹴検討について臨我が国は積極的に勢加することと

しております⑪
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　次に我が国のプルト晶ウム平和利用計画についてご説明いたします。

　一昨年8月、原子力委員会核燃料リサイクル專門部会は、鶏010年頃まで

のプルト蕩ウムの利用計画を明らかにしており、我が国としては同計画に沿っ

て今後のゾルト轟ウム利用を推進していく考えであり沖す。同部会は、いかな

る場合であっても核不拡散の観点から国際的に疑念を生Uることのないよう、

プルト麟ウム利用計画の透鴫性に配慮するとともに、今後とも核不拡散に対す

る厳格な対応をとることが肝要であり、計画推進のために必要蹴量以上のプル

ト麟ウム；を持たないことを原則とすることをうだっております。

　專門部会は、2010年頃窯でのプルト轟ウム需要及び供給の野積（核分裂

牲プルト晶ウム螢、以下同U）の見陣し；を示しています．まず、プルト晶ウム

需要として、高速炉については、実験炉r常購」、原型炉rもんuゆ」及び実

灘炉及び異託炉以降のFBRで鷺鶉トン卿＄欝トン属薪型転換炉については、

原型炉rふげん』及び実；証炉で10トン弱、　90年代半ば頃から段階的に利用

斎拡大していく軽水類でのプルト謡ウム利用によって約黙0トン、合計＄Oト

ンから9◎トンのプルト簾ウムの需要壷見込んでおり識す◎一一方、プルト轟ウ

ム供給としては、現在は勤燃事業繍の東海搾乳運工場での野州と英仏への再処

理釜託に依存しておりますが、日本平帯（株）の六ケ断罪処理工場建設計画が

瀬調に進めば、来世紀は膿めにはかなりの供給が我が国国内で可能となり象す。

具体的な供給羅としては、動燃東海再処理工場から約麟トン、英仏への再処理

委託によって約30トン、驚000難頃に運転開始予定の青森県六ケ所村の再

処理工場から約60トン、合計鵠5トンのプルト錨ウムが鷺（）10年頃までの

累積供給量となっております。

　鳳のように、我が国はプルト論ウムの需給がバランスするように計画を営め

ていく方針であります。なお、この数等は黛010平野象での需給の累積値で

あり、また、各薙度毎の需給亀一定のバランスをとりつつ、計画凌叢めるもの

でありますので、ある時点で85トン癒ため込むということではないという点

に留意顯いたいと思います。

　我が国のプルト晶ウム平和利用は、高跳増殖炉での利用を最終闘標として推

進しておりますが、同炉を発電体系の中で商業化するには、現在の原子力彫物

の主流である軽水炉に比べ、経済性等で競合し得るようになることが求められ、
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な瓢相当期間（30一・40年）の着実な開究努力が必要とされています．幸

い、実験炉r常陽」の過去10年以上にわたる運転・そのためのMOX燃料製

造等も瀬調に実施されて毒ており、これらの成果癒活用し、本銀秋のrもんじ

ゅ」の臨界達成、その後の運転そして実証炉計画へと段階的、計画的に進めて

いく膿ととしております。なお、軽水炉におけるプルト器ウム利用が、国内の

ブルト麟ウム利用に係る人材、技術、産業基盤等の整備に貢献し、このことが

高速増殖炉開発に鶏役立ち、将来の高速増殖炉の実用化をより確かなものにす

ると考えてい制す、

　次に、解体核兵羅から発生するゾルト描ウムの処理の問題と裁が国との関係

についてであります。

　近年、核軍縮の進展と旧ソ連の崩壊により、核兵羅の解体と解体後の核物質

の処理又はその有効利用が課題となっております。解体核兵器から発生するプ

ルト轟ウムの問題については、蕩本的には核兵羅国自身の問題であると考えま

すが、私どもとして臨解体によって生uる核物質が再び軍事に利用されないよ

うにす渇ことが樋めて董要であると考えております。核兵羅の解体により生U

るプルト麟ウム磨処理、処分するためには一定期間の貯蔵が必要となるでしょ

うが、そのまま即いておくだけでは核不拡散上、恒久的な解決策とはならない

ことから、しかるべ春蒔期に二度と核兵器に使用されないように処理する必要

があると考え象す。この処瑚：方法については技術的にいくつかのオプシ瞬ンが

考えられますが、平和醤的の原子炉燃料として燃焼させて電力エネルギー癒得

るのが、核不拡散の要件癒満だす上でも効果的、建設的ではないかと考えられ

ます。

　いずれにしても、国際的な平和と安全保隙を確保する観点から、核兵器解体

により生ずるプルト晶ウムの確実かつ安全な処理について、特に、旧ソ連のプ

ルト轟ウムについて、国際社会の納得が得られるような解決策が早期に見いだ

されることが伊野であり、器のだめの国際的な検討が加速きれるべ毒であると

考えます。我が国としてもそのために、関係各国、関係国際機関等との連携の

下、国際的な努力に積極的に協力してまいる所存であります。従って、国際社

会が、旧ソ連の核兵器解体から嶺生するプルトエウムについて、平和利用の原
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子炉燃料として利用していく方向饗コンセンサスを得ることとなれば馬我が国

が欝積して嚢たプルト晶ウム取級技術巻活用し、協力していく用意があります。

既に当庁においてはそのための技術的検討も進めております、私共は、この閤

題は我が国のプルト麟ウム利用計画とは明確に切り離し、世界の平和と安全の

一層の促灘に貢献するとの立場で対処していくべ憲ものと認識しております。

　最後に、プルト麟ウムを高速増殖炉において本格的利用するまでには、経済

牲、信頼性のある高燃増殖炉の開雛自体はもとより、プルト麟ウム燃料の国内

加工体制の整輔、ヅルト輪ウム燃料の再処理技術の醐雛など、まだまだ努力な

要する課題が少なくありません。当薗、薪型転換炉や軽水矩によるプルト麟ウ

ム利用は、それによってプルト轟ウムの取撮に係る人材、技術、産業蕩盤のか

ん養に資する臨のであり、私お1もとしては、そのようなプ雛セス姦経ながら一

歩一歩着婁にプルト晶ウム利用の本格化に向け努力してまいる断襟であります。

　また幅我が国の原子力叢員会は、概ね雛蕉毎に実施しているr原子力開発利

用長期計画」の見直しを実施中であり象す。議論が違箇中であり、薪畏期計画

の策定蒔期を明確に串し上げられる状況にはありませんが、同長期計画の中で、

将来の我が国のプルト轟ウム平和利用計画が国内外からよりょく理解されるも

のとなるよう、私共として臨努力してまいりだいと考撃ており罪す。
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Plutoniurn Peaceful Utiiization Poiicy

By Hiroto lshida
[)irector general Atoraic Energy Bvreau
Science and Technology Agency

1.Introduction
  since the beginning of developrnent and utMization prograrn of
nuclear energy in the mid"1950'$, Japan has consistently taken
the policy for recycling the plutonium and uranium recovered from
reproce$sing nuclear spent fuels nuclear ftiel. Thi$ policy i$
based on the jdea that jt is extremely jmpor'tant use plutonium
from the viewpoint of longth'terrn $table energy supplies because
Japan ha$ to depend solely upon lmported uraniurn,
  The Japanese plutoniun) peaceful utilization hold$ attention of
world these .days. -r'he foHowing i$ outline of our country's
p1utonivm uti li zation policy.

2.[)eep Cornmitment to F:'eaceful Use of Atomic EInergy
  Based on "the Atornic Energy Bm$ic Law" enacted in 1955 which
basicaHy stipulaices the deve.loprnent and utilization of atomic
energy,aH nuclear zactivitie$ in Japan are iimited to peaceful
purpo$e$ only.lnternationailyias a faithful member of the Treaty
on the Nonwf:'roliferation of Nuclear Weapons(NF'-[M),Japan accept$
fui[pt$cope IAEA safeguards on aiE the dornestic nuclear activlua
tie$/anci has taken the initiative in developing and strengthening
the worid nucleur nonimproliferatlon regime.We beiieve that our
country's firm wijl and achievement jn nuclear non-proliferation
are worldwicie known.But we think it is very important i:or us to
make $trenuotis efforts to win rnore confiden¢e both from home and
abroend in our count'ryis deep conirnitment to the peaceful use of
nuciear power.

3.Japanese Plutonium Uti li zation Poiicy
  The necessity of plutonium u$e in Japan and basic po)icy re-'
garding plutonium use are as foHows.Wjth securjng safety as the
precondjtion.We are deterrnined to prornote our policy steadi[y anci
by stages for e$tablishing a p[utoniurn utilization $ystem in our
country.
<1)T'o utHize pluiconium recovered from reprocessing of sF)ent
fue[$ is to recyc[e useful mnteria[.aEi of which would ot'herwise
become waste.This means to carefully handle the resources and
human environment,and contributes the formation of a recycling
soclety.
(2)UT"o utilize the potentidei energy of uraniurn resource to the
full,making nuclear energy an economical and $table energy source
in a longvterm perspective.lt i$ by all means necessary for Japan
which is $carce in naturai resour¢es to make an effort to recyc[e
and re-use the useful substanees in spent fue[s.
(3)'TJo rnake the radioactive waste management rnore appropriate by

separating the usefwi $ubst'an¢es from radloactjve wmste andmaking the high--jevel radjoactjve waste easier to be solidified
into a stable form.
(4)lt is our principle not to possess piutonium beyond the arnount
required to implernent its nuciear fuel recycling programs so as
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to avoid any international doubt about our nuc[ear nonewproiifera--
tion policie$iwith dve consideration would be given to tran$par-
ency of nuclear fuel recycling program.
                                                   d(5)Ba$ed on the techniques anci experience accumulated $o
far,Japan will contribute to the sound development of IAEA safe-
guards and to strengthening the world nuclear non-proliferation
regirne.Furthermore our country will be active in participating in
the international discussionson the international plutonium
rnanagement.

4.Future Plutonium Utilization F'rogram
  ln Augu$tt1991xAtomic Energy Commission Advisory Committee on
Nuclear Fuel Recycling has clarified the plutonium uti[ization
programs up to about 2010.0ur country plans to promote its poliim
cies in accordance with this program.
  This program shows the expected curnulatjve demand and $upply of
plutonium (fissile p[utonium. The sarne shall apply hereinafter)
up to about 2010.F'iutoniu'm in demand will be 22?M23 ton$ required
by the experimental reactor "Joyo",a proicotype reactor "Monju"
and a demon$tration reactoriless than 10 tons by advanced therraal
reactors a prototype reactor "Fugen" and a dernonsicration reactor
and about 50,tons by Iight-w'ater reactors,of which plutonium
con$umpicion wiH gradually be increaseci by sicages,arnounting to
80wu90 tons.Regarding it$ $upply,about5tons will be supplied
from rr'okai Reprocessing PIant,i:'NC,about 30 tons from the reproc-t
e$sing service$ entrusted to U.K.and F:rance.and about 50 tons
from the Rokkasho reprocessing l'iant,Aomori F'ref.,aJnounting to
about 85 tons.
  Japan has policy to promote the program so 'Chat dernand and
$upply of plutonium rnay be kept balanced.We would like to dra･w
your attention to ichat these figures are the expected cumulative
one$ of dernand and supply up to 2010.dirhe dernand and supply each
year mu$t also be balanced in carrying out the program.lt shouid
be note, ci that toical 85 tons will not be stockpiled at a certain
time point.
  The plutonium use program in Japan is being pr"omoted with its
use in FBR as the final tanrget.However more 30--40 years' $teady
effort i$ $tiH necessary for commercializing FBR in the Japanese
power generation sy$terni since it is required for plutonium to
becorne enough competibive in economic efficiencyi etc. with L.WR$
which are now major source of nuclear power generation in Japan.
Fortunate]yi the experimenta] fast reactor "Joyo" has been operop
ated for these 10 years or more with frujtful experimental relj
sults. along with the manufacture of MOX fuel for itt etc. Uti-
lizing these results, we'I[ have the "Monju" reach the criticali lh"
ty this autumnt and are decided to proceed to i'irs operation and
then the demonstration reactor program by stages and systemati'-
calIy.
5.Management of plutonium frorn dismantled nuciear weapons, and
Japan
  Since the recent progress in nuclear disarmament and collapse
of the USSR, the dismantling nuclear weapons and rnanagernent of
the nu¢lear substances from thern are an urgent task. Basicaliy
speaking/ this task is.the probietn only with the nations that own
these weaponsi but it is essential that the nuc(ear sub$tances
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produced from the dismantling will not be u$ed again for military
purposes. rr"hrough the plutoniumcoming from the dismantling
weapons wowld neces$arHy have to be $toreci for a certain perioci,
several technicai options are available for its managernent there-
after. Of these options, it i$ con$idereci the rno$t effective and
constructive way to burn it as the nuclear fuel for power genera-
tion in satisfying the nuclear nonwwproiiferation requirement$,
Anyway it is irnportant to find out the solution to t'he reiiabie
and safe management of the plutonium produced frorn the di$rnan-
tling of nuclear weaponsx whi¢h solution mu$ic be supported by the
international society from the viewpoint of securing the interna-
tional peace and security. Our country is wijling to cooperate
with all others in the internat;ional efforts for it;.

6.Conciusion
  For the fullym$cale use of plutconium in fast breeder reactor,
there still remain anany matters to be solvedi $uch as the develmp
opment of an efficient ahd reliable fa$t breeder reactor itselfi
completion of the plutonium fuel processing system, development
of the reprocessing techniques for piutonium fuelt etc. The
present use of plutonium in Arr"R$ and LvWRs will be helpful for
deveioping and cultivating the'･rnanpower, technoiogie$ and indusav
trial infrastructure for plutonium treatrnenic, and we are deterpa
mined to steadiiy endeavor to achieve the fuH-scale u$e of
plutonium step by step through such process.
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国際会議センター3階大会議室

通商産業大臣所感
　　通商産業大臣
　　森　　喜　朗

　　〈特別講演〉
「こころとことば」

慶慮義塾大学教授

　　江　藤　　淳
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　　　　　　　　　　セッション3
原子力技術一一その信頼性とは…

　　　　　　　　　　〈問題提起〉
　　　　　　　「原子力と信頼性」

　　　　　　　　　　東海大学教授

　　　　　　　　　　唐　津　　…

　　　　　　　　　〈パネル討論〉
　　（財〉鉄道総合技術研究所理事長

　　　　　　　　　尾　関　雅　則

　　　　　　　　東京理科大学教授
　　　　　　　　　菅　野　文　友

　　　　　　　読売新聞社論説委員
　　　　　　　　　中　村　政　雄

　　　通商産業省資源エネルギー庁
公益事業部原子力発電安全管理課長
　　　　　　　　　藤　冨　正　晴

　　　　　　日本原子力研究所理事

　　　　　　　　　松　浦　祥次郎

　　　　　　　　欝メンチーター
　　　　　　　　　ウレンコ社社長
　　　　　　　」。　A。　パーライト
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慣顧性・撮全樵蓋学の立場から

工．993庫4月ユ5槻

菅野　文友

1．大規嘆で櫻雑な規代のシステムの墨本は、三つのCすなわち、制御

　（（〕oれ亀roユ）と懸儒（Com蹴Un玉cation）と憎報処理

　（CO蹴欝Uしin菖）の蕊位～体化にある．ヨ諸の蓋叢は、サイバネティクス

　（Cybのr蕊儲tic瀦）という点で共懸である。そして、どれについても、

　三顧性（こめれにくさ）　・保全姓（なおしやすさ）及び両方を十時に考慮：したアベイ

　ラビリティ　（穣轍事を拡張した菖藥）の陶上が蕪濃諜題であ添．

焦鯉麟の故蹄灘の単億は、．自薦の！000蒔間当りの％から、10餌時間刷り、次に

　£五tuo贈一時当り）、そして％・f正｛，（！o鳳慧眼当り）と減少しでい礁．

　つ譲り、嚇初の単帯の欝万（！0り分の一と：なっている。それに対して、ヒ：ユーマ

　ン・エラーつ蔽り人間の誤りの率の単位は、千分の一ないし万分の一が、限界である、

3。ヒ嵩一マン・エラーの般割は、一・般電気製晶におけるヒューズのような葡のと考え、

　センサ…やインジケータといった前駆現象的な意瞭で活用すべ蓮であろう．

　難いは，何か羅常があったら特定偲所が不具脅になるように，システムの状懸監視保

　黛機講廠設噛す為ということである．

娯．一般に、システム製品の償頼性は、欠陥を圓避するフォールト・アボインス（

　欝撒Ult　AVOld幽門C鳶）と樹縛に、欠隙の影響を暴けにくいフ露一ルト・

　トレランス（Fauユt　To1駐r＆漁農馨）の紘綴みを考慮している．

　すなわち、デイレイティング（D蘇r縫七三r1墓）、煎列冗疑つ憲りジ凱アル（

　Dua！）、切響冗長つ談リデ諜プレクス（Du目上㊧x）、k一（）uも一〇f－n

　つ謹り傘轍：醗冗媛：、あるいは、その組禽せなどを活用している．

誘．饗するに、繰金性の間顯を黛縛すると嗣時に、ヒューマン・エラ～を冷静に取り搬

　い、　f知らしむべし、僑らしむぺからず」という方策で、全貫与野の繰り返しと持続

　によるスパイラル・アップと：いう、縢本的瀦質管理の活用が、i謄寒単行勤である。

　脅して、　「デー｛タに語らせ、データに聴く」態農の竪持後、忘れて嫉ならない。

故蹄譲 89％無載騨期間

1／ユ。爵時間

齎万分の～％／隠闇 1年2ヶ月間

工工1－2－！
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チェルノブイリ事：故後7年を経た今は…何が真実か
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　　　　　　　　　　　　　〈基調講演〉
　　「チェルノブイリ事故後の影響評価」

広島大学教授・原爆放射能医学研究所所長

　　　　　　　　　　　　　藏　本　　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　〈パネル討論〉
　　　　　ベラルーシ保健省血液学輸血学研究所所長

　　　　　　　　　　　　　　　E。　P。イワノフ

　　　　　　　　　　　　　　　　NHK解説委員
　　　　　　　　　　　　　　　　小　出　五　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　前
　　　　　　　　　　　　　　　　　藏　本　　淳

　　　　　　　英国立がん研究基金　疫学統計学者
　　　　　　　　　　　　　　　G。K：。リーブス

ロシア医学アカデミー会員・放射線科学センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　A。　F。　ツィフ



セッシ欝ン4 「チェルノブイリ事故後7年を経た今は…何が真実か」

《基調講演〉

　「チェルノブイリ事故後の影響評価」

　　　蔵　本　　淳　　　　　　　広・島大学教授・原爆放射能医学研究所所長
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〔はじめにコ

今圓、私は、困ず新聞や、ラジオ、テレビでも報道漆れた国際チェルノブイリ計爾の概要

をご説明します。そしてその中で特に私の関わりました住罵の健康への影響調査について

ご紹介しながら、事故後7年閣のチ瓢ルノヅイリ事故の後影響の関する各国からの報告に

触れてみたいと思います。

［国際iチ誠ルノヅイリの概要コ

1986年4月26日チ濫ルノブイリ原子力発電所（第4号炉）で、大事故が発生しました。こ

れは大堺の放射性物質を環境中に放出したという点で、私たちがかって経験㌃．たことのな

い原発事故でした。事故から3年半を経た1989年10月セ馬陸ソ連政府は、Fi8。1に示しま

したような経緯を経て麟際原子力機関G醐A）に対し、周辺の環境と住民への影響を専門家

によって調査する国際的なプロジ濫クトの災施を要請し弛した。それは放射性物質の影響

から住民を守るためにソ連政府が実施した対策の妥漫性を野禽的に評価することが主な凶

的でした、従って事故現場の発電所職員、消防救急隊員、プリピアチを含む強制退去した

30Km圏内の億民、立入り禁止地区の除染作業の従事春は直接対象とはなっていません

（Table　1）。　（付表　甜チ諜ルノブイリ原発事故の被災者’つこれを受けて糞松逸造放射

線影響研究所理事長を委員長とした国際諮問婆員会（IAC）が設けられ、その監督のもとに1

990年5月から大掛かりな調査が開始雲れ私も婁員として参煎する機会をえました。調査

の結果は、1991年5月に最終報告書にまとめられて公蓑害れました。

報告書の内容は、

　短sk　1　歴史的記述

　Ta＄k　2　環境汚染

　Ta離3　億罵の放射線被爆

　Ta＄k　4　健康への影響

　丁目k5　放射線からの防謹対策　　からなってい嘱すの

5つの掘＄kの申で團際チ諜ルノブイリプ鷲ジ皿クトが独唱に調査を行いましたTask　2、環

境汚染ばついて、1蟷Aは「プ鐸ジ濫クトで四聖潜れた測定と評価は提供された公式地図に

報告きれているセシウムに関する地階汚染評価櫨を全般的は確証した。またプロジ濫クト

チームが得た限定翻れた土壌サンヅルの分析結果は、プルト誤ウムの地表汚染評価値と一

致した：が、スト徽ンチウムに関してはそれより低かった」という結論に達しました。

議た、T薦k　3、佐騰の放射線被爆についての結論は、　「線鍛推定に関する公式の手順は科

学的にほぼ適切であった。使料港れた方法論ぱ、線簸を過小評価しないような結果を得よ

うとするものであった。外部及び体内に取り込離れたセシウムによる内部被爆についてモ

麟ター馴れた個々の住民に関する独鵠のプロジ援クトの推定値は、公式に報告された線量

推定値よりも低かった」というものでした。

Task　4、健康への影響については、「このプロジ諜クトの下での調査汚染居住地区及び調

査対照居住地区の両方の住属に、放射線とは関係のない顕著な健康の変調があったが、放

射線被爆に直接起因するとみられる健康の変調はなかった。事故は継続的かつ高いレベル

の不安に起困ずる心配とストレスの面では相妾な負の精神影響を及ぼし、その不安の発生

は汚染地域を超えて広がった。ソ連で起潔ている社会経済及び政治的な変化が…層輪をか
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げた。検討港れた公式デ～タは、紅血病または癌の発生について著しい増加を示していな

かった。しかしある種の腫瘍の発生率の増加の町能性を排除できるぽど、これらのデータ

は詳細ではなか・つた。報告謬れた小児の躍状腺吸収線騒の推定値は、将来統計的に検出可

能な甲状腺腫瘍の発生率の増加をもたらすかもしれない程臓である。プロジ澱クトによっ

て推定盛れた線鰻と、現在受入れられている放射線リスク推定に基づくと、大規模な良く

計画書れた長期にわたる疫学調査にょいってさえも、全癌または遺伝的影響の自然発生率

に対する将来の増加を識別することは嗣難であろう．」と述べています。

護圃際チ瓢ルノヅイリプ1二1ジ誠クト撫紘嬢（健康への影響調査）の結論と反響瓢

丁薦k4の健康への影響調査の作業として本ヅロジ撚クトは、チこユニルノヅイリ事故による

病気が増加しているとの報告を骨髄し，さらに疑問に答えるために、2段階のアヅ灘…チ

を用いました．即ち、第烹のステップは：、主要な鷹療セン蓼一と：研究所の公式デーータを見

擁すこと、第鶉のステ・ソプは、疫学的にデザイン雲れた汚染居住地区と対照居住地区の住

翼の両方癒調査し、結果射比較することでした。

第黛のステップ鞍行うための、fl載ld　tripのデザインとして、医療チ～ムは、居住地区の

選択を行いましたが、認れば社会経済構造鞍藩耀し種身の地域社会を代表するような居住

地区を選ぶように心掛凝した。また放射線簸について、汚染地域の選択は137Csが！5　Ci／k

鵬蟹555kBqん藷）以上の地域を、買シア、白瞬シア．ウクライナ3共和国各々から鶉ケ所以

上，対照地域としては、汚梁地域の周辺囎、137偽が1Cl瓶m縦37　kBq／1の以下の地域より

少なくとも30Km離れた地域を、やはり3共和團とも円匙所以上とし、　F壌。2に示します

13地域一夕染地城7力斯、対照地域6カ所一が選ばれ隠した。

讃た、対象轡の選択には、予想躍れる臨床的健康影響葡検出餐ぎるようにデザインされた

統計サンプリング方式を用い、齢オ、難才、鱒才、40才、60才の各年齢群が汚染地域と対

照地域から選ばれ疑した。ζの方法は、検査対象住罵の10％から8眺の標本を得ることがで

叢るように設定降れており．合計で、1，356人が調査を受けました。

fidd廿ipで実施練れた調査項闘は、これらの霧悪気欄ば調査対象者の精神心理状態を禽

めた全身状態が、獄ぽ掘握で轡るように設驚審れてい塞すが、本日は、このうち、特に問

題になってい嶽す甲状腺ど血液検査iについて説明します．

甲状腺については、触診及び超音波による甲状腺検査及び血中甲状腺ホルモン（TSH，　FT4）

の測定が行われ讃した、Table　3は年齢及び層傭地域別に触診と、超音波検査による甲状

腺結節の発生蕎数と頻臓が欝分率で丁霊れてい零す．いずれの年齢においても汚染地域と

対照地域噂結節の頻鷹に蕪がないことがお解りいた薦げると懸います、

撫bk診3はこれら聯状腺結節の趨欝波検査上の特徴を両地域で比べてい謙すが、いつれの

地域も1｛瀕oe（）hoicを示す者が帯数以上を占め、やはり両地域間で明らかな違いは認められ

蜜せん。罵｝1、FT4など漁中甲状腺ホル・貯ンの測定においても糊様の結果です。即ち甲状腺

については、その機能においても聯1状躍集の大灘さ、書らに結節の頻度とその超音波検査上

の所見の特徴においても紬顯独漁の調査では、汚染地域と対照地域で有意の違いが認めら

ず、現時点噂放射線の影響による国状腺疾患の増加は現われていないとの結論に達しまし

た。

これに対し、K麗櫨ovらは．19膿年10月22　Eヨ暑の隔加躍をこ、　Be1綻u＄の小児に甲状腺癌の発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［V－1－3



生が増加していることを報告し、WHOのBaver＄tochらも同O号にこれ支持する意見を発表

しました。

そして更に彼等への反論としてFi墓。2に示します3つのpaper、即ちイギリスのReevesら

はLancetに、また田本の重松ら、アメリカのRonらはNa加reに投稿し、疾患の発生頻度を

論ずる場合、母集団を明確にする必要があることな強調しました。目下、チェルノブイリ

事故の後影響としての甲状腺癌の発生状況は、世界中の放射線研究者が注意深く見守ると

ころと：なっています。

次に譲番園の間題として、血液検査について述べます。血液検査としては、冊C，HI3C，　Hb，

翫，配V，PLT，白血球分類が行われました。　Fi琶。3はこのうち最も放射線の影響を受け

やすく、免疫機能にも関係のあるリンパ球の絶対値を示します。小児期にリンパ球の絶対

数は多く、10才以後次第に成人の値窟で減少します。しかし、横軸に示すいつれの年齢群

においても汚染地域と対照地域間の差はなく、やはり放射線による明らかな影響はないも

のと考えられました。このことは、RBCやHb値など他の血液検査項目についても同様でし

た。

また、このリンパ球について染色体検査を行いましたところ、一部にdicentricsやringと

いう異常染色体を認め讃した。しかし、その発生頻臓は両地域間で差はなく、血液検査に

ついいても、明らかな放射線の影響は現われていないものと考えました（罵毬。の．

一方、白血病の発生状況に関する調査のうち、Table　4はウクライナ共和国の腫瘍登録デ

ータを示しますが、1986年の事故以後特に汚染地域で白血病が増加しているという傾向は

ないようです。

　以上国際チ濫ルノブイリプロジ麟クトによる血液疾愚の調査結果をご紹介し蜜したが、

その後：1993年春恥rop醗n　Jour撒10f伽noerに蔭℃hildren　Leukemia　Foffowin8　the　Cher

nobyl　Accide漁t融々’うというタイトルのpa鱒rが投稿窪れ，旧ソ連を含めた灘一飛ッパ各

国の小児爵血病とリンパ腫の発生状況が報欝搾れました。T翻e　5はオーストリア、ブル

ガリア、チ誠謙スロバキア、デンマークなど17力瘤の1980年から1985年までと、／987年

から1988年の白血病一リンパ腫の癒例数と予測漉例数を示していますが、これによりまし

ても事故前後の明らかな白血病一リンパ腫の増加はみられていないようです。

一方本欄、ご出席のイワノフ博士から昨年の6月の第1圓チ諜ルノブイリ笹川医療協カシ

ンポジウムにおいてBer編網の血液疾患の発生状況のご報皆があり、田本の新聞でも報道

解れ臥した離とをご紹介致します。詳細については、イワノフ博士よりご報告があるもの

と思われます。現状の全体像を正確に把握しながら、今後、長期にわたる組織的な疫学調

査と計画的医学研究、医療体制の整備が要講零れています。すでに冊。始め各種団体の国

際協力が各々の計画を実行しつつあり、麟本でもこれらに多大の貢献をして参りましたの

で、今後共協力してゆ蓉たいと考えてい康す。

工V・一1－4
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傷

：憲な出来事の麟鞍

1986年魂月26蟹ヨ

！986年4月27Eヨ

1986年5月　6　Eiヨ

1986駕5月31E羅

／986年5月

1986年7月

1986年ユエ月

～工987一

！987年孟月

！987年12月

一1988－

1988駕9月

1989難3月

1989年喚月

1989年1◎月

01：23　（モスクワ時間）に事故発生。政府委欝会結成。

プリピャチの避難実施。

炉心から大気への1幅間の放射憶物質の放出が停止。

飲料水及び食料晶の鯨暫定許容レベル碑の導入。

立入禁止区域内の戸戸の避難が完了。

鵡暫定許容レベル吻の改訂。

～般公衆に対する蘭暫定線羅限度脚を導線鷺100薦v（内部及び外部

被曝）に設定。

簸初の概略汚染地図作成（1989奪まで公開せず）。

鋼石擢の建設完了。

…般公衆の制暫定線即下臓婦を難線騒30輔vに引き下1プた

（続いて．19脇銀に2馳＄vに下げた）。

1986無5月に開始した水系保護のための作叢完了．

1986銀5月31鶯決定の赫暫定許容レベル脚の改訂。

一般公衆の暫定線羅限脚を年線羅蝉騒vに引藤下げた。

U＄＄Rの閣僚会議は、三99Q年1月1田付で施行される移住適用のた

めの生涯線縫を350酪vとした、

3共和麗で汚染に関する公式の地図を公表。

鷺＄＄R科学アカデミーが3難関Sv慮鼻聾羅概念に反対を表明し．新し

い提案をした。

ソ趨政府が蓼故の影響および実施曲れた防護手段について團際的アセ

スメントを組織するよう夏A鷺Aに要言薄

〕：V一二L一二L5



β3

国際チ誰ルノブイル計画

1990年2月

確　　備

作業計画

実　　施

　1990駕3月

［総噸］

　1990年4月

寸書源編針］

1ggo年5ノ胃～199！年1月

［作業計画⑳実施］

勲的劃

ドラフトレポート

最終報告轡：報告

屡遍薩麹
　　　199畔2月

［亟塑藍コ

　　　1991年3月

［團際諮問綜覧会会合］

　1991年＄月21旺ヨ～24旺ヨ

［璽褒蓬コ

工▽一1－16
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公式データ評価項闘

線量評価

貧血症

免疫機能

甲状腺機能

甲状腺腫

生年月闘

胎児及び遺伝的影響

放射線慮内障

・一ﾊ的健康統計

鉛の毒性

栄養

鞘ウ禦予防法

健康登録

がん統計

心理学的局面
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実地調査項闘

態度

ストレス効果

栄養

翻ウ素予防法

血液学的状態

鉛の毒性

成長パラメータ

甲状腺機能

甲状腺状態

病歴

一般的体格測定

限定的な細胞遺伝学検査
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wwrv.,eelyeekeopn
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mmummaww

sex&keemegnx$

nmnvwwtimm au-umnm mmmummnystt:itcdied unc$er tE"zee ueeroject, buwat mo kaeeEgbe ciisewdege$ ghut

wr,1ciewrmtie uttgeibuted digeectky a# redswtgon exif}#$llll"rtTiil.rb

wn ii:waee geme,cideehW halMnmsub$twwiecmagmamaifiageege/vVee- w$ywwofka'Igiss/lonvgicW/
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 contimaxfixeg esnci kxigim iewewgs of asnceegettsfiwty, &kwe wccugr-

 reexecee of whicZrz extexedeedi ljevy#gexci tX'xee ec#metesxxgfimeatecS

 arens of ecorxceegeme. 'Iff'keesee weex"ee ecewwxtageewaxxecteci bey

 socioecewwoxiftgc and ge#XiticaX chamgees oecewwixtg Sxx gbe

 K.jrSSR.

   W"be offliciaX data that wexxe exexaxxgxeed slEci not andfit-

      nvdi-v" an .moanwwwmu msww .memm wwsw:4umptnrme
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  Owa the basis of the ciosees esgixx:kasged by tXme twQjecg

anci current]y nccepteeci maciiati#zz risk estimntes, futurew

1xxcrgeasees ewvege the matesgeeeX gncicience of canxucuege$ or

hereditary efik:ct$ wexxlci be ciimacuXeeew cii$cewwa, eeveexx

with large amci welX

]ogicaZ stucSiees.

,mmstgmatgoed X#:xg see me ee ci xTxin-
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ベラルーシ共和国における小児白血病および甲状腺ガン

ーー `ェルノブイリ原子力発電所事故後6年後の状況

ベラルーシ保健省血液学輸血学研究所所長

　　　　　　　　　　　E。　P。　イワノブ

　チェルノブイリ原子力発電所事故の結果、5000万キュリー（Ci）を超えるさまざ

まな放射性核種が大気中に放出された。事故後の最初の2週間の間に放出された主な放射

性核種は、灘ウ素131（1131）、セシウム134（Cs134）、セシウム137

．（Cs137）であり、チ瓢ルノブイリ原子力発電所から半径30km以内にある地域では、

これにストロンチウム90（Srgo）、プルト談ウム239（Pu囲9）およびプルトユウ

ム24◎（Pu胴。）が加わる。

　全体的に見て、ベラル一刀シにおける放射能による汚染の程度と規模は、ロシアやウクラ

イナにおけるそれを大幅に上回っている。ベラルーシにおける汚染地域は7000km2に

達し（ちなみに、　ウクライナは1000km2で、ロシア共和国は2000km2）、6州

のうちの5州にある37の町と2697の村、ベラルーシの人口の5分の1に相当する2

難0万人が影響を受けた。この中には44万人の子供が含まれている。事故後5年間、

1万2000人の子供が汚染の割合が／5～40Ci／km2の地域に、また、　10万

2000人の子供が5～15Ci／km2の地域に、残りが1～5Ci／km2の地域に居
住してい九。すなわち、全体としての計算上の被曝線量は、それぞれ5～6および2。5

～3．5　レムに相当する。

　事故後のベラルーシの全国民の組織線量および体内に蓄積された放射性の（二s13γと

Srgoの量は数倍に増加している。このように、Sr駒の生体組織への蓄積は、事故前の

レベルと比較して2．5～5倍に増加している。それぞれの汚染地区における1人あたり

の生涯骨髄線量は、ベラルーシが8。8ミリシ～ベルト（㎜Sv）、ウクライナが2。8

rnSv、環シアが丑。　OmSvになると予測される。Cs137の汚染の割合が40Ci／

km2の地域では、1986年置88年にかけての骨髄線量が62mSvに達した。ちなみ

に、通常の放射線バックグラウンドでは、年平均の骨髄線量は1。1勲㎜Svである。

　チェルノブイリ事故の医学的な影響としては、白1自1病を含む放射線に起因するガン、出

産障害、遺伝子的影響の3つが主なものとして予測される。表…1には、被曝後50年間の

放射線被曝により引き起こされる甲状腺ガンおよび白血病の発生率の予測が示されている。

まだ、表一2のデータからは、すでに1989年～90年においては、実際の子供の甲状腺

ガンの発生率が計算上の（予測）増加率に達していることがうかがえる。

　白f血病は全身被曝に続いてあらわれる放射線起因のガンの一形態であり、骨髄は最も敏

感な生体組織の1っであることから、自血病は、チェルノブイリ事故のあらゆる全ての発

工V－2－1



ガン影響の蓋然的影響度の初期指標としての役割を果たすことができる。

ベラルーシでは・悪性血腫の特別の登録制度が確立されてきた・このデータ1ま・全6州

の血液担当部局や腫瘍センター・検屍解剖や死亡説明書など・ありとあらゆる情報源から

集められた・ベラルーシの人口は1050万人で・そのうち230万人が0～14歳まで

の子供である。各州について、Cs13γによる放射性核種の汚染度別の居住地区の数が

図4に示されている（図の左側の目盛りを参照）。全人ロのうち・220万人（この中に

は0～14歳の子供40万人が含まれる）がCs137の汚染度が15～39Ci／km・の

地域に居住しており、1万2000人が40Ci／km2以上の汚染度の地域に居住してい

る。人口100万人あたりの小児白血病の発生者数とセシウム137による放射性核種の

汚染度との対比が図一1に示されている（図の右側の目盛り参照）　（1990年の値）

　表一3には、チェルノブ．イリ事故前後のベラルーシにおける人1コ100万人あたりの小児

白血病（急性および慢性）の発生率が各州別に示されている。各州は、Cs’37の汚染度に

より測定された放射線被曝のレベルによって分類されている。ここで目を引くことは、子

供達の中にチェルノブイリ事故を原因とする白エ血病発生の統計学上有為な増加が見あたら

ないということである。

　また、表一4にはチ諏ルノブイリ事故前・後のベラルーシにおける100万人あたりの急

性小児白血病の発生件数が示されている。この表に示された結果も上述した見解を裏打ち

するものとなっている。

　さらに、ζこでわれわれが最も被曝量が多い2っの州に注目したとすれば、チェルノブ

イリ事故後5年間、1986年から1990年にかけて急性自血病の発生について有為な

変化はないということは疑いようがない。より具体的にいえば、0歳から5歳にかけての

子供の白血病がわずかに増加したことが推測されるにすぎないのである。

　1979～85年の期間におけるベラルーシの小児白血病の発生率は、100万入につ

き42人の割合だった。チェルノブイリ事故後6年間（1986～91年〉のベラルーシ

における小児白血病の発生率は、実際には変化はない。すなわち、1979～85年およ

び1986～91年の期間の子供100万人中の小児白血病の発生率は、ゴメリ州でそれ

ぞれ35±3。5人と40±4．9人、モギレフ州で48±4．9入と41±4．8人で

あるのに対し、統計学上の対照群であるビテプスク州では39±4．1人と42±4．5

人だった。また、これにより、チェルノブイリ事故後の期間においても、ベラルーシでは

明確な小児自血病の発生率の増加がないことが示された。もし、ここで我々がベラルーシ

における小児自血病のデータと欧州諸国におけるデ～夕を比べてみたとしたら、この結論

は一層確かなものとなろう。　［5〕　（図一2参照）

　しかしながら、上述した骨髄に対する放射線被曝のデータは非常に印象的である。これ

らのデータを前にし、我々はこれに対する一層の調査を行わねばならない。また、これと

同時に、小児白血病の発生率の最近の変動は、放射性核種の汚染による骨髄被曝線量のレ

IV－2－2



ベルとは関連しておらず、他の白血病の誘発要因（例えば化学物質など）の作用によるも

のであろうと結論づけられるだろう。　（表一5）

1▽一2－3



図一　：瓦

Cs137の放射性核種により汚染された州の居住地区数および小児白血病の発生率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（199Q年）
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チェルノブイリ原子力発電所事故の影響を受けた地域に居住する住民の健康影響

英国立がん研究蓬金　疫学統計学者

　　　　　　　　G。　K。　リーーフス

　1986年4月に発生したチ缶ルノブイリ原子力発電所事故の結果、短期間のうちに、

これまで原子力発電所で記録された中では、最も大量の放射性物質が大気中に放出された。

この事故の人問に対する影響は多大であり、事故から6奪以、よ：たった今でも、依然として、

チェルノブイリ原子力発電所の周辺地域に居住している住民の健康に対するもっともらし

い被曝影響にトついての情報はほとんどない。

　1989年10月、旧ソ連の政府は国際原子力機関（IA慰A）に対して、同事故の影

響についてのアドバイスをするように要請した。亙AEAによる調査の．．…環として、独立

の国際医学チームによる健康調査が実施された。この調査は、チ濫ルノブイリ原子力発電

所から30kmの立入禁止区域の外にある7っの函‘汚染居住地区”および6っの“対照居

住地区”に住む1658人の住民を対象に行われた。いずれの地区でも、各住民が彼らの

出生年別に選び出され、サンプリングは若年層とチェルノブイリ事故当時にまだ生まれて

いなかった者にウエイトがかけて行われた。各項目ごとに質問表が作成され、身体検査、

血液検査、甲状腺検査等が実施された。これらのデータの分析では、汚染地域の子供のう

ち有意に高い割合で、食欲不振や甲状腺異常、貧血症などが報告されていることが示され

ている（亙AEA、1991年）。しかしながら、医学検査やヘモグロビン・レベルでの

血液検査、超音波診断装置による甲状腺検査の結果では、汚染地区と対象地区の間で差異

はなかった。それゆえ、人々の子供の将来の生活や健康に対する不安以外、健康に対する

悪影響は実証されなかった。

　しかしながら、この調査が制限されたものであることは強調されなくてはならないだろ

う。現地調査は比較的少数の住民についてのものに過ぎず、汚染地域から疎開した住民は

考慮されていない。それと同時に、汚染地区と対照地区め問で一般の症例に関する統計上

の差異を確認するほど大きくても、ガンやその他の希であるが重大な病気の緩やかな増加

を検知するには小さすぎる。

　日本における原爆の被爆者の追跡調査では、主要な長期の健康への悪影響はガンであり、

ガンの発生率の変化は長期間のレンジでのみ特定できることが明らかになっている。汚染

地域におけるガンの発生率に関する調査を行う…っの方法としては、ガンの登録データに

注目する方法がある。ウクライナにおいては、ガンの登録データはすでに特別調査を実施

するのに使われており、最も汚染された地域からの結果が出版されている（Prisyazhiuk

etaL1991）。1981年から1990年までの10年間のウクライナの3つの最も汚染が

深刻な地方における白血病や甲状腺ガンおよびその他全てのガンの年齢別の発生率に関す
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る調査では・ほとんどのガンについて・発生率が1986年の前後で概して同じである

（ほとんど変化がない）ことが明らかになっている・しかしながら3つの例外がある。す

なわち、1987年に観察された65歳＋の年齢における白血病の発生率が事故前のレベ

ルの2～3倍に急激に増加している；1981年～89年の間・0歳～14歳の年齢で甲

状腺ガンは1件もなかったが、1990年に3件の症例が見られた；1987年に年齢6

5歳＋におけるその他全てのガンの発生率が約3分の1上昇し、それ以来、このレベルが

続いている。

　白血病の場合、および、臼i血1病と甲状腺ガンを除く他の全てのガンの場合において、

（発生率）増加のタイミングとこれらのガンが65歳＋のグル…プに集中しているという

事実は、これらが放射線による直接の結果ではありそうにもないことを示唆している。～

っの可能性として、事故後、年輩の患者に対して徹底的なガンの検査が行われた結果によ

るガンの発見者数の増加ということが考えられる。

　1⑪絵入あたりで見て、1981年目1989年がゼ膿、1990年が11人という観
察された子供の甲状腺ガンの発生率増加を解釈することは一一層難しい。汚染地域の子供は

甲状腺にかなりの線量の放射線を受けており、放射線誘発による甲状腺ガンの潜伏期間に

ついてははっきり分かってはいないものの、この年齢のグル～プでは甲状腺ガンが他のガ

ンよりも著しく増加すると予測されてきた。灘ウ素131による汚染は3っの最も汚染が

深刻な地域に限ったものではなく、公式の統計でも、ウクライナの他の地域における年齢

0歳～14歳の甲状腺ガンの発生率が、1989年の10万人あたり0．08人（9件）

から1990年には0。15人（17件）と倍増したことが示されている。小児甲状腺ガ

ンの同様な増加は、ベラルーシのいくつかの地域でも報告されてきている。この増加は1

990年に始まり、現在も続いている。（齢zakov　et　al，　ig92）

　甲状腺ガンに関する知見の解釈は、スクリー轟ングの影響のためかなり複雑なものとな

っている。というのは、このやり方で見つかる甲状腺ガンの多くは多分に“肉眼では見え

ない（隠れた）もの”であり、それ自体は決して症候的な病気に進行しないからである

（Beral紺1d　Reeves，1992；艶i齢matsu　alld　Thilessen，1992；Ron　et　al，1992）。これら

の理由から、甲状腺ガンの発生率の増加は、とくに汚染地域の子供については、医学調査

が増加したという見地から解釈される必要がある。

　利用可能な情報は少ないが、ガンの発生率に関する統計は、甲状腺ガンについて例外の

可能性はあるものの、チ瓢ルノブイリ原子力発電所事故を原因とするガンの増加はまだ起

きていないことを示唆している。しかしながら、最も重要な点は、多くの放射線誘発ガン

の発生が明らかになる以前から、ガン発生率のデータの収集が続けられることである。傾

向の変化を監視し続けることで、子供の甲状腺ガンに関する状況が、数年のうちにも明ら

かにされるに違いない。
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チェルノブイリ事故7年後のロシアにおける真の現状

ロシア医学アカデミー会員・放射線科学センター所長：

　　　　　　　　　　　　　　　　　A。F．ツィブ

　資シア連邦では、チ皿ルノヅイリ事故後に最も影響を受けた州が4つある。すなわち、

ヅリヤンスク、カルーガ、ツーうおよびオリョール州である。これら以外にも、他のロシ

アの10州とモルドバ共和国のいくつかの地域でフォ』一ルアウトが発生した。約581万

7000人の人口が住む4万7170km2のロシアの領土がCs二37により、1～110

Ci／鼠m2の範囲のレベルで汚染された。5月6日までには、11硯のレベルはCs137の

レベルの10～15倍も高かっ允。

　事故後最初の数週間の間に、ロシアの放射能汚染地域に居住する約3万人の個人に対し

て、甲状腺の1田1の汚染が測定された。ここで得られたデータにより、推定評価と一緒に

個人吸収線：量も計算された。

　ロシアの最も汚染された4っの地域での甲状腺の集団内部・外部線量は、13万100

0人Svと推定された。甲状腺に対する内部線量は、年齢に大きく依存することが明らか

になった。推定集団線量の約半分が7歳未満の子供のものである。異なる汚染レベルの地

域における庫齢別の平均線量は、10～220cGyの範囲だったQいくつかのケ～スで

は、個人線量：は1000cGyを超えていた。

　貿シアの汚染地域に居住する住民の全身線量は、主としてセシウムによる体内放射線と

高がンマ線バックグラウンドによる外部被曝によって決定された。内部線量評価は、体内

のCs1跡およびCs1肘の数多くの直接測定に基づいている，，　（事故後6年間で20万件

を超える測定が実施された）　同じものを基にして、推定計算も行われた。外部線量は、主

として計算により確定された。これに加えて、熱蛍光線量計による直接測定結果が約10

00件ある。

　評価の結果、ブリヤンスク、カルーガ、ツーうおよびオリョール州の最も汚染された1

9の地方に70年間永続的に居住した場合、蓄積される全身の集団実効線量は600万人

・cSvになることが示されている。すなわち、ヅリヤンスク州の5地方では440万人

・cSv、カルーガ、ヅーうおよびオリ薫一ル州の14地方では160万人・cSvとな

る。4つの最も汚染された州における事故後5年間に蓄積された全身の平均実効線量は、

1～14cSVの範囲であった。これらの地域における1992年の年間の平均実効線量

は《）．　05～0。　9cSvの範囲だった。

　しかしながら、各個人ごとの線量は、平均値とは大きく異なるだろう。個人に対する利

用可能な測定結果に基づく推定値によると、ブリヤンスクの重度に汚染された地域では、

事故後、住民の約3％について、全身線量の合計が25cSvを超えている可能性がある
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ことが示されている・ブリヤンスク州の最も汚染された地域においては・住民の10％以

上が生涯線量で35cSvを超えるであろう。

　チェルノブイリ事故後の影響を受けた人々についてのロシアの国家的な医学・線量登録

制度が、医学放射線科学センターで確立された。

　現時点までの登録制度のデータベースには、23万人の医学・線量測定情報が含まれて

おり、この中には14万4000人の復1日作業従事者と7万3000人のロシアの放射能

汚染地域住民が入っている。

　1986年～87年にかけて、放射線影響があった地域で活発に復旧作業に従事した復

旧作業従事者は、甲状腺に大量の放射線を被曝した子供とともに、リスクの比較的高いグ

ル～プであると考えられている。

　上記のグル…プにおける疾病率の分析は、　（単純）合計値およびいくつかの疾病分類学

的形態における疾病率の増加を示している。また、これとは別に、実施された放射線疫学

調査は、疾病率の増加と線童の間のいかなる相関関係も立証してはいない。チェルノブイ

リ事故の影響評価を行う際には、精神身体医学的な要素が極めて重要である。
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　　　　　　　　　　　　　　　セッション5
国際核不拡散のあり方…新たな情勢に対応して

　　　　　　　　　　　　〈基調溝演〉
　　　　　　「国際核不拡散のあり方」
　　　（社）臼本原子力産業会議常任顧問

元軍縮会議日本政府代表部特命全権大使
　　　　　　　　　　　今　井　隆　吉

　　　　　　　　　　　　　〈パネル；討言命〉

　　　　　　パキスタン原子力委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　適。アツマド

　　　国際原子力機関（IAEA）事務局長
　　　　　　　　　　　　　H。ブリックス

　　　フランス原子力庁くCEA）国際局長
　　　　　　　　　　　H。　ドラフォルテル

　　　　　　　　　　　　　　　　同　前
　　　　　　　　　　　　今　井　隆　吉

国際核拡散防止プログラム（pPNN）議長
　　　　　　　　　　　　　B．サンダ～ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　か
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commXitmene to globaX as walX a$ regional non--paoZxeeration.
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wwwwue 2esewwa ewAXge :gmmgewkk ewewnvwwxewaueewexue

            gemmeewwew esst xeeewaeeewixme imww wa@wa geemedieeuege

Se$ssiewn 5 - waaneek on XninwagenewerkenaX Nwaed-eeftnc Norm-PncoXi£erewixion

mewa}3aneedvss mekoewkxin eehww meeexiic$ ofi sthe N#xt-WmewXintsurenixiowa 'xexrmeeet:er teend to

weeissme $'esc#eng eexxtoicioww$, sceffX,eeexeing inhew imaporkeazzcee off ichee sukojec℃.
Whme NVW iss me inxeeemeicy asff ixnmawegessee rkwainemenmmeiciewneeX ssiewnthfficeenuee. With
eeMmaewsssk rz,60 puax`ix:iewrw thin i$ aeehww xxtasss't; ixrtpcree'tmame't: xtteeenssurcee off eewrm$

#ewme't:Wewik-e

meurkewrmeeaminss ost inhee wmyss in wkxi.ctx schee Wscewa`eey xumeeins iximme exheeXkagrmmegeess it

wme$ ewscwameseeedi inew dieeewX wi.tch vmexey uexx"memekeXy. mek.xix no mentcscme1ec" hasw wewXll. ox

heasw krmerkky ewxx& ffexmp.zss A."e ewewp#ew wistlrx t:inwt kssmsxxuass .illde wenss #xeeee-l med ico hewxp

$ewXvee, seinossme igessu@$ stimexrxssmeXveess enwee inimee maosse ixrigeewecicmmein ssRggkofiwackes ofi

i.xxkethecwamake:kasxeuame sseeexaxxeSkr.y 'imhuase fftwexes ixasdieeyss wewme).et.

Neww tchtsix itkoee xmaexZeeeesc xS.vttkwy koeedixwdvmexe buhme $ugeeeuepoweexss th.su eeffffeexiciveeky

oveesc eexedi SC]ARCg?-a. dezzee -2 kxeevdi ewodifi.fftheerk inimee agandi asff "t;Xrxeei=x" enxewa$ scblcee,

ichee stdemaec #ff mn imaxxxfi-rkeextic xxasec)..emeer exoxtffXiewsc lvmpeeweeeext eehee inwo giewnee$ hew$

vfi.scsckxmeIXy di.assemgegeeeanveedi. ewkeee crinemxkth.#enX Wdvmegeewmess ecesmeveen'kr.iewwn immess giveen

icinee wewscX.d ixkiav uaewmextss #me gythdidij.wnw fi.inmeeekff asnt ewwwwa geemxeiciewvtZmexeXy matohewxreense

xvtthmamexe asff wewwmeenxeem. Wkxww$ ktimee wewkrXrk xtinowaZdi inmavew koewc#mame me xif!wwch ifnoxee

ssdvexwwscme ' gelg.mexen gee;kkewxe E.ce: wmass ee steew ywame:e:r"ss eegew.

Oxt eeimee osclrkeexe komemect, przxekXy koeeesuausstw #st seimee ssh.istee iit ineeeexermeninS-ewanak

pewwmeue ssseue,vx;itexicwaweess, mexxct gemua'icR.y emss ac wew$waIZ-"ic; ewff gwewwdi.waue xeeeueji.oxemeX

ineexxssiastmss eextdi ichre ewwewwienas irgmukoiZiicy #st eelrx# xrteejwxe psewwescss keo rkenanZ wiixh

imheewa ickinueeaxwkx ixlraee geenixnceenfexts.thmewaic xeeXtwsci#x]ffkoigess eeinew"ee weexeee ee ffmeensckxece ofi

scinee exewXd Wtzxe eexeme, wkwwecZeemexe geewaskiffeescmeixiown isc eeeekirmew ewveesc mege iche
itfkwaxvtrkodew ewmee uawxtt# ewewwn-a:xeok. gewewko:goagwn :g.me -iccadicayesu i.mtheemuermitixi.asrm&:i. nvzbeenme.

ewhec ewtn"waeeineesc icimdv gescewkoXemxwa, eeimag xtitonvee gezzssssst#xxeeeewaX.y iinss venscrkowwme eessgeeeew"s

emmeee eseekoeneeemrk, ewr:kdi ickxee xvtewwdi exmageeeffi.gZky ewxtee suexwuiniwaizeess eexuct ewrieeiexkzee$

schew taPgeZiCmeseieexe eeff cameY XVkeenexewancee kXssewct in# suewXVee ixeimee psecOinkwaIVEe Ass icew ichee

Nware]e xethuelrkic stWewxu ksess $eeemXixe eehee WenY ixe WhiCko isc cagegescOaChme$ keinwa
gemeewkoXewmage heess kodvwawa c#xxrkdixvtxxenct koy ss#ERee, exsciiciexizwad hoy maewway enncl
rewecewuemefizeed koy ensvdewy#ueww mass meeessss eeinmewa geeeecffeecix. vavewwn sehdv meeescewngevssic

swageswoxe"kteescsu ewff eeim& W]eeemuicy mectxvtAic teimuake, kic inmaww :Mmgeeercffewcwhiewanss, inhdvweemse

S.xt irhew sudi.whxtameeeiowtz iic weesu ececeemaeewwdi inew eseemaX wisth, camed axyxemvewidianbts.ee x2ndeer

"I;kxe ewfi.xeewkitxTtssixmarmewee$ ewff ti.`t ss exw@ee{t;kewxe.

Sasxmme $emee eeimwa $hoscinexewmj"yzaasss mes koth$S.ec uewwcN hnevee xeeeffk;tsseerk sco joS.xk. wrhme
ewxeeeew"ee men':"}#x":E-"ix:y ewff rie.ic:i.ewamss hexx,re weeewregnei.zwwct eewadi asexexmege`tLeedi aje:;imeencrt ew$ `I:;k:kme

wwxeeevewfi-rkmainX.ee gewS.ecme who geeny ffewsc eekuew madieqfmeentcmeeseess eehme 'rcscwacascy eefistesweds

imopixtw "t;ktewS; sclrL#ssme marksv'esm"icmeewwa$ wewkkk.rk eccexue ico ewxJi"ixweeigki "I:imag ctxeeewkoewcki$e

Xm sehme exou'scssem asfi thsess ZRm.Sstee, eeimtw :txtwwagwawara.rkkty th.nhewuethnic j.xu me Wveeakey eehain

thxngeeesswadi ewxk eeimwa meeSewkristy ewff inhee gemltgeinA.eess exxe okoXiasmeixieetm which me fieew

ckidi waew"ic sulrxewrua wenss inew ftktwvee k)waeeza ewstffsswain jman inkxee ffmixenmeessss off thke$
i.mageM.eevaewxukean"t l.ewwa.

A exeeninzrmZ agueesstciown stex Z99ss i$ emee kelrmelj wenrs eesskeect eein waencim
sceevieew ecevnffrkweenewee $as ffmar: winwaeehwaer Xwarkwaeedi eehee imapXeemeeniceeicion

NPT
hass
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koeeeem stenk.r. Mmvew skhossee who neeesectXmeeed eeimeeige pxeiviXegets undesc ehe
ma,sceeesicy waaciee dv swignimeicemnin eeffafewncix ixo enxfdixe oue kehe indveguthXieieess, esnd

dioee$ ixhee ecee$uM.ee off schewssee meesempwapix$ just;isty ichee contcinued eexi$Jecmence
off ekame wisceeenkey?

A sseeewowadi k)messic aguewsstiwxt asxeissee$ stxewxxx reeeweenee eeVeeanin$ ian Xecmeq, in Nortch

Kasnceeit, itgerk geewxeimmagess ewixhmenc cewxneexieerw wlrkicrh Wte sskx$geeeewic koust cmzamaost
ewgeewwnzay enewexkx$em esff imreenkirmg ixhdvir Wmeeeeesey otoXigmeeethewzass: how dvfiffwacreeivee

iss schee Wweenkey j.xu dee℃eegescizaas ixhee ssgewetwdi ofi xeuewXeeftr ewengeenktikiiciwass?

Xff inkode ewwasswmenc keo ickatwsse kras$ic agxxessinthaswwss iss georgeitcivva, schee cewmesseweqwawhncee

ime exXdvuascZy ee Xesmeg-ixwauem eexeeeemssiewwa ofi eehme Wxeeneeiny. Xst kke isu wwotc
ckewenscXy sso, wee sshewkkX.di enssk ee $dvew#xtdi agwawassseaewen : iss ickoee Weeeemeixy wewwseh
ecewrmssee:krviwaue mexxdi eexscee.ridiinmas? CX?ew itlt$weeur iclrxk$ agwaewxeft;th.cewn, rkin i$ xtmecwassssanxey

keew wewiewh eeimdv mectvmamestesormess ennct $geesexwaXuateee ewxx keinew wbueeee-kfi-xeewic eerzeewarenix

h:k.dctewifk i.xt sswaexkx magee#anl"en"e:;:i.ewxess uassg

de Cwkxmedi ixinft exewZdi Weesc henvee emmedimerk Am teimme wmay iic diict wfi.ixhouic inim& NPma?

dw WeweqxXdi inkxes Xrrkiceewmadvdikmeindv NueeM.meme2r maissssthmeee geaswewme Rwwrkkxexiciorm Wreweeiny

(XNY> imanvem k>ewemxt w#su$thkoXwh wthinbuouic inhee wwixmekoira.thzkng ri.xeskM.axeewaexg c)st sekxee

sk WoKx:t.di eekkme waswts.(X scdvenexwhiasme sco Xscenagess Tigkxex].@eexe mdivthrrkixuxek$xift ineevwa koameexx

a$ ssk;ewewxxlj wS.tik;k:kewwarkL it;k:kee whxmiooes:E.matwwasc S.rm {&1im.de NVCXi ewff ee;k:kig ncu:k.au "g imem"t: meme]<l:g-xew

wnwaewkeeeew wwacageuexxss iss mextz exevse wamtsececaggebleeinXwa seew "khag wewue"medi ecoxuwawwzaieey?

wh Wewww,kdi ek;hdv ewgegeasnmeewaicss #st ew fftswwecXditwecissenrk Kewwwwentm wwmeniwwsswwxeew, kidvvee

uetw"it:hwascwark ssew tstskk.xextrx ssk;zagegeewrec"ic, wdi.eekk#wat¢: {I:;]rade ewemffxewxenE. eeexeceeysinmewaewdv asff "g;hrxee

wnewwme ewff giges.waEe-goncewkS.stcauetwkeS-ewwn, mess sceestkeeexkamdi koy ictrinag Crxeeiteey?

wh I:# :i,.tc meew"ic suexffeeme st#x" "ic}kzaee en,fiKe'eewrmegdv rkeeix:itewtz ixew uakowa`I;wa:i.xx ffxewxrt xrtmewak:xfimaewe-

sewawinew tmk],ewXewtwew weeew.geeewwww eermct seas rkeewactwa#scscee'inee thicss ituexXwwmxe iwitmcoex#zaewee

eehscokxueim eekoee sewee,rmsggeee,scaswaewy ewsu irmeex'mmekeS.#meenX v@xeXffaexvaicfi.ewwa?

wh wows.:g.di $aseqx"ifin. A:ffxei.#ew komevew $axkoma.eeeeeees E.･k;$ wwwaexls.meme.ec mecsc:k.vi.tit:k.dvss eewadi

mameteeescimeX "kx# $eeffeeewwaeitxedi# imtsdi a:ftxeewww koageeifM wao Nwatl]?

Xxe ssinegy`ic:, 'ick}& agaxee$-kAewwa Ass, wkxmeix inth$ eelrkee {M?sceeme'k;y eeewkxXeevredi, en"t: winmein

exewssee?

Theen "k:hmencme i.ss ew "l;im.ix"di equ,e$"a;:ic}wa: ewesza:a.di #rmme ewmeeemetht;ee emnew"ekxeexe icueeeua"i:;:}f

"ig}k:igdv"it: cervwwM.rk ssdv.xevua :i.wa"ic:eescwwenicS.ewnneIZ. ssfil:akoj.ra.:E.icL:y' memedi $eeexusci.k:;y mess wwara.k. ewxeg

eww maewwww exSrfieeecstk.vwak.y eir:]rMasxk, icktzee NPme? krxen$ dewxtag ssee meenxe, uarmdi emrme wtrkAevk:at

mewnrwwaxedess -I:xuxwh eeos,ww].j.icy thrm<>rr･kes wame-kfi.cowwss? zg:ss ft;imwa:Et'ew enway earw$zascmermexee "t;kameft:.

"t]rxse wewscLct. ew#me'xvtakrxj.dt}:y exewu].(iit ewagxewaew ewwa me uem:g.vanxssit.k S.waswk:.sckxmeewnfi ffox' sefrzaee

dvhocol.S."trS.,#ffig ewXh wwx;ac;].waenxe wagen.geoanxx, `ig,imenee mawaeeinss seinsw ssrkewuerig."e;y

exewffxssdi.dimeereseei#meew ewff enxxex].emaxf" lrxcavmesu ewxkdi imenvee-nxxasinss? X$ kk pesuewthtw:.ww inew

ewecmeuaicmp maza .i-wawwft,rnc'xkmeeexxee imimmbu trmeewaskxexj-kwaww ickoag pewMi(:y ofi rkrmdiwasskexeimeX

mmeini#nss rex#ix scew peeswss, ewxe inemechwnewmeewwSee# assc eeeswaipmthzzic tchcaee waigin.sc koee

wawaewdi "t;as xifxew]<ee xuuex].eeeeue weeftpewxes, wthk;lrx diwwveeI.eegekmaew en.itini,ewnss ssmeee]<iuees ico

ewibinftiam en],.k wakwamaeexee$ ome eekxma mueckeweexe ffaxeeM-ecyecXee? Xss iin ZthkeeZy eehewic
ewnee exesxx ciitewvi.$ee ee "txxeeeextt:;y "i koenic ee`I;`e::rcenew"t;$ icimas$em who xxffee enueex1]lleeewme xTltweenss

ewxe gxxsuuxentwag $eeewwauefi.icy jneww ncasgioxeme ewfi eeeeeessiewme enndi mZssew stinomeee who sehink
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nucXeeare ako$eizzeencree wiXX pncoeeeecrk ehossee rreegiewnss? Cann oandi meanvisage a
creesich-anZX Treemkey a;hast doeess eeveexyeehinew eendi nvtckexeacicss eveexeyone - each
eeff eehme gescee$eenwh 160 NPW-paxrixieess gekwwge inhee hewkd-ouscss: Xncttheng Xssrael,
swm]<i$keuawa? Xkeeskly: iff ondv ewavuM.rk dievisse suuctx mn inmssixxrurTimenke, whieh
wcuxXd koenvav icew reeeffkeewtc ichee hrkghmessse cornmaewrm deenorminfiwhor off enX]n sth&se
diveewgeeni inirexeessixss enndi ctifffeeweewnix nmkerkonm$, heww dvmeffthceeivee wouXd it
koee?

FinasZXy, thff inhee eeanssweesc seo seimem ffirssix qvtee$imiewrmss is zzose ca whoXeeheeenrkeeed

eefffirmaeeiom; k"ff sehe eezzsweeme$ sko ixhme vuasciewu$ pewmesess ewme etimva swacond
agumessseiome Xdvewdi ewnee sto givee eelrxee NPew eehee ktmendvstiin off eehee doukotc, ktut
aXssew tco ffeeeeX eehensc ee maeww@ eqxxistzakoXee ssieekxdvstkthxe ims gewthffmaueenbXee," eezzd iff

no vXabmeee univew$eek enX`beexeneescivew is ixe cX&eww suigimsc - wtheewa ewewrceess kehe
uaeniwa agueesseextewnx wwhowwXd ichee merwaensty kowa eexkeendwad, esrmd ffow how Xcong?
$imewwaXdi eend ocewmuZct inhmaix vexeeeermssi,on koee ixiect seew vaeeen$ ewst eensswa)rines ffutcuixre

iuage.Xemantxxeeensiionv #me keh# Wweeasiry? Xf ssew, heww?

wheee iss sthee ssickxfiff off eehis ecgenffeexetewaewee enzzrk ecimee k>mssis ffewxe itts
deeewissionss. X kreeZieevee scheeke ehew uawasswdv'ge k"$ exmewamescmey ixhuein ma k.eengtchy
eex'ixeewassiewxx i$ wa#sseexeixieeX in ehee ineeeexeeessee ost woncrzdi gememexme uandi sseeexuxeiwhy.
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